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（
青
森
・
秋
田
県
）

　

青
森
県
と
秋
田
県
に
ま
た
が
る
「
白
神
山
地
」
が
、

屋
久
島
と
と
も
に
日
本
で
初
め
て
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
20
年
を
迎
え
る
。

　

白
神
山
地
に
降
り
注
ぐ
光
や
雨
は
、
東
ア
ジ
ア
最
大

級
の
原
生
的
な
ブ
ナ
林
を
芽
吹
か
せ
、
豊
か
な
植
生
や

動
物
た
ち
を
潤
し
、
は
ぐ
く
む
。

　

ブ
ナ
林
で
は
、
人
間
も
生
態
系
の
一
部
と
な
る
。

　

そ
の
水
先
案
内
人
が
白
神
ガ
イ
ド
だ
。

　

白
神
山
地
に
は
、
ブ
ナ
の
森
の
生
態
系
の
中
で
脈
々

と
伝
承
さ
れ
て
き
た
マ
タ
ギ
文
化
が
あ
る
。
そ
の
流
れ

を
く
む
白
神
ガ
イ
ド
が
、
白
神
山
地
の
価
値
を
伝
え
、

知
恵
を
授
け
る
。
自
然
と
の
共
生
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た

場
所
、
そ
れ
が
白
神
山
地
と
言
え
る
。

　

青
森
県
で
は
、
白
神
周
辺
エ
リ
ア
の
市
町
村
や
民
間

団
体
と
と
も
に
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
を

記
念
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す
る
。

問
い
合
わ
せ
：
青
森
県
自
然
保
護
課

　
　
　
　
　
　

０
１
７
（
７
３
４
）
９
２
５
７

 

（
写
真
提
供
：
青
森
県
西
目
屋
村
）

表
紙

白
神
山
地
・
ブ
ナ
林
の
誘
い

　

  【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
は
近
年
増
加
し
て
い
る
自
治
体
と
企
業
と
の

地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
の
動
き
を
特
集
し
ま
し

た
。
こ
の
種
の
協
定
は
従
来
、
防
災
対
策
な
ど
を
目
的

と
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
連
携
が
主
流

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
１
、
２
年
の
間
に
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
に
広
が
り
、
そ
の
目
的
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
都
道
府
県
レ
ベ
ル
か
ら
市
町
村
に
も
導
入
の

動
き
が
拡
大
し
て
い
る
の
も
特
徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
市
町
村
関
係
で
は
環
境
保
全
な
ど
を
内
容
と
し

た
秋
田
県
美
郷
町
と
日
本
航
空
と
の
協
定
や
、
高
齢
者

の
見
守
り
の
た
め
の
京
都
府
京
丹
後
市
と
地
元
生
協
と

の
連
携
、「
い
つ
も
笑
顔
で
過
ご
せ
る
地
域
社
会
」
を

め
ざ
す
滋
賀
県
湖
南
市
と
吉
本
興
業
の
取
り
組
み
な
ど

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
ユ
ニ
ー
ク
で
参
考
に
な
り
ま
す
。

ま
た
県
レ
ベ
ル
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
目
的
を
達
成
す

る
た
め
、
最
適
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。

▼
こ
う
し
た
連
携
協
定
の
増
加
の
背
景
に
は
自
治
体
の

厳
し
い
財
政
事
情
や
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
し
、
上
手
に
活
用
す
れ
ば

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
企
業
は

利
益
の
追
求
が
基
本
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
が
長
続
き

し
実
績
を
上
げ
る
た
め
に
は
双
方
に
と
っ
て
、
そ
し
て

何
よ
り
住
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
連
携
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

▼
当
セ
ン
タ
ー
の
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
は

今
年
で
25
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
今
月
号
か
ら
そ
の
修

了
者
に
よ
る
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
を
随
時
掲
載
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
る

方
々
の
率
直
な
思
い
を
お
届
け
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。 

（
堀
）

【
8
月
号
予
告
】

特
集
＝ 

「
地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
」 

（仮）
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 20 滋賀県湖南市　いつも笑顔で過ごせる地域社会を目指して 竹内範行　　
 22 京都府京丹後市　「高齢者の見守り活動」で生協と協定締結 荒田美智子　　
 24 広島県　企業と連携し、「瀬戸内 広島レモン」をブランド化 広島県総務局経営企画チーム　　
 26 福岡市　「若鷹軍団」と連携し、都市の魅力高める 平石遼太　　
 28 熊本県　ICTを活用した魅力あるまちづくり 筧　昌明　　
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平成25年度　地域再生実践塾　第３回　広島県尾道市
『海からはじまる歴史的空間の再生と実践』

平成25年９月18日（水）～９月20日（金）
会場：尾道市公会堂別館31号室

開催趣旨 
　平成16年に景観法が制定されて以降、平成20年には歴史上価値の高い神社、寺院、城址等の国民共有の文化的な資産等と、
そこで営まれる祭礼行事など、地域固有の風情、情緒やたたずまいといった良好な環境の維持及び向上を目指し「地域におけ
る歴史的風致の維持及び向上に関する法律」（通称、歴史まちづくり法）が制定され、全国各地で歴史、文化や伝統などを地域
資源とし、それらを積極的に活かしながら地域を活性化する取り組みが増えています。
　坂のまちとして知られ、神社仏閣が多く残る尾道市では、これらを活かしたまちなみ形成事業や空き家再生促進事業などを
実施し、新たな魅力を持つまちづくりの推進にも力を入れています。尾道市で実践されている具体的事例を中心に検証しなが
ら地域の活性化について考えていきます。

開催日程 
・第１日目　９月18日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　13：40～　Lecture1　総論・問題提起
　14：15～　Lecture2　尾道市のまちづくり
　14：50～　 Lecture3　尾道イーハトーヴ〈まちづくりのレシピ〉
　16：00～　 Lecture4　観光を手段とした事業と雇用の創出
　17：10～　Lecture5　尾道式空き家再生術
・第２日目　９月19日（木）
　９：00～　出発
　９：15～　Field Work1　尾道イーハトーヴの視察
　９：50～　Field Work2　旧島居邸の視察
　10：30～　 Field Work3　光明寺會舘・AIRカフェ視察
　10：50～　 Lecture6　斜面地におけるアーティスト・イン・レジデンス
　12：10～　昼食
　13：15～　 Field Work4　北村洋品店・ガウディハウス
　14：05～　Field Work5　渡船～向島からの眺め
　14：45～　Field Work6　あなごのねどこ
　15：15～　Field Work7　尾道映画資料館
　16：00～　Group Work1　視察の整理
・第３日目　９月20日（金）
　９：00～　Group Work2　グループ発表・講評
　11：30～　Lecture7　総括
　11：55～　閉講式

主任講師 
尾道市立大学
芸術文化学部美術学科
教授　稲田　全示　氏

　1949年尾道市生まれ。
　東京藝術大学美術研究科修了。東京でデザイン企画制作
会社の経営、ニュービジネスコンサルティングなどを経て
2001年より現職、学生に地域活性化企画制作を指導する。
　尾道市立大学地域総合センター長、尾道市まちなみ形成
推進委員長、尾道ユネスコ協会会長、NPO法人工房尾道
帆布顧問。「地域資源∞全国展開プロジェクト」など地域
の観光資源発掘、プランニング、配信や産学協働事業等を
展開し、学生の地域貢献と基礎的社会力、デザイン能力、
コミュニケーション能力養成の地域総合センターとして、
産学官ネットワーク創りを推進している。

38

40

44

48

30

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、NPOなど、地域再生に取り組んでいる方
■募集人員　40名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。

白神ガイド
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2013・7月号1

「力みなぎる・かごしま」、
「日本一のくらし先進県」の実現に向けて

鹿児島県知事 ● 伊藤祐一郎

　

昨
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
、
政
権
交
代
が
行
わ

れ
、
安
倍
内
閣
の
も
と
で
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政

策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
と
い
わ
れ
る
経
済
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
円
安
や
株
価
の
上
昇
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
実

体
経
済
に
反
映
す
る
の
か
、予
測
し
が
た
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
が
地
域
経
済
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
、
ま
た
、
国
の
命
運
を
か
け
て
の
大
き
な
政
策
変
更
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
や
市
町
村
と
し
て
も
、
市
場
を
見
な
が
ら
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
当
県
に
お
い
て
は
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に
加
え
、

昨
年
3
月
の
鹿
児
島―

台
北
線
の
新
規
就
航
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
の

主
要
都
市
で
あ
る
ソ
ウ
ル
、
上
海
、
台
北
の
三
大
都
市
と
直
接
結

ば
れ
、
環
黄
海
経
済
圏
を
つ
な
ぐ
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
最
大
規
模
と
な
る
太
陽
光
発

電
所
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
当
県
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
象
徴
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
が
一
気
に
開
花
し
、
鹿
児
島
の
新
た
な
時
代

を
迎
え
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
屋
久
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
同
じ
く
20
周

年
を
迎
え
る
白
神
山
地
の
あ
る
青
森
県
と
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
奄
美
・
琉
球
諸
島

の
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に
つ
い
て
も
、
去
る
1
月
31
日
に
、
国

が
「
奄
美
・
琉
球
」
と
し
て
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
し
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
そ
の
提
出
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
県
と
し
て
は
、
登
録
の
早
期
実
現
に
向
け
、
地
元

市
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
、
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
と
し
て
は
、
県
内
７
つ
の
区
域
に

お
け
る
総
合
事
務
所
で
あ
る
地
域
振
興
局
・
支
庁
が
、
地
域
に
お

け
る
総
合
拠
点
と
し
て
地
域
固
有
の
課
題
解
決
や
地
域
活
性
化
策

に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
取
り
組
む
た
め
の
地
域
振
興
推
進
事
業
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
過
疎
地
域
等
集
落
の
維
持
存

続
の
た
め
、
集
落
対
策
に
必
要
な
情
報
提
供
や
助
言
な
ど
課
題
の

把
握
や
解
決
に
向
け
た
様
々
な
支
援
、
地
理
的
に
厳
し
い
条
件
に

あ
る
薩
摩
・
大
隅
半
島
の
先
端
部
地
域
に
対
す
る
観
光
・
交
流
促

進
や
定
住
促
進
対
策
な
ど
地
域
の
主
体
的
な
取
組
へ
の
支
援
な
ど

も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
県
で
は
、
県
政
運
営
の
課
題
と
し
て
、「
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
す
べ
て
の
県
民
に
と
っ
て
優
し
く
温
も
り
の
あ
る
社

会
」
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
様
と
一
緒
に
鹿
児

島
の
新
た
な
未
来
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

時
代
の
大
き
な
転
換
期
の
中
に
あ
っ
て
、
当
県
の
豊
か
な
自
然

や
個
性
あ
る
歴
史
・
文
化
、多
様
な
食
材
な
ど
全
国
に
誇
れ
る
「
本

物
」
の
素
材
、
南
に
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
の
地
理

的
優
位
性
、
我
が
国
の
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
な
ど
、
多

く
の
発
展
可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
県
勢
の
更
な
る

浮
揚
発
展
を
図
り
つ
つ
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
安
心
し
て
働

き
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
民
生
活
に

直
結
す
る
医
療
や
福
祉
、
介
護
、
教
育
な
ど
の
分
野
に
特
に
重
点

を
置
い
て
、
仕
事
、
生
活
、
絆
の
「
３
つ
の
安
心
」
を
実
現
す
る

た
め
の
取
組
等
の
方
向
性
を
示
し
た
「
か
ご
し
ま
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
施
策
を
進
め
、
県
民
の
暮
ら
し
の
安
定
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
時
代
の
状
況
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
中
長
期

的
な
観
点
か
ら
当
県
の
あ
る
べ
き
姿
や
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し

た
「
か
ご
し
ま
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
き
、

21
世
紀
の
新
た
な
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
県
民
が
郷

土
に
夢
と
誇
り
を
持
ち
生
涯
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
「
力

み
な
ぎ
る
・
か
ご
し
ま
」、「
日
本
一
の
く
ら
し
先
進
県
」
の
実
現

に
向
け
て
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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企業との連携協定で地域活性化

連携協定書に署名し、握手を交わす松田知己美郷町
長（左）と日航の上川裕秀取締役専務執行役員
 ● 秋田県美郷町（p12-13）

軽井沢町観光案内所の「信州・手ぶら便」受付カウンター。
旅行者はここで荷物を預け、手ぶらで観光が楽しめる
 ● 長野県（p18-19）

包括連携協定調印式での高橋はるみ北海道知事（左）
と亀井忠雄・三省堂書店社長
 ● 北海道（p8-9）

岩手県とサイバーエージェントの協定締結時の記者会見の様子。左から
千葉茂樹・同県副知事、タレントの福田萌さん、小池政秀・同社取締役ら
 ● 岩手県（p10-11）

連携協定を締結した横浜市の林文子市長（右）と伊藤
園の本庄周介取締役副社長
 ● 横浜市（p14-15）

甘草栽培等に関する協定を締結。左から高須賀佳人新日
本医薬社長、後藤孝洋新日本製薬社長、田辺篤甲州市長
 ● 山梨県甲州市（p16-17）
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高齢者見守り活動協定の覚書を交換する中村悦雄・京
丹後市健康長寿福祉部長（右）と京都生協の責任者
 ● 京都府京丹後市（p22-23）

阿蘇くまもと空港内に設置されたデジタルサイネージ。
空港から県内各所への交通情報などが表示される
 ● 熊本県（p28-29）

連携協定の調印式に出席した吉本興業㈱代表取締役会
長・吉野伊佐男氏（左）と谷畑英吾湖南市長
 ● 滋賀県湖南市（p20-21）

カゴメ株式会社との協定締結式の様子。湯﨑英彦広島
県知事（左）と西秀訓・同社社長
 ● 広島県（p24-25）

包括連携協定締結式での王貞治・福岡ソフトバンクホークス株
式会社取締役会長（左）と髙島宗一郎福岡市長の記念対談の様子
 ● 福岡市（p26-27）
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地
域
活
性
化
連
携
協
定

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
は
２
０
０
４
年
以
来
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
で
も
２
０
０
７
年
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
40
以
上
の
府

県
と
地
域
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
自
治
体
が

コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
や
ス
ー
パ
ー
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
す
る
目
的
と
し
て
は
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
県

民
生
活
の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
協
働
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

①
地
産
・
地
消
の
推
進
及
び
県
産
農
林
水
産
物
・
加
工

品
等
の
開
発
・
販
売
、
②
県
政
情
報
の
発
信
、
③
食
育
、

④
子
ど
も
・
青
少
年
育
成
、
⑤
高
齢
者
等
支
援
、
⑥
観
光

振
興
、
⑦
地
域
や
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
及
び
災
害
対
策

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
協
定
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
後
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
と
の
連
携
協
定
を
締
結
す
る
自
治
体
も
増
加
し

て
き
て
い
る
。
例
え
ば
北
海
道
で
は
、伊
藤
忠
商
事
、サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
、
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
、
楽
天
、
日
本
ハ
ム
、

A
irD
o

、
三
省
堂
書
店
な
ど
と
も
包
括
連
携
協
定
を
結
ん

で
き
て
い
る
。

　

本
号
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
11
事
例
は
、
過
去
2
年

以
内
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
地

域
活
性
化
の
た
め
の
何
ら
か
の
協
働
が
盛
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
地
域
活
性
化
連
携
協
定
と

は
、「
住
民
生
活
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
自
治
体
と

民
間
企
業
と
が
『
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
協
働
の
取
り

組
み
』
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
す
る
包
括

的
な
連
携
協
定
」と
定
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

自
治
体
行
政
と
企
業

　

従
来
、
自
治
体
は
公
共
性
・
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
特

定
企
業
と
の
協
力
関
係
を
締
結
す
る
こ
と
は
限
定
的
で

あ
っ
た
。協
力
関
係
を
締
結
し
よ
う
と
し
て
も
、「
入
札
は
」

と
か
「
財
務
規
則
上
」
と
い
っ
た
手
続
き
に
つ
い
て
の
ク

レ
ー
ム
が
統
括
部
局
等
か
ら
入
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
災
害
時
の
協
力
等
を
端
緒
と
し
て
、
多
く
の

自
治
体
が
産
業
振
興
や
観
光
情
報
発
信
、
地
産
地
消
の
推

進
等
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
の
包
括
協
定
を
民
間
企
業

と
締
結
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
背
景
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

高
齢
化
の
ま
す
ま
す
の
進
展
、
企
業
の
海
外
移
転
、
消

費
減
少
、
雇
用
環
境
の
悪
化
な
ど
、
行
政
が
抱
え
る
課
題

は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
る
。
限
界
集
落
、
無
縁
社
会

な
ど
、
都
市
、
地
方
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な
課
題

も
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
ど
う
対
処

す
べ
き
か
。

　

伝
統
的
な
官
民
の
役
割
分
担
論
が
あ
る
。
行
政
は
、
許
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企業との連携協定で地域活性化

認
可
や
規
制
を
行
い
、
補
助
金
を
出
し
、
教
育
や
福
祉
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
が
「
シ
ゴ
ト
」
で
あ
る
。

商
品
を
作
っ
た
り
、
こ
れ
を
売
り
込
ん
だ
り
す
る
「
ビ
ジ

ネ
ス
」
は
民
間
企
業
だ
け
が
行
う
も
の
だ
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
長
年
月
に
わ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
、

行
政
マ
ン
も
住
民
も
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
が
、
こ
う
し
た

伝
統
的
な
官
民
の
分
担
論
か
ら
脱
却
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

自
治
体
を
は
じ
め
広
く
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
の
解
決
で
あ
る
。「
住
民
や

民
間
企
業
と
一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
や
社
会
の
活
力
を
生

み
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
」
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
行
政
手
法
や
ス
タ
イ
ル

を
革
新
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

官
（
行
政
）
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
、人
材
、

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
民
間
企
業
の
手
法

や
経
営
資
源
と
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
官
民
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
り
出
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
1
回
限
り
の
業
務
委
託
で
終

わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
の
エ
ン

ジ
ン
と
し
て
、
行
政
と
ビ
ジ
ネ
ス
と
のW

in-W
in

の
永

続
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
行
政
に

は
、
そ
う
し
た
新
し
い
役
割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
、
今
後
の
行
政
の
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
（「
行
政
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ぼ
う
）。

　

民
間
企
業
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
形
で
の
公
共
空
間
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
。
公
共
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

と
い
う
と
き
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
企
業
の
社
会
的

責
任
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
あ
ろ
う
。
地
域
活
性
化
連
携
も
企
業
の

Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
あ
る
と
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
事
の
本
質
を
射
て
い
な
い
。

　

民
間
企
業
は
行
政
と
の
関
係
で
、
原
則
と
し
て
通
常
の

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
で
行
う
こ
と
を
考
え
る
。
社
会
貢
献
的

要
素
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
と

し
て
、
少
な
く
と
も
最
終
的
に
は
収
益
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
が
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
エ

ン
ジ
ン
に
す
る
と
い
う
点
を
行
政
の
側
も
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。

行
政
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
イ
ル

　

一
般
に
行
政
に
お
い
て
は
、
許
認
可
や
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
、
あ
る
い
は
補
助
金
交
付
な
ど
と
並
ん
で
、「
何
か
を

注
文
し
て
対
価
を
払
う
」
の
が
仕
事
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
い
。
工
事
請
負
で
あ
っ
た
り
、
公
金
を
支
払
っ
て

資
材
や
サ
ー
ビ
ス
を
事
業
者
か
ら
調
達
し
た
り
す
る
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
れ
を
「
発
注
行
政
」
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
売
り
出
す
と
い
う
仕
事
で
あ
っ
て

も
、
通
常
、
そ
の
手
法
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
雇
っ
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
会
社
に
委
託
し
た
り
す
る
。
チ
ラ
シ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
印
刷
業
者
に
発
注
し
た
り
、
雑
誌
や
テ
レ

ビ
に
有
料
広
告
を
出
し
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
予

算
を
使
っ
て
発
注
を
し
て
い
る
。
民
間
企
業
の
側
も
、
担

当
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
営
業
活
動
や
入
札
へ
の
参
加
を
通
じ

て
、
発
注
を
受
け
る
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
行
政
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
行
政
ビ
ジ
ネ
ス
の
考
え
方
は
、「
発
注
行
政
」

か
ら
の
転
換
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
公
金
を
使
っ

て
仕
事
を
注
文
す
る
の
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で
資

金
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
考
え
方
だ
。

　

企
業
の
側
で
も
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
転
換
す

る
必
要
が
あ
る
。
行
政
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
こ

う
い
う
仕
事
を
請
け
負
え
ま
す
」「
こ
う
い
う
商
品
が
あ

り
ま
す
」で
は
な
く
な
る
。「
一
緒
に
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
り
た
い
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
し
て
く
れ
」、

「
こ
の
新
商
品
を
全
国
に
売
り
込
み
た
い
の
だ
が
一
緒
に

宣
伝
、
営
業
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

展
示
会
で
賞
を
と
り
た
い
」、
へ
と
変
わ
る
の
で
あ
る
。

　

目
指
す
べ
き
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
役
所
の
中
に
あ
る
の
で

は
な
い
。
地
域
の
中
に
、
全
国
に
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

に
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
行
政
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
し

て
、「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
営
業
」
が
あ
る
。
従
来
は
、
行
政

も
対
価
を
払
っ
て
「
広
告
」
を
打
つ
、
と
い
う
の
が
定
番

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
行
政
ビ
ジ
ネ
ス
は
、「
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
」を
重
視
す
る
。パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
は
、「
メ
デ
ィ

ア
に
対
し
て
情
報
提
供
を
し
て
無
償
で
記
事
を
書
い
て
も

ら
う
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
」

で
あ
る
。
資
料
や
写
真
の
提
供
、
取
材
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
行
い
、
記
事
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
第
三

者
が
無
償
で
紹
介
、
評
価
す
る
が
故
に
情
報
の
価
値
が
高

い
。
公
費
を
使
わ
な
い
で
や
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
営
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
雑
誌
を
発
行

し
て
い
る
出
版
社
（
編
集
担
当
）、
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
番

組
製
作
会
社
な
ど
で
あ
る
。
出
版
社
な
ど
の
興
味
、
関
心

が
ど
こ
か
、
そ
の
上
で
素
材
の
お
も
し
ろ
さ
を
い
か
に
訴

え
る
か
が
、
営
業
の
成
否
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

具
体
的
な
行
政
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、「
企

業
コ
ラ
ボ
営
業
」
も
あ
げ
ら
れ
る
。
企
業
に
対
し
て
コ
ラ
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ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を
提
案
す
る
の
が
企
業
コ
ラ
ボ
「
営

業
」
だ
。
企
業
に
対
し
て
は
、
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で

地
域
の
素
材
を
活
用
し
た
り
、
必
要
な
経
営
資
源
を
地
域

か
ら
調
達
し
た
り
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な

る
。
企
業
活
動
は
幅
広
く
、
商
品
開
発
や
販
売
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
、
広
告
・
宣
伝
、
番
組
ス
ポ
ン
サ
ー
、
社
員

の
福
利
厚
生
、
リ
ク
ル
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

そ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
利
益
を
ど
の
よ
う
に
提
案
で
き

る
か
が
行
政
側
か
ら
の
働
き
か
け
（
行
政
営
業
）
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。

　

一
方
で
、
企
業
と
一
緒
に
な
っ
て
商
品
開
発
や
販
売
、

宣
伝
活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
地
元
の
中
小
企
業
支
援

が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
一
緒
に
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
と
こ

ろ
へ
出
向
い
て
商
品
の
売
り
込
み
を
す
る
こ
と
も
、
行
政

ビ
ジ
ネ
ス
の
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
特
集
号
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
企
業
と
の
連
携
に

よ
る
「
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
」
は
、
企
業
コ
ラ
ボ

営
業
等
を
よ
り
幅
広
く
企
業
と
の
間
で
締
結
す
る
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。

公
私
融
合

　

社
会
の
変
化
に
よ
り
公
と
私
は
そ
の
境
界
と
領
域
を
変

え
て
き
て
い
る
。
行
政
が
、
個
別
の
企
業
と
連
携
協
定
を

結
ん
だ
り
、
企
業
の
商
品
を
一
緒
に
売
り
込
ん
だ
り
、
行

政
と
企
業
が
一
緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
た
り
す
る
と
い
う
の

は
、
新
し
い
行
政
ス
タ
イ
ル
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

行
政
は
、
公
的
な
目
的
、
例
え
ば
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

発
信
、
観
光
誘
客
、
地
域
産
品
の
販
路
拡
大
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
存
続
な
ど
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
民
間
企
業

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
利

益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
両
者
が
、
ノ
ウ
ハ

ウ
、
資
金
、
人
材
な
ど
を
出

し
合
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
立
す
れ
ば
、
投
資
の
循
環

と
消
費
や
雇
用
が
生
ま
れ
、

そ
の
こ
と
自
体
が
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
課
題
を
解
決
し
、

地
域
の
活
力
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

地
域
活
性
化
包
括
連
携
協

定
の
急
増
は
、
こ
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
行
政
と

ビ
ジ
ネ
ス
の
双
方
の
認
識
が

高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
は
、
公
私

の
二
元
論
に
こ
だ
わ
る
の
で

は
な
く
、
公
私
の
融
合
を
試

み
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
民
の
担
う
公
共
」
と
か
「
新

し
い
公
共
」
と
い
う
考
え
方

も
、
こ
の
融
合
の
中
で
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
に

示
す
と
、
図
表
１
の
よ
う
に

表
さ
れ
得
る
。

　

公
と
私
の
領
域
の
融
合
、

そ
れ
を
誰
が
担
う
の
か
と
い

62013・7月号

図表１　行政と民間の関係（概念図）

資料出典：稲継裕昭・山田賢一『行政ビジネス』（東洋経済新報社）
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企業との連携協定で地域活性化

う
官
と
民
の
融
合
、
そ
こ
に
適
用
さ
れ
る
公
共
の
原
理
と

市
場
の
原
理
の
融
合
、
こ
の
三
者
が
同
時
に
起
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
個
別
の
課
題
ご
と
に
柔
軟
に
組

み
合
わ
せ
る
。
そ
れ
が
、
地
域
あ
る
い
は
社
会
の
活
力
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

図
の
意
味
合
い
を
、
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
お
こ
う
。

従
来
の
考
え
方
で
は
、
私
的
領
域
は
、
市
場
の
原
理
で
、

企
業
な
ど
の
民
間
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
。
こ
れ
に

対
し
、
公
的
領
域
は
、
法
律
に
基
づ
く
公
共
の
原
理
で
、

国
や
自
治
体
と
い
う
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
担
う
。

　

こ
こ
で
、
官
か
ら
民
へ
と
い
っ
た
考
え
方
や
行
政
へ
の

民
間
手
法
の
導
入
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
の
低
減
と
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
同
時
に
目
指
そ
う
と
い
う
考
え
方
が
出
て

く
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
ニ
ュ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
施
設
の
運
営
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
民
間
に
「
委
ね
る
」
と
い
う
考
え
方
が
一
つ

で
あ
る
。
こ
の
「
委
ね
る
」
と
い
う
の
は
け
っ
こ
う
曖
昧

で
あ
る
。

　

最
も
徹
底
し
て
「
委
ね
る
」
と
い
う
の
は
、
図
の
左
側

の
矢
印
で
示
し
た
よ
う
に
、
行
政
と
し
て
の
「
業
務
の
廃

止
」
と
か
「
施
設
の
民
間
移
譲
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
業
務

分
野
は
公
的
領
域
か
ら
離
れ
私
的
領
域
に
移
る
。
民
間
企

業
が
担
い
、
市
場
の
原
理
で
運
営
さ
れ
る
。
市
場
で
負
け

れ
ば
、
そ
の
分
野
の
仕
事
は
な
く
な
る
。
施
設
が
廃
止
さ

れ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
消
滅
し
た
り
す
る
。
そ
れ
で
も
い

い
の
だ
と
い
う
判
断
が
前
提
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
委
ね

る
Ａ
」
と
呼
ん
で
お
く
。

　

他
方
で
、「
委
ね
る
Ｂ
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま

で
も
公
的
領
域
の
仕
事
と
位
置
付
け
な
が
ら
、
市
場
の
原

理
に
基
づ
い
て
民
間
企
業
を
選
定
し
、
そ
の
企
業
に
民
間

手
法
も
生
か
し
な
が
ら
仕
事
を
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
公
的
領
域
で
あ
る
か
ら
、
責
任
は

行
政
に
あ
り
、公
費
を
使
う
。
料
金
収
入
も
本
質
的
に
は
、

公
的
な
歳
入
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
か
な
り
古
く
か
ら

あ
り
、
徐
々
に
そ
の
範
囲
を
広
げ
て
い
る
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
市
場
化
テ
ス
ト
や
指

定
管
理
者
制
度
も
こ
の
類
型
に
入
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
私
融
合
は
、
図
の
右
の
ゾ
ー
ン
「
公
私

の
融
合
（
今
後
）」
へ
移
る
。
公
的
領
域
を
、
た
と
え
ば

民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
担
う
。そ
こ
は
、

公
共
の
原
理
と
市
場
の
ル
ー
ル
の
両
者
に
よ
っ
て
規
律
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
で
、行
政
が
私
的
領
域
に
お
い
て
、自
ら
が
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
な
る
。
大
統
領
や
首
相
が
国
家
営
業
と
し
て
新
幹

線
を
他
国
に
セ
ー
ル
ス
に
行
っ
た
り
、
自
治
体
が
水
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
た
り
す
る
例
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ゲ
ー

ム
の
ル
ー
ル
は
市
場
の
原
理
だ
が
、
行
政
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
公
共
の
原
理
か
ら
も
自
由
で
は
な
い
。
公
務
員
の
身

分
に
か
か
わ
る
も
の
、
公
金
支
出
の
手
順
な
ど
は
、
あ
る

程
度
自
由
度
を
増
す
必
要
は
あ
る
が
、
公
正
さ
や
透
明
性

な
ど
が
要
求
さ
れ
る
仕
組
み
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
行
政
が
民
間
領
域
で
企
業
な
ど
と

と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
力

を
生
み
出
す
公
益
目
的
を
実
現
す
る
と
い
う
手
法
は
、
公

私
の
融
合
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
有
効
に
機
能
す
る
。

地
域
活
性
化
連
携
協
定
の
今
後

　

今
後
、
地
域
活
性
化
連
携
協
定
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
拡
大
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
民
間
企
業
と
の

包
括
協
定
等
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
今
後
、
自
治
体

と
企
業
が
、
中
長
期
的
な
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
る
か
ど

う
か
が
、
キ
ー
と
な
っ
て
く
る
。
単
発
的
に
一
回
限
り
で

終
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
中
長
期
的
な
継
続
性
が

求
め
ら
れ
る
。
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、W

in-W
in

の
関
係
が
作
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
永
続
的
な
も
の
と
も
な

り
得
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
自
治
体
が
単
に
企
業
側
を
利
用
し
て
い
る
だ
け

に
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
熱
が
冷
め
た
こ
ろ
に
企
業

の
側
は
次
第
に
手
を
引
い
て
い
く
こ
と
も
大
い
に
考
え
ら

れ
る
。
企
業
の
存
立
目
的
は
利
潤
追
求
で
あ
り
、
そ
れ
に

貢
献
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
自
治
体
の
最
終
目
的
は
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
で
あ
る
（
地
方
自
治
法
1
条
の
２
「
住
民
福
祉
の

増
進
」）。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

コ
ラ
ボ
し
て
、
互
い
に
利
益
が
享
受
で
き
る
関
係
を
い
か

に
構
築
で
き
る
か
が
も
っ
と
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
個
別

の
課
題
ご
と
に
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、地
域
課
題
を
解
決
し
、

地
域
の
活
性
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

〇 
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北
海
道
が
進
め
る
民
間
企
業
等
と
の
協
働

　

北
海
道
が
進
め
る
、
民
間
企
業
等
と
の
協
働
は
、
多
様

化
す
る
地
域
住
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
、

道
財
政
の
厳
し
さ
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
社
会
貢
献
）
活
動

へ
の
意
識
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
平
成
18
年
に
民
間

企
業
の
活
力
を
活
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

道
の
支
出
を
伴
わ
な
い
ゼ
ロ
予
算
事
業
で
あ
る
こ
と
を
原

則
と
し
、
民
間
企
業
や
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
か
ら
協
働

に
関
す
る
提
案
を
受
け
て
事
業
化
す
る
と
い
う
現
行
制
度

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

事
業
実
施
要
領
に
は
、
協
働
が
可
能
な
様
々
な
分
野
を

例
示
す
る
な
ど
、
民
間
企
業
等
が
提
案
し
や
す
い
仕
組
み

と
し
て
お
り
、複
数
の
政
策
分
野
に
つ
い
て
、包
括
的
か
つ

継
続
的
に
協
働
し
て
事
業
を
進
め
る
企
業
と
は
「
包
括
連

携
協
定
」
を
締
結
し
、様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

書
店
が
な
く
な
っ
た
ま
ち
に

三
省
堂
書
店
を
誘
致

　

北
海
道
が
三
省
堂
書
店
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た

き
っ
か
け
は
、
北
海
道
北
西
部
の
中
心
都
市
で
あ
る
留
萌

市
か
ら
書
店
が
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

留
萌
市
は
、
人
口
約
２
万
４
千
人
の
過
疎
化
が
進
行
し

て
い
る
ま
ち
で
は
あ
る
が
、水
産
加
工
を
基
幹
産
業
と
し
、

国
の
重
要
港
湾
を
核
と
し
て
発
展
を
続
け
て
き
た
北
海
道

を
代
表
す
る
拠
点
市
の
一
つ
で
あ
り
、
北
海
道
を
14
の
行

政
区
域
に
分
割
し
て
管
轄
す
る
道
の
出
先
機
関
で
あ
る
留

萌
振
興
局
が
置
か
れ
る
な
ど
、
官
公
庁
の
出
先
機
関
や
民

間
企
業
の
支
店
な
ど
が
数
多
く
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
留
萌
市
か
ら
、
平
成
22
年
12
月
に
市
内
で
長
年
営

業
を
行
っ
て
き
た
地
元
書
店
が
販
売
不
振
等
を
理
由
に
閉

店
し
、
小
・
中
学
校
９
校
、
高
等
学
校
２
校
を
抱
え
る
市

内
、
商
圏
区
域
４
万
人
と
い
わ
れ
る
地
域
か
ら
書
店
が
な

く
な
る
と
い
う
非
常
事
態
が
発
生
し
た
。
折
し
も
受
験

シ
ー
ズ
ン
、
学
習
参
考
書
や
文
房
具
な
ど
を
必
要
と
す
る

新
年
度
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
児
童
・
生
徒
を

抱
え
る
市
民
を
中
心
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
好
き
の
主
婦
た
ち
が
結
成
し
た
市

民
グ
ル
ー
プ
「
三
省
堂
書
店
を
留
萌
に
呼
び
隊
」
の
要
請

な
ど
も
あ
っ
て
、
留
萌
振
興
局
や
留
萌
市
な
ど
が
、
三
省

堂
書
店
の
誘
致
活
動
を
行
い
、
市
民
グ
ル
ー
プ
も
同
書
店

誘
致
の
署
名
を
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
員
を
集
め
る
と

い
っ
た
手
法
で
実
施
す
る
な
ど
、
官
民
挙
げ
た
取
り
組
み

の
結
果
、
平
成
23
年
７
月
24
日
、
大
手
書
店
の
出
店
基
準

と
さ
れ
て
い
る
人
口
圏
域
30
万
人
の
10
分
の
１
に
も
満
た

な
い
留
萌
市
に
三
省
堂
書
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ま
ず
振
興
局
が
連
携
協
定
、

市
民
が
三
省
堂
書
店
を
支
援

　

こ
れ
を
契
機
に
、
地
域
振
興
や
産
業
・
経
済
の
活
性
化
、

活
字
文
化
の
推
進
な
ど
に
互
い
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
、
ま
ず
留
萌
振
興
局
が
三
省
堂
書
店
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、
全
国
の
店
舗
や
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
等
を

活
用
し
た
留
萌
地
域
の
食
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
様
々
な

情
報
発
信
を
行
っ
た
。

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
広
報
広
聴
課

広
報
企
画
グ
ル
ー
プ 

主
査

　

●　

大
須
賀
康
高

三
省
堂
書
店
と
連
携
、北
海
道
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

―
書
店
の
な
く
な
っ
た
街
へ
の
出
店
が
契
機
に―

1
北
海
道

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

「三省堂書店を留萌に呼び隊」から同書店関係者に要請書を提出
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特集 企業との連携協定で地域活性化

　

ま
た
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
三
省
堂
書
店
を
留
萌
に
呼
び

隊
」
は
同
書
店
の
開
店
後
に
「
三
省
堂
書
店
を
応
援
し
隊
」

と
改
名
し
て
、
そ
の
後
も
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
員
を
募
り

続
け
、
開
店
１
年
後
に
は
、
留
萌
市
の
人
口
の
ほ
ぼ
半
分

に
の
ぼ
る
会
員
を
集
め
、
さ
ら
に
は
、
市
立
病
院
や
市
内

商
業
施
設
で
の
出
張
販
売
、
店
舗
内
で
の
子
ど
も
向
け
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
、
三
省
堂
書
店
の
運
営
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
広
が
り
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　
「
ま
ち
の
本
屋
」
の
閉
店
は
、
多
く
の
地
域
で
共
通
す

る
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
留
萌
市
で
の
事
例
は
、
大
手
企

業
の
地
方
出
店
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
協
定
締
結
に
よ
る
行
政
と
企
業
の
連
携
事
業
や
市
民

グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
通
じ
て
、企
業
が
地
域
を
盛
り
上
げ
、

地
域
が
企
業
を
支
え
る
と
い
う
、
新
し
い
地
域
活
性
化
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

全
道
に
協
定
拡
大
、

北
海
道
の
魅
力
を
全
国
に

　

留
萌
振
興
局
と
の
協
定
締
結
後
、
行
政
や
市
民
グ
ル
ー

プ
と
連
携
し
た
様
々
な
取
り
組
み
に
お
い
て
成
果
を
上
げ

て
い
た
三
省
堂
書
店
か
ら
、
翌
年
に
は
、
そ
の
活
動
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
す
る
提
案
が
北
海
道
に
あ
り
、
留
萌
以

外
で
は
札
幌
、
旭
川
、
函
館
と
道
内
主
要
都
市
に
店
舗
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
も
含
め
た
全
国
の
店
舗
の
活
用

や
書
店
と
し
て
取
り
組
め
る
内
容
に
つ
い
て
両
者
で
検
討

を
進
め
、
平
成
24
年
6
月
に
協
定
を
拡
大
し
、
北
海
道
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

協
定
は
、「
北
海
道
の
魅
力
発
信
」、「
地
域
の
文
化
や

人
づ
く
り
」、「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
の
３
項

目
か
ら
成
っ
て
お
り
、「
北
海
道
の
魅
力
発
信
」
で
は
、

北
海
道
の
観
光
や
食
に
つ
い
て
、
道
内
外
の
店
舗
を
活
用

し
て
情
報
発
信
。
例
え
ば
、
礼
文
島
を
中
心
に
撮
影
が
行

わ
れ
た
吉
永
小
百
合
さ
ん
主
演
の「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」

の
公
開
時
に
は
、
各
店
舗
に
お
い
て
、
映
画
の
原
作
の
ほ

か
、
礼
文
島
や
北
海
道
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
コ
ー
ナ
ー
化
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
の
文
化
や
人
づ
く
り
」
で
は
、
道
が
実

施
す
る
読
書
を
推
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
や
、
子
育

て
支
援
団
体
へ
の
絵
本
の
寄
贈
等
も
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
で
は
、
道
内
の
地

場
の
書
店
に
対
し
て
、
書
籍
の
仕
入
れ
や
売
り
場
の
ア
レ

ン
ジ
な
ど
の
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
を
通
し
て
、
様
々
な
協
働
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
行
政
だ
け
で
実
施
す

る
に
は
難
し
か
っ
た
新
た
な
分
野
に
お
い
て
、
北
海
道
の

活
性
化
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

道
民
の
た
め
に
な
る
連
携
を

　

書
店
が
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
ま
ち
に
、
前
代
未
聞
の
出

店
を
決
め
た
三
省
堂
書
店
。
道
内
店
舗
を
統
括
す
る
吉
田

隆
紀
理
事
は
こ
う
語
る
。

　
「
全
国
的
に
も
書
籍
の
売
り
上
げ
が
鈍
化
し
書
店
経
営

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
店
長
は
じ
め
店
舗
の
努
力

も
あ
り
、
地
域
密
着
型
の
書
店
と
し
て
経
営
的
に
も
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
地
域
の
方
々
の
熱
意

と
協
力
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
」

　

北
海
道
が
進
め
る
民
間
企
業
等
と
の
協
働
は
、
制
度
化

か
ら
7
年
が
経
ち
、
現
在
で
は
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
た
企
業
は
24
企
業
・
グ
ル
ー
プ
に
ま

で
増
え
て
い
る
。

　

企
業
の
業
種
は
様
々
で
あ
る
が
、
自
治
体
が

企
業
や
団
体
と
知
恵
を
出
し
合
い
協
働
す
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
社
会
貢
献
が
生
ま
れ
る
。

そ
れ
を
、
う
ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、
道

民
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
企
業
と
の
連
携
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

「三省堂書店を応援し隊」によるボランティアの読み聞かせ

映画「北のカナリアたち」公開に合わ
せたブックフェアではロケ地マップや
観光パンフレットを配布
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い
わ
て
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

岩
手
県
は
、
平
成
24
年
９
月
に
「
い
わ
て
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、「
い
わ
て

デ
ジ
コ
ン
」
と
い
う
）」
を
設
立
し
、
県
内
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
育
成
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
県
内
産
学
官
の
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野
の
関
係
者
の

連
携
に
よ
り
、「
人
材
育
成
」「
事
業
化
支
援
」「
地
域
づ

く
り
戦
略
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
岩
手
県
と
は
、
に
わ
か
に
結

び
つ
か
な
い
組
み
合
わ
せ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
方
も
多
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
本
県
に
お
い
て
も
同
分
野
に
関
連
す

る
教
育
機
関
が
一
定
数
存
在
し
、
毎
年
多
く
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

卒
業
生
の
概
ね
７
割
が
首
都
圏
な
ど
の
県
外
で
就
職
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
の
産
業
育
成
の
必
要
性

が
以
前
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
加
え
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
な
し
遂
げ
、
震
災
前
よ
り
も
一
層
活
力
の

あ
る
岩
手
を
実
現
す
る
た
め
、
人
口
の
社
会
減
の
大
き
な

要
因
で
あ
る
若
年
層
の
流
出
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
若
年
層
の
関
心
が
高
く
、
今
後
技
術
や
市
場
の

進
化
が
見
込
ま
れ
、
雇
用
創
出
に
も
つ
な
が
る
新
し
い
産

業
の
育
成
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト（
以
下
、「
Ｃ
Ａ
社
」

と
い
う
）
と
の
協
定
締
結
は
、こ
の
「
い
わ
て
デ
ジ
コ
ン
」

の
一
環
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
で
提
携
提
案

　

本
県
と
Ｃ
Ａ
社
と
が
交
流
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
い
わ
て
デ
ジ
コ
ン
の
関
係
で
訪
問
を
し
た
県
内
の

コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業
か
ら
の
紹
介
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
本
県
と
Ｃ
Ａ
社
と
の
間
で
連
携
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
中
で
Ｃ
Ａ
社
側
か
ら
、
同

社
が
運
営
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー

ム
「
天
下
統
一
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
に
お
い
て
本
県
と
提
携
し

た
ゲ
ー
ム
内
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
い
う
提
案
が
な

さ
れ
た
。

　

こ
の
「
天
下
統
一
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
は
、

全
国
47
都
道
府
県
の
中
か
ら
出
身
地
や
居
住
地
な
ど
愛
着

の
あ
る
県
を
選
び
、
個
性
豊
か
な
「
隊
士
」（
＝
カ
ー
ド
）

を
手
に
入
れ
、
同
じ
県
を
選
択
し
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
共
に

他
の
都
道
府
県
を
選
択
し
た
相
手
と
カ
ー
ド
に
よ
る
合
戦

等
を
行
い
つ
つ
、
47
都
道
府
県
の
中
で
１
位
を
目
指
す
と

い
う
内
容
の
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
施
策
の
中

で
は
あ
ま
り
取
り
組
ま
れ
た
事
例
が
な
い
分
野
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
と
も
に
急
速

に
拡
大
し
て
い
る
分
野
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来
の
〝
岩

手
フ
ァ
ン
〞
と
な
り
得
る
若
年
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
が
で
き
、
事
例
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
る
余
地
が
残
さ
れ

た
分
野
で
も
あ
る
。

　

Ｃ
Ａ
社
に
お
い
て
は
、こ
の
「
天
下
統
一
ク
ロ
ニ
ク
ル
」

と
い
う
ゲ
ー
ム
の
性
質
上
、
岩
手
に
限
定
し
た
も
の
で
は

な
く
、
全
国
の
自
治
体
と
連
携
し
た
展
開
を
模
索
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
折
り
し
も
本
県
で
は
「
い
わ

岩
手
県
政
策
地
域
部
政
策
推
進
室

サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

―
ゲ
ー
ム
「
天
下
統
一
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
で
連
携―

2
岩
手
県

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

「いわてデジコン」のシンボルマーク
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特集 企業との連携協定で地域活性化

て
デ
ジ
コ
ン
」
の
取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り
の
段
階
で

も
あ
り
、
対
外
的
に
は
ま
だ
ま
だ
知
名
度
が
低
い
こ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
、
よ
り
早
期
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
大
手

Ｉ
Ｔ
企
業
の
発
信
力
を
生
か
し
つ
つ
本
県
の
魅
力
発
信
を

行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
提
携
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

協
定
を
締
結

　

一
方
、
こ
の
提
携
に
際
し
て
、
本
県
が
最
も
懸
念
し
た

点
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ゲ
ー
ム
上
で
一
般
的
な
「
ア
イ
テ
ム
課
金
」
と
の
関
係

で
あ
る
。
元
々
「
ア
イ
テ
ム
課
金
」
は
行
わ
な
い
形
で
の

イ
ベ
ン
ト
実
施
と
し
て
提
案
を
受
け
て
い
た
が
、
ち
ょ
う

ど
消
費
者
庁
が
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
プ
リ
ー
ト
ガ
チ
ャ
」
は

景
品
表
示
法
に
抵
触
す
る
と
し
た
話
題
が
マ
ス
コ
ミ
等
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
間
も
な
い
時
期
で
も
あ
り
、
自
治
体
と

し
て
は
可
能
な
限
り
不
要
な
懸
念
を
抱
か
れ
な
い
よ
う
配

慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
取
り
組
み
を
対
外
的
に
ど
の
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
す
る
か
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
し
て
い
た
中
で

出
て
き
た
案
が
「
協
定
の
締
結
」
で
あ
っ
た
。
記
者
発
表

で
協
定
締
結
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
発

信
が
行
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
発
想
が
発
端
で

あ
っ
た
が
、
協
定
書
の
中
で
課
金
シ
ス
テ
ム
と
は
無
関
係

で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
り
前
述
の
懸
念
を
払
拭
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
Ｃ
Ａ
社
と
の
間
で
調
整

を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
う
し
て「
岩
手
県
×
サ
イ
バ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
『
天
下
統
一
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
」
が
誕
生
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

効
果
と
今
後
の
展
開

　

平
成
25
年
４
月
26
日
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
は
、
Ｃ

Ａ
社
の
広
報
部
門
と
連
携
し
て
本
県
出
身
タ
レ
ン
ト
の
福

田
萌
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
呼
ぶ
と
と
も
に
、
本
県
か
ら

は「
ミ
ス
さ
ん
さ
踊
り
」や
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
そ

ば
っ
ち
」を
登
場
さ
せ
る
な
ど
し
て
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
し
つ

つ
、ゲ
ー
ム
の
紹
介
と
協
定
締
結
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
「
い
わ
て
デ
ジ
コ
ン
」
のfacebook

ペ
ー
ジ
に
こ
の
記

者
会
見
の
様
子
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
の
10
倍
近
い

注
目
を
集
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
「
い
わ

て
デ
ジ
コ
ン
」
の
知
名
度
向
上
に
結
び
つ
い
た
か
ど
う
か

測
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
本
県
の
こ
の
種
の
取
り
組

み
に
対
す
る
良
い
意
味
で
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
県

外
に
向
け
て
広
く
示
す
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
天
下
統
一
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
ゲ
ー
ム
内
で
も

一
定
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
本
県
の
「
地
域
づ

く
り
戦
略
」
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
観
光
資
源

等
の
魅
力
発
信
に
も
一
役
買
え
た

の
で
は
な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。

全
国
的
に
知
名
度
の
高
い
Ｉ
Ｔ
企

業
と
の
協
働
に
よ
る
成
果
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

Ｃ
Ａ
社
と
は
こ
の
協
定
に
基
づ

き
、
今
後
も
何
ら
か
の
形
で
協
働

を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
調
整
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
も
活
用
し
な
が
ら
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
育
成

の
取
り
組
み
を
通
し
た
地
域
の
活

性
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

今回の企画で作成されたカードの一例（わんこきょうだい）

岩手県とサイバーエージェントの「天下統一クロニクル」
コラボレーションマーク
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観
光
資
源
は
湧
水
群
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園

　

秋
田
県
美
郷
町
は
、
平
成
16
年
11
月
１
日
に
２
町
１
村

の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。「
平
成
の
大
合
併
」
に

お
い
て
、
県
内
で
初
め
て
新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
の
は
美
郷
町
で
し
た
。

　

美
郷
町
は
、
秋
田
県
の
南
部
に
位
置
す
る
人
口
約
２
万

１
千
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
主
な
観
光
資
源
と
し
て
は
、

名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
湧
水
群
や
東
北
最
大
級
を

誇
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。湧
水（
清
水
）は
、

確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
町
内
に
１
２
６
カ
所
あ
り
、

こ
の
湧
水
を
活
用
し
た
サ
イ
ダ
ー
や
炭
酸
水
も
特
産
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
関
し
て
は
、
町

が
平
成
17
年
か
ら
育
成
を
手
が
け
て
き
た
白
い
ラ
ベ
ン

ダ
ー
「
美
郷
雪
華
（
み
さ
と
せ
っ
か
）」
が
、
今
年
２
月

に
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
町
が
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
Ｐ
Ｒ

し
、
誘
客
に
結
び
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
航
秋
田
支
店
長
の
訪
問
が
き
っ
か
け
に

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
人
口
２
万
人
規
模
の
当
町
が
、
グ

ル
ー
プ
企
業
を
加
え
る
と
社
員
３
万
人
を
超
え
る
日
本
の

代
表
的
企
業
で
あ
る
日
本
航
空
株
式
会
社
と
連
携
協
力
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

出
会
い
は
、
昨
年
、
当
町
の
出
身
で
も
あ
る
日
本
航
空

の
秋
田
支
店
長
が
松
田
知
己
町
長
を
訪
問
し
た
時
に
遡
り

ま
す
。
町
が
取
り
組
む
水
環
境
保
全
活
動
に
話
が
及
ん
だ

と
こ
ろ
、
日
本
航
空
で
も
「
き
れ
い
な
空
気
と
水
を
守
る

環
境
活
動
」
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
両
者
の

環
境
活
動
に
対
す
る
理
念
が
一
致
を
見
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
民
間
企
業
と
の
連
携
を
推
進
す
る
町
長
の
提
案
を

受
け
止
め
た
支
店
長
が
、
本
社
に
対
し
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
強
く
働
き
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

共
に
締
結
に
向
け
て
幾
度
と
な
く
協
議
を
重
ね
、
環
境

保
全
活
動
の
推
進
を
大
き
な
柱
と
し
な
が
ら
、
日
本
航
空

の
利
用
促
進
や
美
郷
町
へ
の
誘
客
、
交
流
人
口
の
拡
大
な

ど
、
双
方
の
発
展
に
つ
な
が
る
協
定
と
な
る
よ
う
調
整
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
今
年
４
月
４
日
「
日
本
航
空
株
式
会

社
と
美
郷
町
と
の
連
携
協
力
協
定
」
の
締
結
式
が
当
町
に

美
郷
町
商
工
観
光
交
流
課
観
光
班 

班
長　

●　

出
雲
憲
司

日
本
航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）と
連
携
協
力
協
定
を
締
結

―
環
境
保
全
の
推
進
を
柱
に
、交
流
人
口
拡
大
も
期
待―

3
秋
田
県
美
郷
町

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

名水百選に選ばれている「六郷湧水群」のひとつ、「御台所（おだいどころ）
清水」。観光資源でありながら町民の生活用水でもある

白いラベンダーの美郷雪華（みさとせっか）。 
美郷町が保有するオリジナル品種だ
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特集 企業との連携協定で地域活性化

お
い
て
執
り
行
わ
れ
、日
本
航
空
株
式
会
社
の
上
川
裕
秀
・

取
締
役
専
務
執
行
役
員
と
松
田
町
長
が
協
定
書
に
署
名
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
式
で
、
松
田
町
長
は
「
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
町
全
体
の
活
性
化
を
進
め
て
い
る
中
で
、
こ
の
協

定
は
将
来
的
に
も
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
」
と
強

調
。
上
川
専
務
も
「
地
域
振
興
と
環
境
保
全
活
動
の
促
進

を
目
的
に
、
お
互
い
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
双

方
の
発
展
に
努
め
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

日
本
航
空
が
自
治
体
と
協
定
を
締
結
す
る
の
は
今
回
が

初
め
て
で
す
が
、協
定
の
目
的
や
連
携
事
業
案
な
ど
か
ら
、

当
町
と
の
協
定
締
結
が
日
本
航
空
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
の

効
果
を
も
た
ら
す
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

環
境
保
全
活
動
な
ど
多
彩
な
連
携
事
業

　

日
本
航
空
と
美
郷
町
は
、
今
年
度
に
お
い
て
、
協
定
の

柱
で
も
あ
る
環
境
保
全
活
動（
植
樹
や
清
水
の
清
掃
な
ど
）

の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
、
出
前
航
空
教
室
、
キ
ャ
ビ

ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ
る
マ
ナ
ー
研
修
、
町
主
催
イ
ベ
ン

ト
へ
の
日
本
航
空
社
員
の
参
加
な
ど
、
10
以
上
の
事
業
を

協
働
で
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
、
日
本
航
空
機
内
で
の
町

特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
空
港
で
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
展
示
、

日
本
航
空
の
利
用
促
進
に
向
け
た
啓
発
な
ど
、
相
互
の
Ｐ

Ｒ
活
動
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

日
本
航
空
社
員
と
美
郷
町
民
と
の
交
流
の
場
の
創
出
に
も

繋
が
り
、
互
い
の
魅
力
に
ふ
れ
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
言
う
ま
で
も
な
く
、最
も
重
要
な
の
は
「
継
続
」

で
す
。
交
流
の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
年
数
を
重
ね
る

ご
と
に
、
協
定
の
成
果
は
結
実
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

交
流
人
口
の
拡
大
で
町
の
活
性
化
を

　

美
郷
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
東
京
都
大
田
区
な
ど
の
自
治
体
の
ほ
か
、
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
秋
田
大
学
、
秋
田
県
立
大
学
、
国
際
教

養
大
学
と
い
っ
た
教
育
・
研
究
機
関
、
さ
ら
に
は
株
式
会

社
龍
角
散
や
東
京
生
薬
協
会
な
ど
の
民
間
企
業
・
団
体
と

の
交
流
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
こ
の
た
び
の
日
本
航
空
と
の
連
携
協
力
協
定

締
結
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

松
田
町
長
は
、「
定
住
人
口
が
減
少
す
る
中
、
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
町
内
外
で
の
人
や
物
の
動
き

を
活
発
化
さ
せ
、
町
勢
の
向
上
に
繋
げ
た
い
。
そ
し
て
多

様
な
交
流
の
中
に
新
た
な
展
開
の
可
能
性
を
生
み
出
し
た

い
。
結
果
的
に
そ
れ
は
、
町
民
の
美
郷
町
へ
の
誇
り
に
繋

が
り
、
そ
し
て
町
外
で
の
美
郷
町
の
認
知
度
向
上
に
も
繋

が
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

美
郷
町
の
想
い
と
美
郷
町
民
の
誇
り
を
乗
せ
、
２
０
１

３
年
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
翼
が
羽
ば
た
き
ま
す
。

連携協定締結の記念に日航の上川専務（右）からモデルプレーンを受け取る松田町長

美郷町との連携事業について抱負を語る日航の上川専務
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伊
藤
園
、
自
治
体
と
初
め
て
連
携
協
定

　

平
成
24
年
11
月
、横
浜
市
と
株
式
会
社
伊
藤
園
は
、キ
ャ

リ
ア
支
援
や
環
境
保
全
、
防
災
、
食
育
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
、相
互
に
連
携
を
強
化
し
、横
浜
に
お
け
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
「
地
域
活
性
化
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
園
は
こ
れ
ま
で
も
、
お
茶
を
通
じ
て
「
食
育
」
や

「
環
境
」
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
、横
浜
市
の
共
創
（
公
民
連
携
）
に
関
す
る
相
談
・

提
案
窓
口
で
あ
る
「
共
創
フ
ロ
ン
ト
」
に
、
横
浜
市
と
広

く
連
携
し
て
地
域
活
性
化
に
関
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
い
う
提
案
を
い
た
だ
き
、
自
治
体
（
横
浜
市
）

と
初
め
て
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
市
が
考
え
る
共
創
と
包
括
連
携
の
関

係
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
伊
藤
園
と
の
包
括

連
携
協
定
の
内
容
・
背
景
に
触
れ
な
が
ら
、
今
後
の
方
向

性
な
ど
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
浜
市
が
考
え
る
共
創
と
包
括
連
携

　

横
浜
市
で
は
、
企
業
等
の
民
間
の
方
々
と
対
話
を
し
、

互
い
に
知
恵
や
工
夫
を
出
し
あ
い
、
相
互
に
連
携
し
な
が

ら
「
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」
や
「
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
」、

「
横
浜
ら
し
い
地
域
活
性
化

の
推
進
」
な
ど
に
向
け
た
新

た
な
価
値
を
共
に
創
り
出
す

「
共
創
」
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
共
創
の
連
携
パ

タ
ー
ン
と
し
て
の
「
包
括
連

携
」
に
つ
い
て
は
、
民
間
企

業
と
の
連
携
を
強
化
し
継
続

的
な
も
の
に
す
る
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
捉
え
、

特
定
の
事
業
分
野
に
限
ら
な

い
広
範
囲
な
分
野
で
、
様
々
な
事
業
を
行
う
こ
と
を
通
じ

て
、
地
域
の
活
性
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す

取
り
組
み
と
位
置
づ
け
、
様
々
な
企
業
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
、多
く
の
事
業
を
生
み
出
す
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
園
以
外
の
主
な
包
括
連
携
協
定
の
例
は
次
の
通
り

で
す
。

◆
イ
オ
ン
株
式
会
社

◆ 

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
3
社
（
株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、

株
式
会
社
そ
ご
う
・
西
武
）

◆ 

横
浜
市
内
3
読
売
会
・
株
式
会
社
読
売
新
聞
東
京
本
社

販
売
局

※
協
定
内
容
な
ど
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 http://w
w
w
.city.yokoham

a.lg.jp/seisaku/
kyoso/archive/

横
浜
市
政
策
局
共
創
推
進
室
共
創
推
進
課　

●　

山
中　

研

「
共
創
」を
テ
ー
マ
に
伊
藤
園
と
包
括
連
携
協
定

―
キ
ャ
リ
ア
支
援
や
環
境
保
全
、ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
築
く―

4
横
浜
市

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

共創のイメージ図

共創フロントのイメージ
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特集 企業との連携協定で地域活性化

伊
藤
園
と
の
包
括
連
携
協
定
の
経
緯
と
内
容

　

も
と
も
と
伊
藤
園
と
横
浜
市
と
は
、
24
年
8
月
に
「
災

害
時
に
お
け
る
生
活
必
需
物
資
の
供
給
協
力
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
、災
害
時
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
包
括
連
携
は
、
災
害
時
の
協
力
を

超
え
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
広
範
な
連
携
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
狙
っ
た
提
案
で
す
。

　

こ
れ
は
、
伊
藤
園
と
し
て
初
め
て
の
自
治
体
と
の
包
括

的
な
連
携
で
も
あ
り
、
ま
た
横
浜
市
で
も
飲
料
メ
ー
カ
ー

と
い
う
初
め
て
の
業
種
と
の
連
携
と
い
う
こ
と
で
、
お
互

い
に
前
例
の
な
い
中
で
連
携
内
容
を
詰
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

提
案
を
い
た
だ
い
て
か
ら
は
、
伊
藤
園
と
横
浜
市
で
対

話
を
重
ね
、
双
方
の
興
味
・
関
心
や
思
惑
な
ど
を
き
ち
ん

と
把
握
し
、
そ
の
上
で
双
方
の
リ
ソ
ー
ス
を
洗
い
出
し
、

連
携
し
て
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
、
役
割
分
担
な

ど
を
整
理
し
て
、
連
携
分
野
や
実
施
す
る
事
業
な
ど
を
絞

り
込
ん
で
い
き
、
協
定
の
内
容
を
一
つ
一
つ
確
定
さ
せ
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
左
上
の
表
の
よ
う
な
内
容
を
定
め
、
24
年
11

月
に
、
伊
藤
園
副
社
長
、
市
長
同
席
で
「
地
域
活
性
化
に

関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
の
締
結
を
発
表
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

　

こ
う
し
た
協
定
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
事

業
者
と
自
治
体
がw

in-w
in

の
関
係
を
築
い
て
い
け
る
か

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
事
例
を
踏

ま
え
て
、
い
く
つ
か
重
要
な
点
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

（
１
）
対
等
な
対
話

　

自
治
体
職
員
は
、

つ
い
つ
い
民
間
事

業
者
に
対
し
て
「
上

か
ら
目
線
」
的
な
対

話
や
態
度
を
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
く
ま

で
も
相
手
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て

念
頭
に
置
き
、
か
つ

地
域
や
地
域
住
民

の
た
め
に
な
っ
て

い
る
か
、
行
政
目
的
に
か
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
な
が
ら
、
対
話
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
２
）
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

役
所
と
民
間
事
業
者
で
は
、
考
え
方
や
ス
ピ
ー
ド
感
な

ど
が
違
っ
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
認
識

し
た
上
で
、
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
前
向
き
に
相
互
の
考
え
を
擦
り

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
３
）
窓
口
の
一
本
化

　

包
括
連
携
協
定
の
場
合
、
そ
の
連
携
分
野
が
多
岐
に
わ

た
る
場
合
が
多
い
の
で
、
そ
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
側
も
民
間
事
業
者
側
も
窓
口
を
一
本
化
し
、
し
っ
か
り

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
話
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

今
後
の
展
開
と
ま
と
め

　

横
浜
市
で
は
、
包
括
連
携
に
つ
い
て
も
、
民
間
事
業
者

と
行
政
の
共
創
に
お
け
る
重
要
な
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
と
位

置
づ
け
、
様
々
な
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ま
と
積
極
的
に
関

係
構
築
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
た
び
伊
藤
園
と
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
協
定
に
つ

い
て
も
、
新
し
い
連
携
を
次
々
に
生
み
出
し
て
い
け
る
よ

う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
対
話
を
進
め
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
関
連
資
料

◆
横
浜
市
共
創
推
進
室w

eb

ペ
ー
ジ

　

 http://w
w
w
.city.yokoham

a.lg.jp/seisaku/
kyoso/

伊藤園との連携で実現した市民対象のお茶セミナー

＜伊藤園との協定の内容＞

連携分野 具体的な取組事例（実施するもの、検討するもの）
キャリア支援 ・ 若年無業者やひきこもり状態にいる若者たち、および障害

のある方の職業能力向上のための実習受け入れ
・ 市立小中学校でのマーケティング全般をテーマにしたキャ
リア教育プログラムの提供

環境保全 ・ 水源エコプロジェクト（W-eco-p）への参画による、水源
かん養林の整備への協力

・ 茶殻リサイクルシステムから誕生した「お茶入りベンチ」
の提供（公共施設へ100台）

防災 ・ 災害時用の、長期保管（２年間）できる野菜飲料の提供（２
万本）

食育 ・ お茶のいれ方や健康に関するセミナーの実施（市内公共施
設での実施やボランティア研修会など）

その他 ・ 伊藤園が独自に開発した茶殻リサイクルシステムをテーマ
にした伊藤園と市内中小企業との連携

・ 横浜市が実施する各種イベント、キャンペーン等への協力
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は
じ
め
に

　

甲
州
市
は
、
山
梨
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
甲
府
盆
地
の
東
端

に
位
置
す
る
。
中
央
本
線
、
中
央
自
動
車
道
勝
沼
Ｉ
Ｃ
な

ど
交
通
の
便
も
よ
く
、
武
田
信
玄
の
菩
提
寺
恵
林
寺
を
は

じ
め
と
す
る
武
田
家
ゆ
か
り
の
神
社
や
仏
閣
の
ほ
か
、
菅

田
天
神
社
の
楯
無
鎧
（
た
て
な
し
の
よ
ろ
い
）
や
大
善
寺

本
堂
な
ど
国
宝
を
筆
頭
に
数
多
く
の
文
化
財
を
有
し
て
い

る
。
ま
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
30
社
を
超
え
る
日
本
一
の
ワ
イ

ン
生
産
地
で
あ
り
、
ブ
ド
ウ
や
桃
な
ど
の
豊
富
な
果
樹
栽

培
を
中
心
と
し
た
農
業
と
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
に
育

ま
れ
て
い
る
。
日
本
百
名
山
の
一
つ
大
菩
薩
峠
へ
の
登
山

口
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

甘
草
栽
培
３
０
０
年
の
歴
史

　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
塩
山
駅
の
北
口
に
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
通
称
甘
草
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
「
旧
高
野
家

住
宅
」
が
あ
る
。
敷
地
内
で
は
、
現
在
も
僅
か
な
が
ら
薬

草
の
甘
草
が
自
生
し
て
い
る
。

　

こ
の
甘
草
の
歴
史
は
古
く
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
時

代
、
１
７
２
０
年
に
徳
川
幕
府
の
採
薬
使
で
あ
っ
た
丹
羽

正
伯
が
同
屋
敷
内
の
甘
草
を
検
分
し
、
そ
の
結
果
、
幕
府

御
用
と
し
て
栽
培
と
管
理
が
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
。

　

一
反
十
九
歩
の
甘
草
園
は
年
貢
諸
役
を
免
除
さ
れ
、
そ

の
後
、
高
野
家
が
栽
培
す
る
甘
草
は
、
幕
府
官
営
の
小
石

川
御
薬
園
で
栽
培
す
る
た
め
の
補

給
源
と
な
り
、
ま
た
薬
種
と
し
て

幕
府
へ
上
納
さ
れ
た
。

　

甘
草
は
重
要
な
植
物
で
、
国
内

で
は
平
安
時
代
に
常
陸
、
陸
奥
、

出
羽
国
か
ら
朝
廷
へ
の
献
上
品
に

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
栽
培
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
甲
州
と
秋
田

で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
中
国
か
ら

輸
入
し
た
も
の
と
同
等
で
立
派
だ

と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
国
内
の
栽
培
地
で
甘
草

が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
甘
草
屋
敷
だ
け
で
あ
り
、
日
本
の

甘
草
で
唯
一
栽
培
の
歴
史
が
わ
か
る
「
甲
州
甘
草
文
書
」

と
呼
ば
れ
る
古
文
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。

産
業
資
産
と
し
て
甘
草
の
活
用
を
検
討

　

市
で
は
、
以
前
か
ら
生
き
た
文
化
財
と
も
言
え
る
「
甘

草
」
を
、
単
な
る
産
業
振
興
策
で
は
な
く
、
甘
草
に
関
す

る
歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
た
産
業
資
産
と
し
て
、
後
世

に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

　

旧
高
野
家
住
宅
整
備
の
折
に
も
、
当
時
大
阪
薬
科
大
学

の
教
授
で
あ
っ
た
草
野
源
次
郎
先
生
か
ら
、
甘
草
屋
敷
由

来
の
甘
草
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
甘

草
屋
敷
由
来
の
甘
草
を
本
格
的
に
栽
培
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
研
究
を
進
め
た
製
薬

会
社
か
ら
、
栽
培
が
難
し
い
状
況
と
の
報
告
を
受
け
、
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

甲
州
市
産
業
振
興
課
長　

●　

中
村
正
樹

ま
ち
の
文
化
資
産「
甘
草
」で
地
域
お
こ
し

―
製
薬
会
社
と
連
携
、
栽
培
と
商
品
化
を
促
進―

5
山
梨
県
甲
州
市

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

JR塩山駅北口前に優雅にたたずむ「甘草屋敷」

春に芽を出す甘草の葉。根の部分が薬用などに利用される

016-017　事例５.indd   16016-017　事例５.indd   16 2013/06/12   14:35:362013/06/12   14:35:36



2013・7月号17

特集 企業との連携協定で地域活性化

新
日
本
製
薬
が
栽
培
技
術
を
確
立

　

平
成
23
年
に
草
野
先
生
と
㈱
新
日
本
医
薬
岩
国
本
郷
研

究
所
の
吉
岡
所
長
が
甲
州
市
を
訪
れ
、「
同
社
に
お
い
て

甘
草
屋
敷
由
来
の
甘
草
の
増
殖
が
可
能
に
な
っ
た
」
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
に
は
山
梨
県
を
通
じ
、
耕
作
放
棄
地

対
策
と
し
て
甘
草
の
栽
培
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
と

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
高
須
賀
・
新
日
本
医
薬
社
長
が

本
市
を
訪
問
し
、「
甘
草
屋
敷
由
来
の
栽
培
技
術
が
確
立

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
甲
州
市
と
協
定
を
結
び
栽
培
に
取
り

組
み
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
折
、「
甘
草
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
中
国
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
が
、
中
国
は
輸
出
も
規
制
す
る
な
ど

そ
の
希
少
価
値
は
高
く
、『
レ
ア
ア
ー
ス
』
な
ら
ぬ
『
レ

ア
プ
ラ
ン
ト
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
で

の
栽
培
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
指
摘
も
あ
っ

た
。

　

市
で
は
さ
っ
そ
く
役
所
内
に
職
員
の
「
甘
草
の
里
づ
く

り
研
究
会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
始
め
、「
甘
草
の
里
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

新
日
本
製
薬
と
協
定
、苗
の
植
え
付
け
実
施

　

こ
う
し
た
中
で
、
田
辺
甲
州
市
長
が
、
平
成
24
年
10
月

15
日
に
新
日
本
製
薬
㈱
と
協
定
を
締
結
し
、
甘
草
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
熊
本
県
合
志
市
を
、
今
年
1
月
16
日

に
は
山
口
県
の
新
日
本
医
薬
岩
国
本
郷
研
究
所
を
そ
れ
ぞ

れ
訪
問
し
、
そ
の
成
果
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
こ
れ
な
ら
甲
州
市
に
お
い
て
も
成
功
す

る
」
と
の
確
信
に
至
り
、
新
日
本
製
薬
の
協
力
・
支
援
を

得
な
が
ら
甘
草
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

平
成
25
年
2
月
15
日
に
は
、
山
梨
県
農
務
部
長
立
ち
会

い
の
下
、
甲
州
市
・
新
日
本
製
薬
・
新
日
本
医
薬
の
３
者

が
、「
薬
用
植
物
等
を
基
軸
と
し
た
商
工
業
・
農
業
振
興

及
び
地
域
文
化
振
興
の
た
め
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
。
そ
し
て
平
成
25
年
５
月
30
日
、
甘
草
屋
敷

内
（
１
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
及
び
甘
草
屋
敷
の
近
く
に

圃
場
（
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
確
保
し
て
、
新
日
本

医
薬
か
ら
苗
の
供
給
を
受
け
、甲
州
市
を
発
祥
と
す
る「
ウ

ラ
ル
カ
ン
ゾ
ウ
」
の
苗
８
０
０
本
の
植
え
付
け
作
業
を

行
っ
た
。

　

作
業
に
は
、
甘
草
の
商
品
化
等
を
検
討
す
る
た
め
市
が

設
置
し
た
団
体
の
「
甘
草
活
用
懇
話
会
」、
甘
草
屋
敷
周

辺
の
自
治
会
、
塩
山
高
校
の
生
徒
ら
約
60
名
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
順
調
に
育
つ
よ
う
願
い
を
込
め
て
植
え
付
け

を
行
っ
た
。

　

市
で
は
、
研
究
的
な
栽
培
を
進
め
、
甘
草
栽
培
に
適
し

た
土
地
も
検
討
し
つ
つ
、
ス
ト
ロ
ン
（
根
茎
）
の
挿
し
芽

等
に
よ
る
株
分
け
を
市
内
で
行
い
、
段
階
的
に
栽
培
面
積

を
広
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
知
恵
を
結
集
し
、
甘

草
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発
を
進
め
て
い
く
計
画
で
あ

る
。「

全
国
甘
草
栽
培
協
議
会
」
を
設
立

　

新
日
本
製
薬
グ
ル
ー
プ
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
新
潟
県

胎
内
市
、
熊
本
県
合
志
市
、
青
森
県
新
郷
村
は
、
す
で
に

試
験
栽
培
を
終
了
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
証
と
成
果

を
確
認
し
て
い
る
。

　

合
志
市
で
は
企
業
連
携
・
商
品
化
に
お
い
て
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
新
郷
村
は
全
国
初
の

薬
用
作
物
で
の
六
次
産
業
化
認
定
を
受
け
、
胎
内
市
で
は

健
康
づ
く
り
に
生
薬
文
化
を
取
り
入
れ
た
保
健
・
福
祉
と

の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
関
係
す
る
自
治
体
と
新
日
本
製
薬
が
連
携
し

て
薬
用
植
物
の
振
興
に
取
り
組
む
た
め
、４
月
24
日
に「
全

国
甘
草
栽
培
協
議
会
」
を
設
立
し
た
。

　

今
後
、
国
の
支
援
も
得
る
中
で
甘
草
栽
培
産
地
の
連
携

体
制
を
強
化
し
、
①
種
苗
安
定
生
産
及
び
収
穫
作
業
の
確

立
、
②
甘
草
の
新
た
な
用
途
の
研
究
・
開
発
、
③
需
要
・

消
費
動
向
の
把
握
に
よ
る
生
産
目
標
や
取
引
価
格
等
の
明

確
化
、
④
消
費
者
等
へ
の
普
及
啓
発
や
文
化
振
興
等
に
向

け
た
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催―

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
予

定
で
あ
る
。

　

甲
州
市
と
新
日
本
製
薬
、
そ
し
て
全
国
の
自
治
体
と
連

携
し
、「
本
市
の
文
化
財
と
も
言
え
る
甘
草
を
活
用
し
た

地
域
お
こ
し
」
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

新日本医薬岩国本郷研究所で吉岡達文所長（左）から
説明を受ける田辺篤市長（右端）
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カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト

　

信
州
・
長
野
県
観
光
協
会
は
、
国
の
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
旅
行
者
を
長
野
県
に
誘
致
す
る
た
め
の
各
種
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
の
公
益
事
業
を
実

施
す
る
ほ
か
、
協
会
会
員
で
あ
る
市
町
村
を
支
援
す
る
た

め
公
営
の
観
光
・
宿
泊
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、平
成
25
年
度
か
ら
は
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
、

法
人
と
し
て
健
全
な
経
営
を
図
る
た
め
収
益
事
業
の
拡
充

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
収
益
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
24
年
夏
か

ら
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
し
、
注
文
が

あ
っ
た
県
産
品
の
宅
配
や
代
金
回
収
な
ど
の
業
務
を
ヤ
マ

ト
グ
ル
ー
プ
に
委
託
し
て
、
県
内
の
生
産
者
か
ら
直
接
全

国
の
お
客
様
へ
果
物
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お
や
き
、
漬
け
物
な

ど
信
州
な
ら
で
は
の
産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
連
携
事
業
の
実
施
で
合
意

　

カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
始
め
た
当
初
は
、
県
人
会

な
ど
信
州
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
々
な

ど
に
も
頼
り
ま
し

た
が
、
支
払
方
法

が
「
代
金
引
換
払

い
」（
宅
配
時
に

商
品
と
代
金
と
を

交
換
す
る
）
の
み

で
贈
答
に
は
適
さ

ず
、
販
売
は
伸
び

悩
ん
で
い
ま
し

た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
決
済

な
ど
支
払
方
法
の

見
直
し
や
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
へ
の
対

応
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
な
ど
、
事
業
を
始
め
て
み
る

と
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
々
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
お
客
様
に
利
用
し
や
す
い
、
よ
り
良
い
通

信
販
売
ス
キ
ー
ム
に
改
善
す
べ
く
、
毎
日
の
よ
う
に
ヤ
マ

ト
運
輸
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
ヤ
マ
ト
運
輸
と
当
協
会
の
双
方
か
ら
、

「
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
県
産
品
の
販
促
の
み

な
ら
ず
、
長
野
県
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
旅
行
者
の
利
便

性
向
上
が
図
ら
れ
、
か
つ
地
域
や
県
全
体
の
活
性
化
に
も

繋
が
る
事
業
展
開
が
で
き
な
い
か
」、「 

そ
れ
も
、
ヤ
マ

ト
運
輸
と
観
光
協
会
の
ど
ち
ら
か
に
負
担
を
強
い
る
こ
と

の
な
い
、
双
方
の
利
益
に
結
び
付
く
、
対
等
の
関
係
で
の

事
業
連
携
が
で
き
な
い
か
」 

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
旅
行

者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
新
た
な
連
携
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
信
州
・
長
野
県
観
光
協
会 

事
務
局
次
長　

●　

西
原
誠
一

旅
行
者
の
利
便
性
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て

―
ヤ
マ
ト
運
輸
と
連
携
、「
手
ぶ
ら
で
観
光
」を
実
現―

6
長
野
県

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

平成24年夏から始めた「さわやか信州カタログショッピング」

包括的連携協定「締結式」の模様。信州･長野県観光協会の野原
莞爾理事長（左）とヤマト運輸の北村稔・執行役員北信越支社長
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観
光
振
興
や
県
産
品
の
販
促
な
ど
で

連
携
協
定

　

そ
の
後
は
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
自
由
な
発
想
・
意
見
を

交
換
す
る
中
で
、
当
面
実
施
可
能
な
、
具
体
的
な
連
携
事

業
の
検
討
を
進
め
、
市
町
村
の
観
光
連
盟
等
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
包
括
的
な
連
携
事
業
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
ヤ
マ
ト
運
輸
と
当
協
会
と
は
、
観
光
情
報

の
発
信
や
観
光
振
興
、
県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
開
拓
に
加

え
、
地
域
の
安
全
や
環
境
の
保
全
、
災
害
対
策
な
ど
の
７

項
目
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
幅
広
く
双
方
が
協
働
し
て
取

り
組
む
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
連
携
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
う
え
で
、
県
の

内
外
に
広
く
知
ら
し
め
る
た
め
の
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

キ
ッ
ク
オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
平
成
25
年
3
月
26
日

に
「
包
括
的
連
携
協
定
」
の
締
結
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ヤ
マ
ト
運
輸
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ク

ロ
ネ
コ
」
と
長
野
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ル

ク
マ
」
も
参
加
し
て
華
や
か
に
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

「
信
州
・
手
ぶ
ら
便
」
で
身
軽
に
観
光

　

包
括
的
連
携
協
定
締
結
後
の
主
な
取
り
組
み
を
以
下
に

紹
介
し
ま
す
。

　
（
１
）
駅
に
隣
接
す
る
市
町
村
の
観
光
案
内
所
に
お
い

て
、
旅
行
者
の
手
荷
物
を
預
か
り
、
旅
行
者
が
市
街
地
や

観
光
地
を
散
策
し
て
い
る
間
に
ホ
テ
ル
な
ど
宿
泊
施
設
へ

手
荷
物
を
宅
配
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
信
州
・
手
ぶ
ら
便
」
を

４
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
軽
井
沢
駅
と
穂
高
駅
の
観
光
案
内
所

で
始
め
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ

り
、
旅
行
者
は

手
ぶ
ら
で
身
軽

に
ま
ち
歩
き
や

観
光
を
楽
し

め
、
そ
し
て
レ

ス
ト
ラ
ン
や
土

産
品
店
で
の
飲

食
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
に
よ

り
地
域
に
お
金

が
落
ち
、
更
に

は
、
観
光
案
内

所
は
手
荷
物
取
扱
手
数
料
が
収
入
と
な
り
、
す
べ
て
の
人

と
地
域
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
こ
の
「
信
州
・
手
ぶ
ら
便
」
を
県
内
の
新
幹
線

駅
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
観
光
案
内
所
に
普
及
さ
せ
、
長
野

県
全
体
の
お
も
て
な
し
向
上
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
２
）
ま
た
、
善
光
寺
や
妻
籠
宿
な
ど
、
信
州
を
象
徴

す
る
観
光
地
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
自
転
車
や
手
押
し
車
で

の
、ヤ
マ
ト
運
輸
に
よ
る
環
境
に
配
慮
し
た
集
配
「
信
州
・

観
光
ス
リ
ー
タ
ー
」
を
、
長
野
市
や
松
本
市
な
ど
の
市
街

地
で
始
め
ま
し
た
。

　
（
３
）
こ
の
ほ
か
信
州
の
代
表
的
な
観
光
地
を
描
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
宅
配
用
段
ボ
ー
ル
箱
「
信
州
・
ご
当
地
Ｂ

Ｏ
Ｘ
」
を
販
売
し
、
宅
配
便
を
通
じ
て
県
の
内
外
に
信
州

ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

今
後
は
、
包
括
的
連
携
協
定
に
基
づ
く
各
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
エ
リ
ア
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
地
域
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
集

配
ス
タ
ッ
フ
が
隠
れ
た
名
店
や
お
薦
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
を
観
光
旅
行
者
に
案
内
で
き
る
体
制
な
ど
も
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
情
報
化
が
進
展
し
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
な
っ
て

も
、
品
物
を
お
客
様
に
届
け
る
〝
物
流
〞
は
更
に
発
展
す

る
も
の
と
思
わ
れ
、「
モ
ノ
」
だ
け
で
な
く
、信
州
か
ら
「
思

い
」
や
「
イ
メ
ー
ジ
」
ま
で
も
届
け
る
こ
と
が
可
能
な
宅

配
を
は
じ
め
と
す
る
、
ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
包
括
的
連
携
協

定
を
大
切
に
し
、
更
に
成
熟
さ
せ
て
い
く
方
針
で
す
。

環境に配慮した集配用の自転車と手押し車の「信州・観光スリーター」

信州の観光地をデザインした宅配用段ボール箱の「信州・ご当地BOX」
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連
携
協
定
を
結
ぶ
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

　

湖
南
市
は
、
平
成
16
年
に
石
部
町
と
甲
西
町
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
滋
賀
県
南
部
に
位
置
し
、
大
阪
と
名

古
屋
の
い
ず
れ
か
ら
も
１
０
０
㌔
圏
内
に
あ
り
、
近
畿
と

中
部
を
つ
な
ぐ
広
域
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
度

経
済
成
長
の
波
に
乗
り
、
工
業
団
地
や
住
宅
団
地
開
発
を

進
め
る
こ
と
で
発
展
し
、
昭
和
30
年
に
約
１
万
５
０
０
０

人
だ
っ
た
人
口
は
、
現
在
約
５
万
５
０
０
０
人
に
達
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
経
済
優
先
の
政

策
の
結
果
、
物
質
的
に
豊
か
に
な
る
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
な
ど
、
全
国
の
多

く
の
自
治
体
と
類
似
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
湖
南
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
効
率
性
や

経
済
性
の
み
を
追
い
求
め
る
こ
と
を
改
め
、
地
域
活
動
や

生
涯
学
習
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
地
域
に
暮
ら
す

こ
と
へ
の
誇
り
や
愛
着
、
心
の
充
足
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
資

源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
地
域

の
活
力
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
緑
の
分
権
改

革
事
業
」
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
吉
本
興
業
㈱

は
、「
社
員
自
ら
が
楽
し
ん
で
生
き
る
こ
と
で
、
社
会
に

貢
献
し
、
人
々
を
幸
せ
に
」
し
、「
人
々
や
自
分
自
身
が

笑
顔
や
笑
い
声
を
、
い
つ
も
持
て
る
」
よ
う
な
社
会
の
実

現
を
企
業
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

4
月
1
日
に
は
、
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、『
大
阪
お

も
ろ
ナ
ー
レ
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
日
本
全
国
の
地

域
に
元
気
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
世
界
を

ボ
ー
ダ
レ
ス
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
、
次
々
と

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
、
湖
南
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
同
じ
会
場
に
来
ら
れ
て
い
た
吉
本
興
業

㈱
の
関
係
者
と
初
め
て
お
会
い
し
、
湖
南
市
が
進
め
て
い

る
「
心
の
充
足
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
地
域
社
会
づ

く
り
と
、
吉
本
興
業
が
理
念
と
す
る
「
人
々
や
自
分
自
身

が
笑
顔
や
笑
い
声
を
、
い
つ
も
持
て
る
」
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
互
い
に
連
携
し
て
事
業
を
進
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
10
月
1
日
に
包
括

的
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

協
定
の
内
容

　

湖
南
市
と
吉
本
興
業
㈱
と
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協

定
は
、
経
済
優
先
で
進
め
ら
れ
て
き
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
整

備
へ
の
偏
重
を
見
直
し
、「
笑
い
」
と
い
う
、
人
を
思
い

や
り
支
え
合
う
気
持
ち
を
通
し
て
人
と
人
の
心
を
つ
な
ぐ

『
心
の
イ
ン
フ
ラ
』
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

い
つ
で
も
笑
顔
や
笑
い
声
が
絶
え
な
い
社
会
の
実
現
と

地
域
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
た
め
、
相
互
に
情
報
や
意

見
の
交
換
に
努
め
、
協
働
が
可
能
な
案
件
に
つ
い
て
は
緊

密
に
連
携
し
、
地
域
課
題
へ
の
対
応
、
地
域
の
活
性
化
、

湖
南
市
政
策
調
整
部
企
画
調
整
課 

参
事　

●　

竹
内
範
行

い
つ
も
笑
顔
で
過
ご
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

―
吉
本
興
業
と
「
心
の
イ
ン
フ
ラ
」
づ
く
り―

7
滋
賀
県
湖
南
市

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

協定調印式には落語家の桂きん枝さん（後列右端）らも駆け付けて
いただいた。後列右から２人目から順に谷畑英吾・湖南市長、吉野
伊佐男・吉本興業㈱代表取締役会長、女優の末成由美さん。前列の
２人は滋賀県住みます芸人・ファミリーレストランさん。着ぐるみ
は湖南市観光協会キャラクターの「こにゃん」
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特集 企業との連携協定で地域活性化

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
連
携
業
務
の

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

（
１
）
健
康
増
進
に
関
す
る
こ
と

（
２
）
学
校
教
育
お
よ
び
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と

（
３
） 
子
育
て
支
援
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
支
援
に
関
す
る
こ
と

（
４
）
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と

（
５
）
観
光
お
よ
び
文
化
の
振
興
・
交
流
に
関
す
る
こ
と

（
６
）
地
域
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

（
７
） 

そ
の
他
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
に
関
す

る
こ
と

事
業
展
開
の
状
況

　

こ
う
し
た
協
定
に
基
づ
い
て
教
育
分
野
と
ま
ち
づ
く
り

分
野
な
ど
の
事
業
展
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
表
現
力
向
上
を
通
じ
て
人
や
社
会
と
の

関
係
構
築
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
家
庭
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
る
次
の
よ
う
な

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
教
員
の
資
質
向
上

・ 

子
ど
も
た
ち
の
心
を
つ
か
み
、
授
業
に
引
き
込
む
話
術

な
ど
の
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

◆
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

・ 

中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
演
劇
等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
。

・ 

人
と
つ
な
が
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
自

ら
の
考
え
を
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向

上
。

◆
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携

・ 

学
校
と
家
庭
の
連
携
を
深
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
等

の
活
性
化
。

・ 

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
等
を
地
域
で

支
え
る
環
境
を
実
現
す
る
生
涯
学
習
。

　

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
お
い
て
は
、
市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
繋
が
り
を

生
み
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
協
働
、
支
え
合
い
を
推
進
す
る

以
下
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
支
援

・ 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み
を
広
く
市
民
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、事
業
展
開
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
。

◆
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
づ
く
り

・ 「
あ
る
も
の
活
か
し
」の
観
点
か
ら
地
域
資
源
を
活
か
し
、

後
世
に
伝
承
す
る
手
法
。

◆
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り

・ 
市
内
の
福
祉

施
設
で
長
く

取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
創

作
活
動
を
広

く
紹
介
す
る

「
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト

の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を

通
じ
て
、
障

が
い
の
あ
る

方
を
含
む
作

品
へ
の
理
解
を
広
め
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
。

◆
各
分
野
広
報

・ 

認
知
症
や
健
康
検
診
事
業
、
税
の
仕
組
み
や
大
切
さ
な

ど
の
政
策
広
報
を
行
う
。

心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

い
じ
め
や
独
居
、
引
き
こ
も
り
、
自
殺
な
ど
、
人
と
人

と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
中
で
、
自
治
体
は
多
様
な
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
吉
本
興
業
㈱
が
こ
れ
ま
で
の
１
０

０
年
の
歴
史
の
中
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
文
化
や
お
笑
い
に

代
表
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど
を
行
政
の

現
場
に
お
貸
し
い
た
だ
き
、
心
の
イ
ン
フ
ラ
に
よ
っ
て
人

と
人
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美術教育を受けずに制作された作品が展示されたアール・ブリュット展覧会

県内最大の湖南工業団地（昭和43年造成、313ha）
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増
え
る
高
齢
者
世
帯
、
買
い
物
難
民
も

　

京
丹
後
市
は
京
都
府
北
部
に
あ
り
、
日
本
三
景
の
一
つ

「
天
橋
立
」
に
も
近
く
、
冬
に
は
丹
後
の
カ
ニ
ツ
ア
ー
で

賑
わ
う
ま
ち
で
す
。
平
成
16
年
４
月
、
６
町
が
合
併
し
誕

生
し
ま
し
た
。

　

合
併
当
時
は
２
万
１
７
７
３
世
帯
、６
万
６
３
４
９
人
、

高
齢
化
率
26
・
42
％
で
し
た
が
、
現
在
は
２
万
２
５
１
０

世
帯
、
５
万
９
６
３
３
人
で
、
世
帯
数
は
微
増
な
が
ら
、

人
口
は
減
り
、
高
齢
化
率
は
31
・
39
％
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
の
独
居
世
帯
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
近
所
に
あ
っ
た
食
料
品
を
売
る
店
が

閉
店
し
、
加
齢
と
と
も
に
車
の
運
転
が
無
理
に
な
り
、
買

い
物
が
困
難
な
状
態
に
陥
る
地
域
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

自
動
車
に
食
料
品
を
積
ん
で
、
あ
ま
り
利
益
に
な
ら
な

く
て
も
行
商
に
来
て
く
れ
て
い
た
人
が
、
高
齢
と
な
り
廃

業
さ
れ
る
と
、
途
端
に
買
い
物
難
民
の
地
域
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
京
都
生
協
が
各
家
庭
ま
で
個
別

配
達
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
山
間
地
に
住
む
高
齢

者
か
ら
は
「
助
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
ま

す
。

京
都
生
協
と
高
齢
者

見
守
り
で
協
定

　

京
都
生
協
で
は
京
都
府
の
中

部
地
域
で
高
齢
者
見
守
り
活
動

を
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

丹
後
支
部
で
の
利
用
者
に
高
齢

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
京
丹

後
市
と
の
協
定
を
結
ん
で
は
」

と
の
声
が
生
協
内
部
で
上
が

り
、
京
丹
後
市
に
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
見
守
り
の
目

が
増
え
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い

こ
と
な
の
で
、協
力
に
感
謝
し
、

平
成
24
年
３
月
、「
高
齢
者
等

見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
を
同
生
協
と
締
結
し
ま

し
た
。

　

協
定
に
基
づ
く
見
守
り
活
動
は
図
１
の
よ
う
な
流
れ
で

行
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
生
協
職
員
が
商
品
の
配
達
時

な
ど
に
高
齢
者
の
家
の
郵
便
物
や
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る

な
ど
異
変
を
感
じ
た
場
合
、
生
協
の
責
任
者
に
連
絡
。
こ

れ
を
受
け
て
責
任
者
が
連
絡
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

京
丹
後
市
に
フ
ァ
ク
ス
す
る
か
、
電
話
で
連
絡
し
、
市
側

が
対
応
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
ま
た
緊
急
を
要
す
る

場
合
は
生
協
職
員
が
直
接
、
救
急
や
警
察
に
連
絡
す
る
と

い
う
対
応
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
の
協
定
締
結
以
来
、
こ
れ
ま
で
生
協
か
ら
４

件
の
通
報
が
あ
り
、
そ
の
都
度
、
速
や
か
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
通
報
を
い

た
だ
い
た
４
件
の
う
ち
２
件
は
以
下
の
よ
う
な
事
例
で
し

た
。

京
丹
後
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

●　

荒
田
美
智
子

「
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
」で
生
協
と
協
定
締
結

―
市
民
に
寄
り
添
う
包
括
ケ
ア
の
一
助
に―

8
京
都
府
京
丹
後
市

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

図１　 高齢者見守り活動連携（京都生協丹後支部見守り基
本フロー図）
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特集 企業との連携協定で地域活性化

協
定
書
に
基
づ
き
通
報
を
受
け
た

２
つ
の
事
例

　

個
別
配
達
を
利
用
し
、
生
協
の
配
達
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
一
人
暮
ら
し
の
男
性
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
自
分
で

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、心
臓
に
持
病
が
あ
り
、時
々

入
院
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
協
の
配
達
時
は
い
つ
も

在
宅
の
Ａ
さ
ん
で
す
が
、
そ
の
日
は
姿
が
無
く
、
配
達
員

は
商
品
を
留
守
宅
に
置
き
ま
し
た
が
、
気
に
な
り
翌
日
も

う
一
度
確
認
の
訪
問
を
し
ま
し
た
。

　

商
品
が
前
日
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、「
高
齢
者
等
見
守

り
活
動
連
絡
票
」
で
市
に
フ
ァ
ク
ス
し
ま
し
た
。
そ
の
地

域
の
担
当
保
健
師
は
実
妹
さ
ん
に
連
絡
し
、
入
院
さ
れ
た

と
聞
き
、病
院
を
訪
ね
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
要
支
援
2
で
、
や
っ
と
ヘ
ル
パ
ー
の
支
援
を
受
け

入
れ
、
買
い
物
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
生
協
に
配
達
し
て
も
ら
う
の
が
好
き
で
、

今
で
も
注
文
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
人
は
生
協
の
個
別
配
達
を
利
用
し
一
人
暮
ら
し

を
続
け
る
男
性
Ｂ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
す
。

　

Ｂ
さ
ん
は
独
立
心
が
旺
盛
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

た
く
な
い
と
言
い
続
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
、
生

協
か
ら
連
絡
票
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、「
先
日
転
倒
し
、
足
の
状
態
が
悪
く
な
っ

た
た
め
動
け
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
ら
れ
、
転
倒
時
に
頭

も
打
ち
、
具
合
が
悪
い
様
子
が
見
て
と
れ
た
た
め
、
市
に

連
絡
を
取
り
ま
す
と
話
し
て
も
、
本
人
は
『
言
わ
な
い
よ

う
に
』
の
一
点
張
り
で
す
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　
「
生
協
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
か
ら
訪
問
し
た
」
と
言
わ

ず
に
、
通
常
の
訪
問
を
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

18
時
以
降
の
連
絡
で
し
た
の
で
、
翌
日
、
地
域
担
当
の
保

健
師
が
訪
問
し
ま
し
た
。
Ｂ
さ
ん
は
「
な
ん
と
も
な
い
。

足
が
痛
く
て
動
け

な
い
が
、
病
院
に

は
行
か
な
い
」
と

話
さ
れ
た
た
め
、

保
健
師
は
隣
の
人

や
地
域
の
民
生
委

員
さ
ん
に
見
守
り

の
お
願
い
を
し
ま

し
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
高
齢

者
を
対
象
と
し
た

市
の
「
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
」（
市

が
業
者
に
委
託
し

て
運
営
。
緊
急
通
報
装
置
を
利
用
者
宅
に
設
置
し
、
利
用

者
が
病
気
な
ど
緊
急
の
場
合
に
連
絡
す
る
仕
組
み
。
月
に

１
度
、
業
者
か
ら
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
お
伺
い
コ
ー

ル
が
あ
る
）
の
対
象
者
で
す
。

　

３
日
目
に
は
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

利
用
者
へ
の
お
伺
い
コ
ー
ル
が
あ
り
、
Ｂ
さ
ん
は
動
け
な

い
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
緊
急
時
の
連
絡
員

に
登
録
さ
れ
て
い
る
隣
の
人
に
「
様
子
を
見
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
依
頼
、
隣
の
人
が
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
４
日
目
の
朝
、
民
生
委
員
さ
ん
が
訪
問
さ
れ
た
と

こ
ろ
、
Ｂ
さ
ん
は
意
識
を
失
い
倒
れ
て
お
り
、
担
当
保
健

師
を
通
じ
て
救
急
車
を
呼
び
、
Ｂ
さ
ん
は
緊
急
入
院
さ
れ

ま
し
た
。

　

車
で
２
時
間
離
れ
た
地
域
に
住
む
実
姉
さ
ん
に
連
絡

し
、
午
前
11
時
ご
ろ
に
は
病
院
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
Ｂ
さ
ん
は
そ
の
日
の
夜
、
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
が
、
実
姉
さ
ん
か
ら
市
側
の
速
や
か
な
対
応
に
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
に
寄
り
添
う
ケ
ア
を

　

生
協
の
配
達
が
週
１
回
あ
る
こ
と
で
生
活
が
支
え
ら

れ
、「
高
齢
者
等
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
の
お

か
げ
で
、
連
絡
い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
へ
は
早
い
対
応
が
で

き
て
い
ま
す
。
現
在
、
郵
便
局
と
も
市
民
生
活
に
係
る
情

報
提
供
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
後
は
宅
配
業

者
と
も
見
守
り
協
定
を
結
べ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
で
も
認
知
症
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
た
い
と
願
う
市
民
が
あ
る
限
り
、
こ
う
し
た
見

守
り
協
定
な
ど
も
活
用
し
つ
つ
、
市
民
に
寄
り
添
っ
て
包

括
ケ
ア
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生協の商品配送車

生協の個別配達の様子
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企
業
等
と
の
包
括
連
携
の
推
進

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
一
方

で
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
活
動
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
中
、広
島
県
で
は
、多
様
な
主
体
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
観

点
か
ら
包
括
連
携
を
推
進
し
て
お
り
、
現
在
、
12
の
企
業
・

大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　

包
括
連
携
協
定
で
は
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
地

域
社
会
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、県
産
品
の
販
売
促
進
、

県
政
情
報
の
発
信
・
観
光
振
興
、
子
育
て
支
援
・
青
少
年

育
成
、高
齢
者
支
援
・
障
害
者
支
援
、教
育
・
文
化
の
振
興
な

ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
こ
こ
で
は
「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ
ン
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ
ン
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
背
景

　

近
年
、
広
島
県
の
島
し
ょ
部
を
中
心
と
し
た
か
ん
き
つ

産
地
に
お
い
て
は
、
経
営
の
柱
で
あ
っ
た
温
州
み
か
ん
の

価
格
低
下
等
に
よ
り
収
益
性
が
低
下
し
、
担
い
手
不
足
と

農
家
の
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
国
産
シ
ェ
ア
約
６
割
と
生
産
量
日
本
一
を

誇
り
、
収
益
性
が
高
い
レ
モ
ン
を
核
と
し
た
経
営
力
の
高

い
担
い
手
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、全
国
に
先
駆
け
た「
瀬

戸
内 
広
島
レ
モ
ン
」 

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、
か
ん
き

つ
産
地
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

瀬
戸
内
レ
モ
ン
協
定

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
瀬
戸
内 

広
島

レ
モ
ン
」
に
関
す
る
初
の
企
業
連
携
と
し
て
、
平
成
24
年

２
月
８
日
に
カ
ゴ
メ
株
式
会
社
と『
瀬
戸
内
レ
モ
ン
協
定
』

を
締
結
し
た
。

　

こ
の
協
定
の
締
結
の
発
端
は
、「
瀬
戸
内 
広
島
レ
モ
ン
」

の
知
名
度
向
上
・
販
売
促
進
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
勉
強
会
を
開
催
す
る
た
め
、
カ
ゴ
メ
株
式
会
社
に
声

を
か
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
勉
強
会
で
は
広
島
レ
モ

ン
と
輸
入
レ

モ
ン
の
食
べ

比
べ
の
ほ

か
、「
瀬
戸

内 

広
島
レ

モ
ン
」
の
特

徴
や
生
産
現

場
の
状
況
の

把
握
な
ど
、

幅
広
い
活
動

が
行
わ
れ
、

こ
の
勉
強
会

を
き
っ
か
け
に
様
々
な
連
携
を
進
め
て
い
く
機
運
が
醸
成

さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ

ン
」
を
使
用
す
る
「
野
菜
生
活
１
０
０ 

瀬
戸
内
レ
モ
ン

ミ
ッ
ク
ス
」
の
商
品
化
を
含
め
た
本
協
定
の
締
結
に
至
っ

て
い
る
。

　

平
成
24
年
２
月
に
発
売
さ
れ
た
「
野
菜
生
活
１
０
０ 

瀬
戸
内
レ
モ
ン
ミ
ッ
ク
ス
」は
、広
島
産
の
早
摘
み
グ
リ
ー

ン
レ
モ
ン
と
完
熟
イ
エ
ロ
ー
レ
モ
ン
を
使
用
し
、
春
の
お

い
し
さ
を
表
現
し
た
味
わ
い
で
、
こ
れ
ま
で
１
６
０
０
万

本
が
販
売
さ
れ
る
な
ど
好
評
を
博
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
瀬
戸
内
の
写
真
が
使
わ
れ
る
な
ど
瀬
戸

内
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
25
年
２
月
12
日
に
は
、
愛
媛
県
も

含
め
た
３
者
に
よ
る
『
広
島
・
愛
媛
「
瀬
戸
内
」
連
携
協

定
』
を
締
結
し
、
瀬
戸
内
地
域
の
活
性
化
や
ブ
ラ
ン
ド
価

値
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、
よ
り

広
が
り
を
も
っ
た
形
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

広
島
県
総
務
局
経
営
企
画
チ
ー
ム

企
業
と
連
携
し
、「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ
ン
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化

―
新
商
品
も
好
評
、
か
ん
き
つ
産
地
の
活
性
化
狙
う―

9
広
島
県

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

「野菜生活１００ 瀬戸内レモンミックス」
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特集 企業との連携協定で地域活性化

長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
と

関
連
企
業
へ
の
広
が
り

　

レ
モ
ン
に
関
係
す
る
連
携
の
第
２
弾
と
し
て
、
平
成
25

年
２
月
６
日
に
ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ

株
式
会
社
及
び
サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

と
『「
瀬
戸
内 
広
島
レ
モ
ン
」
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関

す
る
協
定
』
を
３
者
で
締
結
し
た
。

　

本
協
定
の
特
色
は
、
ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
社
が
創
業
時
か

ら
多
く
の
レ
モ
ン
関
連
商
品
の
開
発
・
販
売
を
行
い
蓄
積

し
て
き
た
長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
あ

る
。
協
定
の
締
結
に
よ
り
レ
モ
ン
飲
料
の
販
売
拡
大
だ
け

で
な
く
、レ
モ
ン
の
加
工
等
に
関
し
て
、県
と
ポ
ッ
カ
サ
ッ

ポ
ロ
社
で
の
共
同
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
協
定
は
サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
と

も
締
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
銀
座
ラ
イ
オ
ン
な
ど
の
飲

食
店
で
「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ
ン
」
と
広
島
か
き
を
セ
ッ

ト
に
し
た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
展
開
や
、
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン

プ
レ
イ
ス
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
な
ど
、
関
連
会
社

も
含
め
た
広
が
り
の
あ
る
連
携
を
今
後
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

地
域
に
密
着
し
た
企
業
と
の
連
携

　

レ
モ
ン
に
関
係
す
る
連
携
の
第
３
弾
と
し
て
、
平
成
25

年
３
月
18
日
に
ア
ヲ
ハ
タ
株
式
会
社
と
包
括
的
連
携
協
定

を
締
結
し
た
。

　

ア
ヲ
ハ
タ
株
式
会
社
は
、
広
島
県
竹
原
市
で
１
９
３
２

年
の
創
業
以
来
、
缶
詰
技
術
を
応
用
し
、
地
元
の
素
材
の

新
鮮
さ
、
風
味
を
生
か
し
た
安
全
・
安
心
な
食
品
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
る
。
今
回
の
協
定
に
併
せ
て
、
瀬
戸
内
の

か
ん
き
つ
類
を
使
用
し
た
デ
ザ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
・

販
売
等
を
通
じ
て
、
県
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ
ン
」や
ネ
ー

ブ
ル
オ
レ
ン
ジ
の
果
汁
を
使
用
し
た
「
瀬
戸
内
フ
ル
ー
ツ

ジ
ュ
レ
」
を
新
た
に
発
売
し
、
県
内
の
空
港
売
店
、
百
貨

店
等
の
手
土
産
コ
ー
ナ
ー
な
ど
広
く
展
開
し
て
い
る
。

連
携
強
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
向
け
て

　

以
上
、
３
つ
の
「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ
ン
」
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
た
企
業
と
の
連
携
事
例
を
挙
げ
た
。

　

前
述
の
「
野
菜
生
活
１
０
０ 

瀬
戸
内
レ
モ
ン
ミ
ッ
ク

ス
」
や
「
瀬
戸
内
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
レ
」
な
ど
の
商
品
は
、

本
県
だ
け
で
な
く
瀬
戸
内
海
を
囲
む
７
県
で
構
成
す
る

「
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
推
進
連
合
」
で
、
瀬
戸
内
の
イ
メ
ー

ジ
や
魅
力
を
表
現
し
た
商
品
で
あ
る
と
し
て
認
定
（「
瀬

戸
内
ブ
ラ
ン
ド
認
定
」）
さ
れ
て
い
る
。

　
「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ
ン
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、「
瀬
戸
内 

広
島
レ
モ
ン
」
を
使
用
し

た
レ
シ
ピ
の
開
発
や
、
商
品
の
紹
介
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、例
え
ば
、包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

地
元
百
貨
店
で
あ
る
株
式
会
社
福
屋
に
お
い
て
は
、
お
中

元
等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ギ
フ
ト
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
19
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
本
県
で
開

催
さ
れ
た「
第
26
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
広
島
」（
愛
称
：

ひ
ろ
し
ま
菓
子
博
２
０
１
３
）
を
機
に
、
新
し
い
広
島
銘

菓
と
し
て
「
広
島
レ
モ
ン
ス
イ
ー
ツ
」
が
開
発
さ
れ
、
博

覧
会
会
場
内
で
の
試
食
や
販
売
が
行
わ
れ
た
が
、
今
後
は

店
頭
で
の
本
格
的
な
販
売
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
年
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
「
瀬
戸
内
広

島
レ
モ
ン
の
パ
イ
」
が
全
国
約
３
５
０
店
舗
の
リ
ト
ル

マ
ー
メ
イ
ド
で
発
売
さ
れ
る
な
ど
、
協
定
締
結
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
幅
広
い
企
業
へ
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
県
産
品
の
販
売
促
進
だ
け
で
な
く
様
々
な

分
野
で
、
県
と
企
業
が
持
つ
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
源
を

有
効
に
活
用
し
た
連
携
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

イベントにおいて、「瀬戸内 広島レモン」
を使用した商品をPR

瀬戸内の島々、空、海をイメージしたパッケージ
の「瀬戸内フルーツジュレ」

ひろしま菓子博2013の様子
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福
岡
市
の
貴
重
な
財
産

　

九
州
に
本
拠
地
を
置
く
プ
ロ
野
球
球
団
と
し
て
福
岡
市

民
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る「
ホ
ー
ク
ス
」

は
、
平
成
17
年
か
ら
「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
」
に
な

り
ま
し
た
。
ホ
ー
ク
ス
は
、
都
市
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス

を
高
め
る
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
や
集
客
交
流
の
推
進
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

等
、
様
々
な
形
で
福
岡
市
の
魅
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
福
岡
市
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

ホ
ー
ク
ス
球
団
を
運
営
す
る
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
株
式
会
社
に
は
、
小
学
生
の
野
球
観
戦
招
待
事
業
や

啓
発
事
業
Ｐ
Ｒ
へ
の
ホ
ー
ク
ス
選
手
の
起
用
な
ど
、
包
括

連
携
協
定
締
結
前
か
ら
、
福
岡
市
の
様
々
な
事
業
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
連
携
事
業
で
協
定

　

そ
の
よ
う
な
中
、
ホ
ー
ク
ス
の
２
軍
、
３
軍
が
試
合
や

練
習
で
利
用
し
て
い
る
福
岡
市
東
区
の
市
営
雁
の
巣
球
場

の
改
築
や
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
を
活
用
し
た
更
な
る
地
域

貢
献
の
計
画
が
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
株
式
会
社

か
ら
提
案
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
市
役
所
内
部
に
お

い
て
、
各
部
署
が
個
別
に
協
議
す
る
の
で
は
な
く
、
窓
口

を
設
け
て
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
、
協
働
事
業
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論

が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ホ
ー
ク
ス
を
福
岡
市
の
貴
重
な
財
産
と
し
て

総
合
的
な
見
地
か
ら
都
市
政
策
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を

検
討
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
事
務
的

な
協
議
を
経
て
、
平
成
23
年
７
月
７
日
、
包
括
連
携
協
定

締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

締
結
式
は
、
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
（
平
成
25
年
２
月
に
従

来
の
「
福
岡 Y

ahoo! JA
PA
N

ド
ー
ム
」
か
ら
「
福
岡 

ヤ
フ
オ
ク!

ド
ー
ム
（
略
称
：
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
）」
に
名

称
変
更
）
で
行
わ
れ
、
福
岡
市
名
誉
市
民
で
あ
る
王
貞
治

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
株
式
会
社
取
締
役
会
長
と

髙
島
宗
一
郎
福
岡
市
長
に
よ
る
記
念
対
談
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、福
岡
市
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
連
携
、

協
力
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
分
野
に
お
け
る
施
策

の
推
進
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市

と
球
団
が
と
も
に
魅
力
を
高
め
、
ア
ジ
ア
の
中
で
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
事
業
項
目
は
、
大
別
し
て
８
項
目
に
わ
た
り

１
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
健
康
増
進
に
関
す
る
こ
と

２
、
青
少
年
の
健
全
育
成
支
援
及
び
教
育
に
関
す
る
こ
と

３
、
観
光
振
興
及
び
都
市
間
の
連
携
に
関
す
る
こ
と

４
、
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

５
、
情
報
発
信
及
び
広
報
活
動
に
関
す
る
こ
と

６
、
子
育
て
支
援
及
び
福
祉
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

７
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
こ
と

８
、 

そ
の
他
、
協
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業
に
関
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

野
球
観
戦
招
待
を
拡
大
、

広
報
で
も
連
携
強
化

　

包
括
協
定
締
結
後
は
、
ま
ず
、
野
球
観
戦
招
待
事
業
を

拡
大
し
ま
し
た
。
福
岡
市
に
転
入
さ
れ
た
人
に
ホ
ー
ク
ス

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
住
民
票

異
動
手
続
き
の
際
に
、
区
役
所
窓
口
に
お
い
て
野
球
観
戦

招
待
券
を
配
布
す
る
事
業
を
平
成
24
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
よ
か
ド
ッ
ク
」（
福
岡
市
保
健
福
祉
局
が
実

施
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
制
度
）
や
が
ん

検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、
そ
れ
ら
健
診
を
受
診
さ
れ

た
人
へ
の
優
待
券
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ク
ス
に

と
っ
て
は
観
客
動
員
数
の
増
加
、
福
岡
市
に
と
っ
て
は
福

岡
市
の
魅
力
向
上
、
検
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

福
岡
市
総
務
企
画
局
企
画
調
整
部
企
画
課　

●　

平
石
遼
太

「
若
鷹
軍
団
」と
連
携
し
、都
市
の
魅
力
高
め
る

―
ア
ジ
ア
の
交
流
拠
点
都
市
・
福
岡―

10
福
岡
市

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集
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特集 企業との連携協定で地域活性化

　

さ
ら
に
、
広
報
分
野
に
お
け
る
連
携
強
化
と
い
う
点
か

ら
、
福
岡
市
広
報
紙
で
あ
る
「
市
政
だ
よ
り
」
に
ホ
ー
ク

ス
の
試
合
日
程
を
掲
載
し
た
り
、
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
最
寄

り
の
福
岡
市
営
地
下
鉄
唐
人
町
駅
の
ホ
ー
ム
壁
面
を
ホ
ー

ク
ス
選
手
の
ポ
ス
タ
ー
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、
ま
ち
の
賑

わ
い
を
演
出
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

「
あ
い
た
か
（
愛
鷹
）
橋
」
も

　

ほ
か
に
も
、
福
岡
市
の
魅
力
向
上
の
一
環
と
し
て
、

「
ホ
ー
ク
ス
」
の
名
称
が
福
岡
市
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
11
月
に
は
地
下
鉄
唐
人
町
駅
か
ら
ヤ

フ
オ
ク
ド
ー
ム
に
向
か
う
通
り
が
「
ホ
ー
ク
ス
と
う
じ
ん

通
り
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
元
自
治
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
て
募
集
・
選
定
し
、
区
役
所
で
の
通
り
名

審
査
を
経
た
う
え
で
命
名
さ
れ
た
も
の
で
、「
ホ
ー
ク
ス
」

と
い
う
地
域
の
方
々
に
も
親
し
み
や
す
く
、
日
常
的
に
口

ず
さ
む
言
葉
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
思
い
を

強
く
し
て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、
防
犯
・
防
災
意
識
が
向

上
す
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
３
月
に
は
福
岡
市
東
区
香
椎
照
葉
に

設
置
し
た
、
人
が
歩
い
て
渡
る
橋
と
し
て
は
国
内
最
長
規

模
と
な
る
海
上
遊
歩
道
が
、「
あ
い
た
か
（
愛
鷹
）
橋
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
識
経
験
者
や
地
元
住
民

等
で
構
成
す
る
「
海
上
遊
歩
道
橋
名
選
定
委
員
会
」
の
選

定
結
果
を
踏
ま
え
、
福
岡
市
が
決
定
し
た
も
の
で
、
平
成

25
年
３
月
３
日
の
開
通
式
に
は
、
ホ
ー
ク
ス
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ハ
リ
ー
ホ
ー
ク
」
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
ホ
ー
ク
ス
と
福
岡
市
が
協
働
で
、
あ
い
た
か
橋
の

開
通
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

今
後
に
む
け
て

　
「
福
岡
に
は
ホ
ー
ク
ス
が
あ
り
、
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
で

試
合
が
観
戦
で
き

る
！
」
と
い
う
の
は
福

岡
市
の
大
き
な
魅
力
の

一
つ
で
す
。
福
岡
「
ダ
イ
エ
ー
」
ホ
ー
ク
ス
か
ら
、
福
岡

「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」
ホ
ー
ク
ス
へ
移
行
し
た
後
も
、
リ
ー

グ
優
勝
２
回
、
日
本
一
１
回
を
数
え
る
な
ど
常
に
地
域
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ク
ス
の
経
済
波
及
効

果
は
、
福
岡
県
全
域
で
年
間
約
４
９
５
億
円
に
達
す
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
日
本
一
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
単
独

で
３
８
７
億
８
０
０
０
万
円
に
も
上
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
１
軍
、
２
軍
の
本
拠
地
が
同
じ
福
岡
市
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
福
岡
市
民
は
、
選
手
の
入
団
か
ら
育
成
、

活
躍
ま
で
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
元
に

密
着
し
た
プ
ロ
野
球
球
団
と
し
て
、
今
後
も
活
躍
と
そ
れ

に
付
随
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
集
客
交
流
の
促
進
、
ま

た
経
済
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
今
後
の
具
体
的
な
事
業
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ク
ス
が
行
う
野
球
教
室
へ
の
支
援
や
、
ヤ
フ

オ
ク
ド
ー
ム
内
に
あ
る
「
王
貞
治
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を
活
用
し
た
社
会
科
見
学
事
業
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ク
ス
と
福
岡
市
双
方
が
向
上
で
き
る
、「
Ｗ
Ｉ
Ｎ

×
Ｗ
Ｉ
Ｎ
」

の
関
係
を
今

後
と
も
継
続

し
て
維
持
し

て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

ホークス選手のポスターが並ぶ市営地下鉄唐人町駅

あいたか橋開通式の様子

あいたか橋を紹介するホークスのマス
コットキャラクター「ハリーホーク」
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熊
本
県
・
熊
本
市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

に
よ
る
連
携
協
定

　

平
成
24
年
２
月
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
以
下

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
）、
熊
本
市
及
び
県
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
等
に
関
す
る
包
括
的
な
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
熊
本
県
及
び
熊
本
市
に
お
い
て
情
報
化
の
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
な
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
で
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
経
験
、
技
術
を
活
か

し
た
地
域
活
性
化
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
、
相
互

に
連
携
し
な
が
ら
地
域
課
題
へ
の
対
応
や
地
域
社
会
の
活

性
化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
取
り
組
む
こ
と
で
三

者
が
合
意
し
た
た
め
、連
携
協
定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
ひ
か
り
タ
ウ
ン
熊
本

　

こ
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ス

マ
ー
ト
ひ
か
り
タ
ウ
ン
熊
本
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、住
む
人
や
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
〝
魅
力
あ
ふ
れ
、

暮
ら
し
や
す
さ
と
幸
せ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
の
実
現
〞
で

す
。そ
の
た
め
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
ニ
ー

ズ
や
課
題
へ
の
対
応
に
向
け
て
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活

用
し
て
新
し
い
情
報
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
づ
く

り
の
た
め
に
、
①
学
び
・
紡
ぐ
、
②
安
心
・
安
全
、
③
便

利
、
④
楽
し
い
、
⑤
き
れ
い
、
⑥
う
る
お
い
、
⑦
憩
い
、

⑧
や
さ
し
い
、
の
８
つ
の
視
点
を
掲
げ
、
ま
ず
、「
交
通
・

観
光
・
空
港
・
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」、「
安
心
・
安
全
・

防
災
」、「
高
齢
者
対
策
・
健
康
づ
く
り
」、「
環
境
・
教
育
」、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
」、「
中
山
間
地
農
業
の
活

性
化
」
の
６
つ
の
テ
ー
マ
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ル
（
試
行
）
が
順
次
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
地
域
課
題
へ
の
対
応
、
地
域
社

会
の
活
性
化
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、及
び
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
創
出
に
向
け
た
技
術
並
び
に
サ
ー
ビ
ス
の
検
証
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
各
種
ト
ラ
イ
ア
ル

　
「
環
境
・
教
育
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み
で
は
、

熊
本
市
で
昨
年
５
〜
６
月
に
環
境
学
習
イ
ベ
ン
ト
「
ス

マ
ー
ト
江
津
湖
た
ん
け
ん
隊
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
野

外
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る

も
の
で
、
あ
る
ポ
イ
ン
ト
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す

と
動
植
物
の
解
説
が
見
ら
れ
た
り
、写
真
を
投
稿
し
て「
江

津
湖
ず
か
ん
」
を
作
っ
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
環
境

学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
交
通
・
観
光
・
空
港
・
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
取
り
組
み
で
は
、
昨
年
８
月
、
阿
蘇
く
ま
も
と

空
港
の
利
便
性
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
、
空
港
と
、
空
港

直
近
駅
の
Ｊ
Ｒ
肥
後
大
津
駅
に
隣
接
す
る
大
津
町
ビ
ジ

熊
本
県
企
画
振
興
部
交
通
政
策
・
情
報
局
情
報
企
画
課　

●　

筧　

昌
明

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

―
ス
マ
ー
ト
ひ
か
り
タ
ウ
ン
熊
本―

11
熊
本
県

企
業
と
の
連
携
協
定
で
地
域
活
性
化

特集

大津町ビジターセンターに設置されたデジタルサイネージ。飛行機の発着
情報が表示される
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特集 企業との連携協定で地域活性化

タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
掲
示

板
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
各
方
面
へ
の
交
通
情
報
や
観
光

情
報
を
提
供
し
て
お
り
、
県
内
の
み
な
ら
ず
、
九
州
各
地

に
つ
な
が
る
交
通
網
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
前
、
熊
本
駅
前
電
停
及
び
熊
本
城

近
接
の
物
産
・
飲
食
施
設
で
あ
る
城
彩
苑
バ
ス
停
に
、
昨

年
10
月
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
は
、
熊
本
市
電
、
熊
本
城
周
遊
バ

ス
「
し
ろ
め
ぐ
り
ん
」
の
運
行
情
報
を
表
示
す
る
ほ
か
、

観
光
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
随
時
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
高
齢
者
対
策
・
健
康
づ
く
り
」
で
は
、
血
圧
、

体
重
や
歩
数
計
の
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理
し
、
健
康
指

導
を
行
う
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
更
に
発

展
さ
せ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
健
康
づ
く
り
や
地
域

見
守
り
の
モ
デ
ル
実
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
健

康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
を
通
じ
て
「
長
寿
を
楽
し
む

社
会
」
の
実
現
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　

包
括
連
携
協
定
の
締
結
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
、
現

在
も
、
新
た
な
取
り
組
み
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

熊
本
市
で
は
、
地
元
住
民
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
災
害

時
の
危
険
箇
所
を
記
入
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
電

子
版
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作
製
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

元
住
民
が
見
つ
け
た
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
を
記
入
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
い
つ
で
も
閲

覧
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
分
野
で
は
、
中
山
間
地
域
な
ら
で
は
の

小
ロ
ッ
ト
多
品
目
生
産
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
中
山
間

地
域
の
農
家
で
つ
く
ら
れ
る
こ
だ
わ
り
の
あ
る
農
産
物

を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用

い
た
受
発
注
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
都
会

の
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
な
ど
に
提

供
す
る
仕
組
み
を

検
討
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
県
が
推

進
す
る
「
く
ま
も

と
県
南
フ
ー
ド
バ

レ
ー
構
想
」
を
は

じ
め
、
県
南
地
域

の
豊
か
な
農
産
物

等
を
活
か
し
た
産

業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の
な

か
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

観
光
・
交
通
情
報
等
の
発
信
力
の
強
化
も
重
要
で
す
。

県
内
の
公
共
施
設
や
、
交
通
拠
点
等
に
お
け
る
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
熊
本
を
訪
れ
た

方
に
対
し
て
情
報
を
配
信
す
る
、「
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
型
」
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

熊
本
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地
に

　

こ
れ
ま
で
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
加
え
て
、

最
近
で
は
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
や
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
等
、

新
た
な
機
器
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
人
が

増
加
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
欠
か
せ
な
い
情
報

源
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

県
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
動
向
を
踏
ま
え
、
地
域
情
報
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
情
報
化
施
策
を
、
よ
り
総
合
的
、
効

果
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
べ
く
、
情
報
化
施
策
推
進
方

針
の
策
定
を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
っ
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト

ひ
か
り
タ
ウ
ン
熊
本
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
今
後
は

ト
ラ
イ
ア
ル
の
成
果
を
県
内
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
包
括
連
携
協
定
を
起
爆
剤
と
し
て
、
熊
本
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地
域
と
な
れ
る
よ

う
、
全
国
に
先
駆
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
ど
ん
ど
ん
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住民を交えハザードマップについて検討する様子

高齢者の健康づくりモデル実証事業の様子
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佐
那
河
内
村(

さ
な
ご
う
ち
そ
ん)

は
、
県
都
徳
島
市
の
中
心

部
か
ら
西
南
に
約
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
農
業
が
基
幹
産
業
の
中
山

間
地
域
の
村
で
す
。
明
治
22
年
の
市
町
村
制
以
来
、
ど
こ
と
も
合

併
せ
ず
、
徳
島
県
唯
一
の
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く

の
農
山
村
と
同
じ
く
少
子
高
齢
化
と
農
地
の
耕
作
放
棄
、
野
生
鳥

獣
害
の
増
加
が
課
題
の
２
７
０
０
人
弱
の
村
民
が
暮
ら
し
て
い
る

村
で
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
塾
の
８
期
生
（
平
成
８
年
度
）
と
し
て
入
塾
し
、
当

時
の
故
・
森
巌
夫
塾
長
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
事
が
、
今
日
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
つ
も
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
塾
で
は
、
森
巌
夫
塾
長
の
『
４
つ
の
チ
』
が

印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
嘆
き
・
不
平
・
不
満
・

ぼ
や
き
の
『
グ
チ
』
は
口
に
し
な
い
、
情
報
の
収
集
に
努
め
知
識

を
増
や
し
『
ム
チ
』
か
ら
脱
皮
し
、
頭
や
口
先
だ
け
で
力
の
出
し

惜
し
み
を
す
る
『
ケ
チ
』
な
人
間
を
改
め
、
仲
間
と
助
け
合
い
、

他
人
の
足
を
引
っ
張
る
『
ヤ
キ
モ
チ
』
を
焼
か
な
い
」
リ
ー
ダ
ー

を
目
指
そ
う
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
地
域
づ
く
り
」
の
担
当
者
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
塾
の
卒

塾
後
か
ら
現
在
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
ま
し

研修レポートを再び読んで

徳島県佐那河内村長　●　原　仁志

た
が
、
今
日
ま
で
こ
の
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
ひ

た
す
ら
走
り
続
け
た
と
い
う
心
境
で
す
。
そ
ん
な
事
も
あ
っ
て
、

卒
塾
時
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
引
っ
張
り
出
し
ま
し
た
。

　

研
修
レ
ポ
ー
ト
は
、

①
人
材
育
成
…
村
を
活
性
化
す
る
た
め
、行
政
の
「
頭
脳
集
団
化
」

②
地
域
資
源
の
再
認
識
…
村
の
潜
在
的
な
資
源
を
知
り
、
活
か
す

③
住
民
参
加
の
行
政
…
住
民
に
真
の
村
づ
く
り
の
主
役
を
委
ね
る

　

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
今
も
村
政
の

基
本
姿
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
住
民
参
加
の
行
政
に
つ
い

て
は
私
の
最
大
の
方
針
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
注
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
村
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
、
住
民
の
声
を
村
づ
く
り
に

反
映
す
る
仕
組
み
と
し
て
、「
村
づ
く
り
住
民
会
議
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
若
者
定
住
・
子
育
て
支
援
部
会
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
部
会
、
農
業
を
基
幹
と
す
る
産

業
振
興
部
会
、
環
境
に
や
さ
し
く
健
康
な
村
づ
く
り
部
会
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
部
会
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
住
民
が
主

体
的
に
方
策
を
検
討
し
、
実
践
す
る
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
組
織
も
３
年
目
を
迎
え
、
各
部
会
の
提
案
が
実
践
さ
れ
始

め
て
お
り
、婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、一
年
中
花
の
咲
く
郷
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ー
ム
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
集
落

自
慢
大
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
と
活
性
化
の
た
め
、
今
後
も

住
民
の
貴
重
な
知
恵
と
汗
を
村
づ
く
り
に
活
か
し
、
村
民
の
夢
を

創
り
出
す
、
住
民
主
体
の
村
づ
く
り
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
農
村
の
風
情
を
残
し
、
村
民
に
は
活
力
、
訪
問
者
に

は
安
ら
ぎ
を
村
の
目
標
と
し
て
、
行
政
と
村
民
が
力
を
合
わ
せ
て

村
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
づ
く
り
の
中
核
と
な
る

人
材
を
養
成
す
る
た
め
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
を

開
催
し
て
お
り
、
平
成
元
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で

８
０
０
人
以
上
が
同
塾
を
修
了
し
、
全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
当
誌
で
は
、今
月
号
か
ら
修
了
者
の
エ
ッ

セ
ー
を
随
時
掲
載
、
地
域
再
生
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
懸
け

る
熱
い
思
い
を
自
由
に
つ
づ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
１
回
目
は
原
仁
志
徳
島
県
佐
那
河
内
村
長
で
す
。

 

（
編
集
部
）

リーダー塾修了者エッセー
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
（
東
京
都

中
央
区
）の
１
階
に「
ふ
る
さ
と
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
、
都
道
府
県
・
市
町
村

の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

約
２
６
０
０
種
類
を
展
示
し
て
来
訪
者
の

皆
様
に
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
平
成
24
年
度
に

提
供
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
状
況
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
総
提
供

数
は
、
29
万
４
０
８
９
部
で
、
展
示
団
体

の
内
訳
は
表
１
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
ご
と
に
提
供
数
を
集
計

し
た
結
果
、
人
気
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
30
位
は

表
２
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。（
年
間
を

通
し
て
展
示
し
た
も
の
を
対
象
と
し
、
月

刊
、
季
刊
等
は
含
み
ま
せ
ん
。）
今
回
の

結
果
で
は
、
有
名
観
光
地
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
人
気
が
集
中
す
る
な
ど
、
次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

●
人
気
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
特
徴

　

平
成
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
被
災
地
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
年
度
後

半
ま
で
届
か
ず
、
来
館
者
に
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24
年

度
に
入
っ
て
、「
東
北
観
光
博
」
な
ど
旅

行
を
通
じ
て
復
興
を
支
援
し
よ
う
と
い
う

動
き
に
よ
り
、
徐
々
に
提
供
数
が
伸
び
て

い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
も
、
仙
台
市
の

２
種
類
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
２
位
、
22
位

に
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

有
名
観
光
地
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
前

年
度
同
様
に
人
気
が
あ
り
、
京
都
市
は
、

３
種
類
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

が
、
３
位
、

13
位
、23
位
、

北
海
道
内
で

は
、
１
位
の

札
幌
市
の
ほ

か
函
館
市

（
５
位
）、
小

樽
市（
７
位
）

の
３
団
体
が

10
位
以
内
に

ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、今
年
、20
年
に
１
回
の
大
祭
「
伊

勢
神
宮
式
年
遷
宮
」
が
行
わ
れ
る
伊
勢
市

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
提
供
数
が
好
調
に

伸
び
て
お
り
、
今
回
調
査
で
も
19
位
と
21

位
に
入
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
、
台
東

区
（
10
、
12
位
）、
豊
島
区
（
16
位
）、
渋

谷
区
（
18
位
）、
板
橋
区
（
26
位
）
と
４

団
体
５
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
30
位
以
内
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
提
供
数
の
調
査
に
加
え
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
さ
れ
て

い
る
自
治
体
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
か
ら
魅

力
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
表
彰
す
る
予
定

で
す
。

 

（
地
域
づ
く
り
情
報
課
）

＜表1＞平成24年度パンフレット総提供数の内訳
団体区分 提供数（部）

都道府県等の展示部数（45道府県） 88,504
市町村の展示部数（47都道府県の1672市区町村） 198,711
その他の展示部数（アンテナショップコーナー他） 6,874
合計 294,089

＜表２＞ 平成24年度「ふるさと情報コーナー」パンフレッ
ト提供数　ベスト30

NO 都道府県 団体 パンフレット名 提供数
（部）

1 北海道 札幌市 さっぽろ観光マップ 917
2 宮城県 仙台市 仙台観光マップ 704
3 京都府 京都市 京都再発見 668
4 神奈川県 箱根町 箱根観光ガイド 643
5 北海道 函館市 浪漫函館　2012 639
6 神奈川県 鎌倉市 鎌倉観光パンフレット 625
7 北海道 小樽市 おたる　小樽観光ガイド　2012 529
8 石川県 金沢市 金沢市観光ガイドブック 507
9 栃木県 日光市 行こう日光 495
10 東京都 台東区 台東区観光パンフレット（上野・谷中） 489
11 石川県 金沢市 金沢市観光マップ 468
12 東京都 台東区 台東区観光パンフレット（浅草・浅草橋） 449
13 京都府 京都市 やましろ観光広域マップ 444
14 山梨県 甲府市 昇仙峡マップ 400
15 山口県 萩市 萩を歩く 397
16 東京都 豊島区 豊島区観光ガイド　としま 385
17 沖縄県 那覇市 那覇の旅 384
18 東京都 渋谷区 代官山・恵比寿　100％ 378
19 愛知県 名古屋市 ライブマップ名古屋　2012-2013 369
19 三重県 伊勢市 あっちゃこっちゃ伊勢志摩 369
21 三重県 伊勢市 ええじゃないかお伊勢さん 366
22 宮城県 仙台市 牛たん焼き　お店マップ 365
23 京都府 京都市 マップ　京都 362
24 広島県 広島市 ようこそ！広島へ　観光ガイドマップ 358
25 愛媛県 松山市 いで湯と城と文化のまち　松山 357
26 東京都 板橋区 のんびり散歩 351
27 大阪府 大阪市 天王寺公園・天王寺動物園パンフレット 349
28 新潟県 新潟市 新潟市観光miniマップ 348
28 静岡県 静岡市 旅ナビしずおか 348
28 静岡県 三島市 みしまっぷ 348

ふるさと情報コーナー（東京都中央区日本橋2-3-4日本橋プラザビル1階）
運営時間：10時～19時　　　休み：元旦
問合せ先：地域づくり情報課　畠田、村山　TEL:03-5202-6139

● ● ●

ふるさとふるさと
情報コーナー情報コーナー

● ● ●

札
幌
、仙
台
が
１
・
２
位
、３
位
京
都
は
３
種
類
ラ
ン
ク
イ
ン

〜
市
町
村
人
気
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

ベ
ス
ト
30―

平
成
24
年
度
〜
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〝
農
〞
は
ま
ち
の
礎

　

本
市
は
、
静
岡
県
西
部
に
位
置
し
気
候

は
温
暖
多
雨
、
全
国
で
も
日
照
時
間
が
長

い
地
域
で
あ
り
、
年
平
均
気
温
も
16
〜
17

度
と
１
年
を
通
じ
て
快
適
な
環
境
で
す
。

こ
の
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
、
米
、
茶
、

温
室
メ
ロ
ン
の
県
下
有
数
の
生
産
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
を
通
じ
大

地
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た
歴
史
は
、
心

豊
か
で
団
結
心
の
あ
る
住
民
気
質
を
育

み
、ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
豊
富
な
農
業
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
強
み
に
、
全
て
の
施
策
に
共

通
す
る
行
政
経
営
方
針
の
柱
と
し
た
の
が

「
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、
略
し
て

〝
農
活
〞
で
す
。

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案

　

農
活
は
、
産
業
は
も
と
よ
り
、
地
域
活

動
や
教
育
、
土
地
利
用
な
ど
、
様
々
な
場

面
で
関
わ
り
を
持
つ
農
業
を「
農
の
文
化
」

と
し
て
捉
え
、
様
々
な
農
の
効
用
を
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
暮
ら

し
に
潤
い
と
喜
び
、
高
い
満
足
度
を
も
た

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
行
政
経
営
方
針

で
あ
り
、
本
市
の
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
概
念
で
す
。

　

多
く
の
物
や
サ
ー
ビ
ス
に
満
た
さ
れ
、

自
由
で
便
利
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
私
た
ち
の
意
識

は
、
健
康
や
生
き
が
い
、
自
然
と
の
共
生

な
ど
真
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
変
容
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
の
発
展
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
に
地
域
固
有

の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
今

日
、
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
活
に
よ
っ
て
「
生
活
の

質
の
向
上
」
と
「
産
業
振
興
」
を
ね
ら
い
、

ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
『
人
も
自
然
も
美

し
く 

活
力
あ
ふ
れ
る 

日
本
一
健
康
文
化

都
市
』
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

（
１
）
生
活
の
質
の
向
上

　

農
と
の
か
か
わ
り
合
い
に
よ
る
健
康
増

進
や
福
祉
・
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充

実
な
ど
、
市
民
生
活
の
質
を
高
め
る
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

（
２
）
産
業
振
興

　

新
た
な
特
産
品
の
開
発
や
、
６
次
産
業

化
な
ど
に
よ
る
新
規
事
業
の
創
出
な
ど
に

よ
っ
て
産
業

の
振
興
を
図

り
、
ま
ち
の

活
性
化
を
促

す
取
り
組
み

を
推
進
し
ま

す
。

　

こ
う
し
た

農
活
の
概
念

図
と
詳
細
な

事
業
は
表

１
、
２
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み

　

本
市
に
お
け
る
学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
袋
井
産
米
を
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
使

地域
TOPICS
トピックス

土
に
は
じ
ま
り
、
土
に
生
き
る

〜
ま
ち
の
成
長
戦
略
に
〝
農
活
〞
を
〜

静
岡
県
袋
井
市
企
画
政
策
課 

企
画
係
長　

●　

小
柳
津
和
彦

袋井の特産品などをPRする「ふくろい宣伝隊」

表１　「農を活かしたまちづくり概念図」
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用
す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
も
地
産
地
消
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
９
月
、
生
鮮

野
菜
の
カ
ッ
ト
や
洗
浄
が
可
能
な
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
す
る
こ
と
と
な

り
、
地
元
野
菜
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
う

こ
と
か
ら
、
こ
の
機
能
を
活
用
し
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
地
元
農
産
物
を
取
り
入
れ

た
、
安
心
・
安
全
な
食
材
を
学
校
給
食
に

活
か
す
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

調
整
し
た
り
、
需
要
に
見
合
っ
た
作
付
け

指
導
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

定
し
た
納
入
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。

畑
作
作
物
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
本
市
に

と
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
は
極

め
て
重
要
で
す
。
ま
た
、
要
求
に
応
じ
た

食
材
を
戦
略
的
に
生
産
す
る
た
め
の
施
策

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
も
と
よ
り
、
地
産
地
消
へ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

は
、
生
産
者
と
消
費
者
、
事
業
者
と
の
絆

を
深
め
農
業
を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
経

済
活
動
の
み
な
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
な
ど
広
く
市
の
発
展
を
促
す
こ
と
と
な

り
ま
す
。「
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
地
域
に
根
付
く
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
成
長
戦
略
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
っ
て「
市

民
の
生
活
の
質
の
向
上
」
と
「
産
業
振
興
」

を
図
り
日
本
一
健
康
文
化
都
市
を
実
現
す

る
こ
と
は
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
み
ん
な
の

願
い
で
す
。

のびのび園庭グリーン事業。芝生化された園庭で行われた運
動会の様子

いきいき健茶グリーン事業。学校に設置された
給茶器からお茶を入れて楽しむ小学生ら

表２　“農活”で取り組み中の主な事業

事業名 内容
いきいき健茶グリーン事業 茶振興（給茶器設置） 
　小さい頃から特産品である緑茶を飲む習慣を身につけお茶に親しむ環境づくりに努めるとともに、
緑茶に含まれるカテキンやポリフェノールなどの成分によって児童の健康増進を図る。平成22年度
に市内小学校全12校に42台の給茶器を設置。茶葉は袋井茶振興協議会が提供。
のびのび園庭グリーン事業 保育所・幼稚園園庭の芝生化
　芝生を園庭に利用することによって、屋外での遊びを通じた子どもたちの体力の向上や、緑化に
よる癒しの効果により情緒の安定などに繋げる。平成22年度から３園ずつ５年間かけて全園を芝生
化する。現在９園、約6,000㎡を実施。植え込みから日常管理までを園児や保護者、幼稚園職員が中
心となり、自治会やボランティアと協力し推進。
ふくろい特産物宣伝隊支援事業 農作物の販売促進など
　特産品などを、市に関する写真やイラストを描いたラッピングトラックに積み込み、大消費地や
イベント開催地に直接配送。袋井ブランドのPRを促進。
市民農園拡充事業 市民農園の利用促進
　遊休農地を活用し市民が農に親しむ環境を整備。市民農園開設事業費補助金を設け、農園開設者
を募集。現在、８農園、195区画(１区画30㎡以上)、約16,000㎡を整備。
農を活かした授業づくり事業 学校授業での農体験
　市内全小学校を対象に、米、そば、大豆、茶などの栽培や加工と食をテーマとした総合的な学習・
生活科などの授業を実施。農業体験を通じて自然や地域の人々とより良くかかわろうとする教育活
動を推進し、自然を愛し、心優しい豊かな共生意識にあふれた子どもを育む。
竹エネルギー活用促進事業 竹の活用など
　生竹を粉砕・発酵させた「竹パウダー」を活用した生ゴミの堆肥化によってゴミの減量を図る。
里山などで増加する管理の行き届かない竹林対策にも繋げる。市は竹粉砕機２機を購入、登録団体
への貸し出しを行うとともに、講習会を開催し普及に努める。
菜の花エコプロジェクト バイオマス利活用など
　公募の市民からなる菜の花サポーターとともに、地元の養蜂家と連携し栽培から加工までを行う。
菜種から搾油した食用油は一部、学校給食にも用いている。
袋井フロンティア農園プロジェクト 耕作放棄地解消など
　耕作放棄地を市民のフロンティア精神で開拓・復元。平成22年度に募集・決定した「未来へ贈る
市民夢プロジェクト」のひとつ。市民、地域、企業、行政のオール袋井で耕作放棄地の解消を目指す。
現在3.1ヘクタールの耕作放棄地を解消。
はじめよう！農業人育成事業 新規農業者育成
　新規に農業を始めようとする者や農業に興味のある者を育て、支援する取り組み。現在19人が受
講し、２人が就農した。
農作物加工販売応援事業 ６次産業化推進
　平成23年度から「６次産業化促進支援事業費補助金」を設け事業展開。特産品である米を使った
「米粉のホットケーキミックス」を開発。市は、経営相談やセミナーなども実施し、６次産業に意欲
を示す農・商・工業者のマッチングを図る。
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●
協
力
隊
員
５
人
採
用
、３
人
が
定
住

　

島
根
県
飯
南
町
は
、
人
口
５
５
０
０
人

あ
ま
り
の
広
島
県
と
の
県
境
に
あ
る
小
さ

な
町
で
す
。多
く
の
山
間
市
町
村
と
同
様
、

人
口
・
世
帯
数
は
減
少
傾
向
が
続
く
と
と

も
に
、
若
者
の
流
出
に
よ
り
高
齢
化
率
が

40
％
近
く
に
な
る
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
・

地
域
活
動
の
活
発
化
を
図
る
た
め
、
平
成

22
年
度
に
５
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

採
用
し
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
４
地

区
に
１
名
ず
つ
配
置
し
、
も
う
１
名
は
、

担
当
地
区
を
指
定
せ
ず
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
連
絡
調
整
や
各
協
力
隊
の
活
動
及

び
町
内
全
域
の
地
域
活
動
・
交
流
事
業
を

支
援
す
る
人
材
（
飯
南
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。

　

４
地
区
に
配
置
し
た
協
力
隊
は
、
あ
る

者
は
農
作
業
の
応
援
、
あ
る
者
は
廃
校
を

活
用
し
た
交
流
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

な
ど
、
そ
の
活
動
は
地
区
に
よ
っ
て
様
々

で
し
た
。
し
か
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
都
市
部
か
ら
飯
南
町
へ
移
住
し
て

き
た
者
同
士
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
悩
み

な
ど
共
通
す
る
部
分
も
多

く
、
そ
の
相
談
相
手
と
し

て
も
飯
南
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
存
在
は
と
て
も
大
き

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

飯
南
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
自

身
、
ほ
か
の
協
力
隊
の
サ

ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
自
身
の

居
住
す
る
滞
在
型
市
民
農

園
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の

交
流
事
業
に
積
極
的
に
参

加
す
る
な
ど
し
て
地
域
に
溶
け
込
み
、
３

年
目
の
年
は
任
期
終
了
後
の
定
住
を
見
据

え
、「
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
」と
、

公
民
館
と
連
携
し
た
事
業
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、「
移
動
図
書
館
」

で
す
。
小
学
校
区
単
位
で
あ
る
志
々
地
区

で
、
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た

移
動
図
書
館
は
、
地
区
内
の
集
会
所
6
カ

所
を
毎
月
１
回
巡
回
し
て
図
書
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
は
少
な

か
っ
た
利
用
者
も
、
音
楽
を
流
し
た
り
、

チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
す
る
工
夫
に
よ
っ

て
回
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
て
い
き
、
移

動
図
書
館
は
地
域
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
で
任
期
終
了
と
な
っ
た
飯
南

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
現
在
、
滞
在
型
市
民

農
園
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
運
営
す
る
地

元
の
会
社
に
就
職
し
、「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
支
配
人
」
と
し
て
多
忙
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
協
力
隊
５
名
の
う
ち
３
名
が
飯

南
町
に
定
住
し
て
お
り
、
協
力
隊
と
し
て

過
ご
し
た
３
年
間
に
築
い
た
地
域
と
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

た
め
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
産
業
振
興
事
業
に
も
従
事

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
地
区
担

当
の
協
力
隊
以
外
に
、
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
産
業
振
興
事
業
（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
・

産
直
市
支
援
・
日
本
酒
醸
造
技
術
継
承
及

び
販
路
拡
大
等
）
に
従
事
す
る
協
力
隊
も

採
用
し
、
現
在
は
地
区
担
当
が
２
名
、
産

業
振
興
事
業
担
当
が
４
名
活
動
中
で
す
。

　

今
年
３
月
、
国
土
交
通
省
の
直
轄
事
業

と
し
て
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

が
開
通
し
、
飯
南
町
の
大
動
脈
と
も
い
え

る
国
道
54
号
の
通
行
量
減
少
は
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
飯
南
町
の
目
的
地
と

し
て
の
魅
力
向
上
、
町
内
外
の
交
流
促
進

へ
の
更
な
る
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、
地
元
の
人

で
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
資
源

の
掘
り
起
こ
し
や
情
報
発
信
等
、
新
た
な

視
点
か
ら
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
力
を

発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

都
市
部
か
ら
飯
南
町
に
移
住
し
た
協
力

隊
員
が「
こ
の
地
域
の
自
慢
は
何
だ
ろ
う
」

「
眠
っ
て
い
る
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
は

ず
だ
」
と
、
一
生
懸
命
に
考
え
、
試
行
錯

誤
す
る
姿
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
自

ら
が
暮
ら
す
地
域
の
資
源
・
文
化
を
再
認

識
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
住
民
の
活
力

創
出
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
力

隊
員
に
と
っ
て
も
、
田
舎
の
風
習
に
驚
い

た
り
、
協
力
隊
と
し
て
当
初
思
い
描
い
て

い
た
姿
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
こ
と
は
あ

り
つ
つ
も
、
地
域
を
良
く
す
る
た
め
に
地

域
の
人
と
共
に
考
え
行
動
す
る
日
々
は
、

確
実
に
、
協
力
隊
員
自
身
が
成
長
し
て
い

く
糧
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
協
力
隊
員
同
士
の
連
携
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
町
と
し
て
協
力
隊
が

活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力
隊
員
が
持
つ

個
性
・
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
視
点
か
ら
、特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

―
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
情
報
発
信―

島
根
県
飯
南
町
企
画
財
政
課

企
画
担
当

　

●　

鳥
屋
ヶ
原
由
紀

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
活
動
事
例（
10
）

島
根
県
飯
南
町

クラインガルテン交流事業の様子（稲刈り）

集会所を巡回する移動図書館
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● 

地
域
づ
く
り
と
は
無
縁
の 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
カ
月
あ
ま
り
過

ぎ
た
初
夏
の
あ
る
日
、
一
両
編
成
の
汽
車

に
揺
ら
れ
私
は
こ
の
町
（
愛
媛
県
伊
予
市

双
海
町
）
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
り

降
り
立
っ
た
無
人
駅
は
、
瀬
戸
内
の
青
い

海
が
空
と
混
ざ
り
合
う
よ
う
に
広
が
り
、

耳
鳴
り
の
よ
う
な
し
ん
と
し
た
音
と
、
煩

（
う
る
さ
）
い
ほ
ど
の
ウ
グ
イ
ス
の
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
こ
の
無

人
駅
が
自
分
の
仕
事
の
拠
点
に
な
る
の
だ

ろ
う
と
微
か
に
感
じ
た
こ
と
を
憶
え
て
い

ま
す
。

　

私
は
東
京
で
20
年
以
上
、
広
告
代
理
店

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
金
融
危
機
と
震
災

と
い
う
２
つ
の
大
き
な
衝
撃
が
な
け
れ
ば

東
京
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
ま
だ
４
歳
だ
っ
た
一
人
娘
の
人
生
の

こ
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
を
思
い
、
ま
っ
た

く
縁
の
な
か
っ
た
愛
媛
県
に
、
夕
日
が
美

し
い
と
い
わ
れ
る
こ
の
町
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
仕
事
は
、
た
ま
た

ま
見
つ
け
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
し
た
。

●
地
域
の
「
人
」
に
光
を
あ
て
る

　

伊
予
市
の
嘱
託
職
員
と
し
て
着
任
し
た

も
の
の
、
地
域
づ
く
り
と
は
無
縁
の
会
社

員
で
、
正
直
な
に
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い

の
か
わ
か
ら
ず
、
町
誌
を
読
み
込
み
な
が

ら
担
当
す
る
双
海
町
の
６
０
０
世
帯
を
訪

ね
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
こ
の

美
し
い
町
の
本
当
の
宝
は
「
人
」
な
の
だ

と
気
付
き
ま
し
た
。

　

ど
の
地
域
に
も
素
晴
ら
し
い
生
き
方
を

し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
し
か
し
そ

こ
に
な
か
な
か
光
は
あ
た
ら
な
い
。
私
は

こ
の
町
の
人
が
言
う「
な
ん
ち
ゃ
な
い（
何

も
な
い
）」
生
き
方
に
感
動
し
、
あ
る
旅

行
会
社
の
賞
に
「
な
ん
ち
ゃ
な
い
」
活
動

を
書
い
て
応
募
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国

的
な
評
価
を
得
て
、
優
秀
賞
と
多
額
の
賞

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
の
生

き
方
は
な
ん
ち
ゃ
な
い
も
の
で
は
な
く
素

晴
ら
し
い
も
の
な
の
で
す
」
と
何
度
も
言

い
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
で
双
海
町
の
〝
な
ん
ち
ゃ
な

い
〞
皆
さ
ん
は
表
彰
状
を
６
枚
受
け
取
り

ま
し
た
。
今
で
は
「
表
彰
状
は
も
う
い
ら

ん
。
飾
る
と
こ
ろ
が
な
い
ん
や
け
ん
」
と

嬉
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
学
校
「
双
海
人
」

　

平
成
24
年
４
月
、
私
も
そ
の
創
設
に
関

わ
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
学
校
双
海
人
（
ふ

た
み
ん
ち
ゅ
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

校
訓
を
「
ふ
た
み
」
に
引
っ
か
け
、（
ふ
）

る
さ
と
を
愛
し
（
た
）
の
し
く
学
び
（
み
）

ん
な
が
幸
せ
に
な
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
は
「
双
海
町
に
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
」
を
合
言
葉
に
生
ま
れ
た
地
域
づ

く
り
の
学
び
舎
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
月
１
回
の
集
ま
り
へ
の
参

加
者
は
25
年
５
月
現
在
で
約
50
人
、
高
校

生
か
ら
80
歳
代
の
高
齢
者
ま
で
、
町
内
の

住
民
を
中
心
に
、
近
隣
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
経
営

者
、
市
や
県
の
職
員
な
ど
、
多
様
な
メ
ン

バ
ー
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ア
、
例
え
ば
特
産
品
の
開
発
で
あ
れ

ば
ま
ず
実
際
に
試
作
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト

や
道
の
駅
な
ど
で
販
売
し
成
果
を
図
る
。

そ
し
て
同
時
に
活
動
資
金
も
得
る
。
持
ち

寄
っ
た
様
々
な
ア
イ
デ
ア
（
学
び
）
を
す

ぐ
に
行
動
（
実
践
）
に
移
す
。
こ
の
実
践

の
部
分
を
担
う
こ
と
が
協
力
隊
の
大
切
な

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
移
住
の
受
け
入
れ
に
向
け
て

　

こ
の
町
で
も
少
子
化
は
深
刻
で
あ
り
、

解
決
に
は
移
住
受
け
入
れ
し
か
選
択
肢
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
、
ま
ち
づ
く
り
学
校

を
中
心
に
町
全
体
で
取
り
組
む
移
住
受
け

入
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
ま
し

た
。
ま
ず
は
空
き
家
調
査
か
ら
始
め
ま
す

が
、
こ
れ
に
は
生
業
づ
く
り
や
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
子
ど
も
た

ち
が
誇
り
を
持
て
る
故
郷
づ
く
り
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

が
不
可
欠
で
す
。

●
ま
だ
ま
だ
終
わ
ら
な
い

　

私
の
目
標
で
あ
る
「
す
べ
て
の
世
代
が

暮
ら
し
や
す
い
町
」
づ
く
り
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
、
こ
の
任
期
中
で
と
て
も
果
た
せ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
こ
れ
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

た
く
さ
ん
の
ご
縁
と
ご
恩
を
い
た
だ
い
た

こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に

〜
住
民
が
知
恵
を
絞
っ
て
課
題
解
決
に
挑
む
〜

ま
ち
づ
く
り
学
校 

双
海
人
（
ふ
た
み
ん
ち
ゅ
）

Ｊ
Ｒ
下
灘
駅
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
委
員
会　

●　

冨
田　

敏

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
活
動
事
例（
11
）

愛
媛
県
伊
予
市

筆者（右端）のご家族。かつての
日本一海に近い駅、下灘駅にて

まちづくり学校「双海人」のメンバー
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伸
び
る
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

13
年
で
46
倍
に

　

沖
縄
が
本
土
復
帰
し
た
昭
和
47
年
に
約

44
万
人
だ
っ
た
入
域
観
光
客
数
は
、
平
成

10
年
に
は
約
４
１
３
万
人
、
平
成
24
年
に

は
約
５
９
２
万
人
と
な
り
、
順
調
に
増
加

し
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
結
婚
式
の
た
め
沖
縄
を
訪

れ
る
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」

は
、
県
観
光
振
興
課
に
よ
る
「
平
成
24
年

沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
統
計
調

査
」
に
よ
る
と
、
平
成
11
年
の
挙
式
組
数

２
０
０
組
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
20
年

に
は
初
の
９
千
組
を
超
え
、
平
成
24
年
に

は
過
去
最
高
の
９
１
１
８
組
を
記
録
し

た
。
13
年
間
で
実
に
46
倍
の
伸
び
を
見
せ

て
い
る
。

　

ま
た
、
一
組
あ
た
り
の
平
均
参
列
者
数

は
19
名
で
あ
り
、
平
成
24
年
の
挙
式
組
数

か
ら
計
算
す
る
と
、
新
郎
新
婦
を
含
め
約

19
万
1
千
人
の
方
が
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
で

来
訪
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
草
創

期
に
は
、「
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
が
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
連
絡
会
」
を
立
ち
上
げ
、
挙
式

施
行
会
社
と
関
連
各
社
の
情
報
交
換
、
県

外
向
け
の
情
報
発
信
等
を
行
い
、
沖
縄
リ

ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
成
長
を
手
助
け

い
た
だ
い
た
。

挙
式
関
連
企
業
で
協
会
設
立

　

し
か
し
、
順
調
に
伸
び
て
き
た
沖
縄
リ

ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
は
、
平
成
20
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
低
迷

や
、
平
成
23
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
等

の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
目
標
と
し
て
い

た
「
平
成
23
年
1
万
組
」
が
達
成
困
難
な

状
況
を
迎
え
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
統
一
し
た
情
報
収
集
や

情
報
発
信
、
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
合
同
ブ
ラ
イ
ダ

ル
フ
ェ
ア
等
の
継
続
的
な
セ
ー
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
活
性
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
、
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
に

携
わ
る
挙
式
施
行
会
社
や
関
連
企
業
23
社

で
、
平
成
23
年
４
月
に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
会
」
を
設
立
し
た
。

東
京
や
大
阪
、
海
外
で
も

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア

　

協
会
で
は
毎
月
22
日（
ふ
ー
ふ
）を「
沖

縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
日
」
と
定

め
、
22
日
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
で
来
訪
す
る

カ
ッ
プ
ル
を
空
港
で
お
迎
え
す
る
「
空
港

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
23
年
４
月
以
降
、
21
組
の
カ
ッ
プ
ル
を

お
迎
え
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
で
2
回
、
大
阪
で
1
回
の

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
沖
縄
リ

ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
魅
力
を
発
信
す

る
予
約
相
談
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

海
外
に
お
い
て
も
、「
香
港
」「
台
湾
」「
韓

国
」
の
3
地
域
で
沖
縄
県
・
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
連
携
し
、

協
会
と
し
て
は
初
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
直
接
海
外
の
お
客

様
へ
情
報
発
信
、予
約
相
談
会
を
行
っ
た
。

特
に
海
外
の
フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
目
標
成

約
数
を
大
き
く
上
回
る
結
果
を
残
せ
た
こ

と
は
、
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
に

と
っ
て
明
る
い
材
料
に
な
る
と
と
も
に
、

今
後
の
方
向
性
を
再
確
認
す
る
機
会
と

な
っ
た
。

リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
推
進

　

海
外
か
ら
の
お
客
様
を
迎
え
る
に
あ
た

り
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
「
リ
ー
ガ

ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
が
あ
る
。
リ
ー
ガ
ル

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
は
法
的
に
も
効
力
を
持
つ

海
外
で
の
挙
式
を
指
し
、
具
体
的
に
は
、

海
外
か
ら
挙
式
目
的
で
訪
日
し
た
カ
ッ
プ

ル
が
、
日
本
の
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
の

窓
口
で
婚
姻
手
続
き
を
行
い
、「
婚
姻
届

受
理
証
明
書
」
を
発
行
し
て
も
ら
う
行
為

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
証
明
書
を
翻
訳
し

て
自
国
の
役
所
に
提
出
す
る
と
、
本
国
で

も
婚
姻
が
成
立
し
、
日
本
方
式
で
婚
姻
し

2013・7月号 36

沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
会
事
務
局
（
株
式
会
社
ビ
ッ
ク
沖
縄
）　
●　

屋
部　

司

リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
で
沖
縄
観
光
を
振
興

　

  
〜
海
外
か
ら
も
誘
客
、「
20
年
に
２
万
組
」
め
ざ
す
〜

〜
北
か
ら
南
か
ら
〜

沖
縄
県
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た
記
録
も
残
る
。
こ
の
リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
の
手
続
き
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
は
、
市
町
村
と
挙
式
施
行
会
社
の
連
携

が
鍵
と
な
る
。

　

県
内
で
は
リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
に

必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
早
く
か
ら
受
け

入
れ
自
治
体
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
推
進

し
て
き
て
お
り
、
㈱
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス

チ
ュ
チ
ュ
沖
縄
が
平
成
22
年
か
ら
国
頭
村

で
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
あ

る
。

　

チ
ュ
チ
ュ
沖
縄
の
常
務
取
締
役
で
、
同

協
会
理
事
の
中
澤
正
敬
氏
は
、
沖
縄
リ

ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
外
国
人

挙
式
の
現
状
に
つ
い
て
、「
半
数
以
上
が

香
港
か
ら
の
カ
ッ
プ
ル
で
、
沖
縄
の
青
い

海
、
白
い
砂
浜
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
挙

式
や
写
真
撮
影
、
ま
た
直
行
便
で
約
2
時

間
半
と
い
う
便
利
さ
で
人
気
が
高
い
。
そ

の
香
港
の
カ
ッ
プ
ル
か
ら
リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
沖
縄
全

域
で
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
た

め
、
沖
縄
で
は
な
く
グ
ア
ム
や
ハ
ワ
イ
が

選
ば
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平

成
22
年
よ
り
国
頭
村
が
先
駆
け
て
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
後
、
リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
の
受
け
入
れ
自
治
体
が
年
々
増
加
す
る

に
伴
い
、
海
外
か
ら
の
挙
式
の
組
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
も
で
き
る
沖
縄
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

県
も
受
け
入
れ
体
制
を
整
備

　

こ
れ
ま
で
、
新
婚
旅
行
を
兼
ね
た
写
真

撮
影
や
、
2
人
だ
け
の
挙
式
を
行
う
カ
ッ

プ
ル
が
多
か
っ
た
が
、
リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
が
実
施
可
能
に
な
る
こ
と
で
、

多
く
の
参
列
者
を
連
れ
て
く
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
特
に
香
港
で
は
富
裕
層
に
人
気

が
あ
り
、
参
列
者
が
増
加
す
る
こ
と
で
挙

式
以
外
の
経
済
効
果
も
高
く
な
り
、
沖
縄

へ
の
外
国
人
観
光
客
増
加
に
も
つ
な
が
っ

て
く
る
。

　

参
列
者
も
、「
一
番
近
い
日
本
」
と
し

て
の
沖
縄
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
グ
ル
メ

に
も
大
変
興
味
が
あ
る
た
め
参
列
を
機
に

リ
ピ
ー
タ
ー
化
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

る
。
実
際
に
国
頭
村
に
お
い
て
は
、
リ
ー

ガ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
実
施
以
降
、
新
し

い
客
層
や
観
光
客
数
の
拡
大
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
地
域
も
取
り
組
み
の
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
。
沖
縄
県
と
し
て
も

観
光
誘
致
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
沖
縄

リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
を
推
進
し
て

お
り
、
リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
受
け
入

れ
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
、
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
グ
ア
ム
・
ハ
ワ
イ
に

比
べ
、
沖
縄
で
リ
ー
ガ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

が
可
能
と
い
う

認
知
度
は
ま
だ

ま
だ
低
く
、

チ
ャ
ペ
ル
の
あ

る
市
町
村
で
も

受
け
入
れ
体
制

が
整
っ
て
い
な

い
自
治
体
も
あ

る
。
ま
た
、
沖

縄
で
発
行
し
た

「
婚
姻
届
受
理

証
明
書
」
は
、
本
国
で
英
文
に
翻
訳
し
日

本
領
事
館
へ
提
出
後
、
確
認
の
押
印
を
受

け
な
い
と
、
香
港
政
府
に
提
出
出
来
な
い

た
め
、
カ
ッ
プ
ル
の
負
担
が
重
い
と
い
う

現
状
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
婚
姻
届
受
理

証
明
書
発
行
に
必
要
な
書
類
の
中
に
「
独

身
証
明
書
」
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
一
夫

多
妻
制
を
と
る
国
の
カ
ッ
プ
ル
に
お
い
て

は
対
応
が
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
域
の
事
例
も
研

究
し
な
が
ら
対
応
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

20
年
に
２
万
組
が
目
標

　

協
会
で
は
、「
２
０
２
０
年　

挙
式
組

数
2
万
組
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
昨
年
度
の
平
均
参
列
人
数
を
単
純

に
か
け
る
と
42
万
人
に
な
り
、
こ
の
数
字

は
現
在
沖
縄
を
訪
れ
て
い
る
修
学
旅
行
の

来
訪
人
数
に
匹
敵
す
る
。

　

２
０
２
０
年
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

で
、「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」

が
沖
縄
観
光
の
大
き
な
柱
に
な
り
、
沖
縄

観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
一
端
を
担
え
る
産
業
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
楽
園
を
、
世
界
中
の
恋
人
た

ち
へ
」。
こ
の
言
葉
を
胸
に「
沖
縄
リ
ゾ
ー

ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
を
さ
ら
に
世
界
中
に

広
げ
て
い
く
考
え
だ
。

2013・7月号37

「沖縄リゾートウェディングの日」。５月は香港から
カップルとご家族をお迎えした

「沖縄リゾートウェディング　ブライダルフェアin東京
2013」の様子。今年１月に東京・青山で開催された

リゾートチャペルの内部。外の景色が見え、開放感
があふれている
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38

全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
を

開
催

　

長
野
市
は
、
善
光
寺
の
門
前
町
と
し
て

古
く
か
ら
全
国
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
お

り
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
い
ま
す
。
市
街
地
か
ら
北
に
戸
隠
山
、

飯
縄
山
な
ど
の
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の

山
並
み
を
望
み
、
市
内
中
央
を
一
級
河
川

の
犀
川
、
千
曲
川
が
流
れ
る
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
街
で
す
。

　

本
市
で
は
、
１
９
９
８
年
に
開
催
さ
れ

た
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
冬
季
競
技
大
会
の
成
功
と
美
し
い
自
然

や
伝
統
あ
る
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
、「
〜

善
光
寺
平
に
結
ば
れ
る
〜
人
と
地
域
が
き

ら
め
く
ま
ち
〝
な
が
の
〞」
を
都
市
像
に

据
え
る
と
と
も
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
重
点
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
、
多
様
な
施
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
「
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事

業
」
の
承
認
大
会
と
し
て
、
平
成
19
年
度

か
ら
「
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
本
大
会
は
、
今
年
度

（
平
成
25
年
度
）
で
34
回
を
迎
え
る
歴
史

と
伝
統
あ
る
大
会
で
あ
り
、
歴
代
の
出
場

者
か
ら
は
、
数
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
」

と
し
て
本
市
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
髙
木

美
帆
選
手
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽

生
結
弦
選
手
、
村
上
佳
菜
子
選
手
な
ど
、

現
在
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
て

い
る
選
手
が
出
場
し
て
お
り
、
中
学
生
ス

ケ
ー
タ
ー
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
る
大

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
高
の
競
技
環
境
を

　

競
技
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
が
長
野

市
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
ア
リ
ー
ナ
「
エ
ム

ウ
ェ
ー
ブ
」、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
が

長
野
市
若
里
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

「
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
」
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

両
会
場
と
も
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競

技
大
会
の
舞
台
と
な
っ
た
会
場
で
あ
り
、

長
野
市
が
世
界
に
誇
る
ア
イ
ス
リ
ン
ク
で

す
。
特
に
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
は
一
般
営
業

の
際
の
氷
と
は
異
な
る
、
特
別
仕
様
の
氷

を
整
備
し
て
大
会
に
臨
ん
で
お
り
、
そ
の

成
果
も
あ
っ
て
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大

会
の
大
会
記
録
は
、
す
べ
て
エ
ム
ウ
ェ
ー

ブ
で
の
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

競
技
運
営
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
ス

ケ
ー
ト
連
盟
を
中
心
と
し
た
競
技
役
員
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
大
会
や
全
日
本
ク
ラ
ス
の
大
会
の
開

催
経
験
を
生
か
し
、
非
常
に
円
滑
な
競
技

運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
最
高
水
準
の
会
場
と
円
滑
な
競
技

運
営
に
よ
り「
中
学
生
ス
ケ
ー
タ
ー
の〝
あ

こ
が
れ
の
地
〞」
と
し
て
の
地
位
を
確
固

た
る
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
会
を
支
え
る
人
た
ち

　

大
会
で
は
、
競
技
役
員
の
ほ
か
に
会
場

2013・7月号

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業

ス
ポ
ー
ツ
を
軸
に
ま
ち
づ
く
り

　
　

〜「
ス
ケ
ー
ト
競
技
の
聖
地
」を
目
指
し
て
〜

長
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局

体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
係
長　

●　

髙
池
正
之

（
長
野
市
）

平成21年度（第30回）大会で羽生結弦選手が３連覇を達成

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
、
市
区
町

村
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
連
携
・
協
力
し
て
全
国
各
地
に
青
少
年
が
あ
こ
が
れ
、
目
標

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ご
と
の
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
域
の
再
生

を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は
長
野
市
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。 

（
地
域
づ
く
り
情
報
課
）
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スポーツ拠点づくり

39

の
警
備
・
案
内
な
ど
を
「
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ

友
の
会
」
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。「
エ

ム
ウ
ェ
ー
ブ
友
の
会
」
は
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
際
、
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
た
人
を
中
心
に
、
１
９
９
８

年
10
月
に
発
足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
、
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
を
会
場
と
す
る
各
種

大
会
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
り

培
わ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
本
大
会

で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
開
会
式
で
は
、
地
元
の
中
学
生

が
司
会
、
プ
ラ
カ
ー
ド
保
持
、
旗
の
掲
揚
、

楽
曲
の
演
奏
な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
場
に
掲
出
さ
れ
る
応
援
の

ぼ
り
旗
や
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
（
会
場
装

飾
用
の
旗
）
を
毎
年
制
作
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
や
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
地
元
の
中
学
生
の
作
品
で
す
。

大
き
い
経
済
効
果

　

今
年
２
月
上
旬
開
催
の
第
33
回
大
会
で

は
選
手
５
３
０
名
、
監
督
・
コ
ー
チ
４
４

９
名
の
合
計
９
７
９
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
参
加
者
の
大
会
期
間
を
通
し

て
の
宿
泊
数
は
約
４
０
０
０
泊
で
あ
り
、

応
援
に
長
野
市
を
訪
れ
る
保
護
者
ま
で
含

め
る
と
、
観
光
業
的
に
は
比
較
的
閑
散
期

で
あ
っ
た
１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
の
時

期
に
、
大
き
な
経
済
効
果
を
与
え
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
会
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
長
野
市
の

広
報
媒
体
を
最
大
限
活
用
し
て
い
る
ほ

か
、
昨
年
の
32
回
大
会
か
ら
は
地
元
放
送

局
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
中
心
と
し

た
30
分
番
組
が
放
映
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
番
組

の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
も

大
会
の
Ｐ
Ｒ
に

一
役
買
っ
て
い

ま
す
。
観
客
数

も
年
々
増
加
し

て
お
り
、
今
年

の
観
客
数
は
約

１
万
２
３
０
０

人
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
公

益
財
団
法
人
な

が
の
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

協
力
に
よ
り
、

参
加
者
・
役
員

に
長
野
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ク
ー

ポ
ン
券
つ
き
の
飲
食
店
ガ
イ
ド
等
を
配
付

し
て
い
る
ほ
か
、
整
氷
時
間
中
に
長
野
市

の
紹
介
映
像
を
放
映
す
る
な
ど
、
再
び
長

野
市
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

「
ス
ケ
ー
ト
競
技
の
聖
地
」
を

目
指
し
て

　

長
野
市
で
の
「
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り

推
進
事
業
」
の
導
入
を
契
機
に
、
長
野
市

内
の
小
中
学
生
へ
の
ス
ケ
ー
ト
競
技
普
及

を
目
的
と
し
た
「
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
ス
ケ
ー

ト
ク
ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
、
昨
年
度
は
過

去
最
多
と
な
る
17
名
の
選
手
が
本
大
会
に

出
場
す
る
な
ど
、
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

中
学
生
と
い
う
時
期
は
、
ス
ケ
ー
ト
選

手
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
時
期
で
あ

り
、
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
を
継
続

し
て
開
催
す
る
こ
と
は
「
ス
ケ
ー
ト
の
聖

地
」
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
非
常
に
意

義
の
あ
る
こ
と
で
す
。
前
述
し
た
よ
う
な

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
競
技
会
場
と
円
滑
な

競
技
・
大
会
運
営
、
選
手
の
育
成
を
継
続

し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
目
標
に
近

づ
い
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

将
来
長
野
市
出
身
の
ス
ケ
ー
ト
選
手
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
世
界
の
ひ
の
き
舞
台

で
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

2013・7月号

今年２月の第33回大会の様子（スピードスケート）

スピードスケート会場での整氷の様子
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402013・7月号

過
疎
高
齢
化
の
波

　

対
馬
市
は
、
韓
国
と
の
国
境
に
位
置
す

る
一
島
一
市
の
離
島
自
治
体
で
あ
る
。
対

馬
は
、
山
林
が
面
積
の
89
％
を
占
め
、
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
原
始

林
が
残
る
自
然
豊
か
な
島
で
あ
る
。
標
高

２
０
０
〜
３
０
０
㍍
の
山
々
が
海
岸
ま
で

続
き
、
場
所
に
よ
っ
て
は
高
さ
１
０
０
㍍

の
断
崖
絶
壁
も
あ
り
、
勇
壮
な
自
然
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

対
馬
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
ツ
シ
マ

ヤ
マ
ネ
コ
を
は
じ
め
、
対
馬
で
し
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
生
物
や
、
朝
鮮
半
島
な

ど
の
大
陸
系
の
動
植
物
が
多
く
生
息
し
て

い
る
。
ま
た
、
渡
り
鳥
の
中
継
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
世
界
有
数
の
野
鳥
の
観
察
地

に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
急
速
な
過
疎
と
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、
１
９
６
０
年
代
に
7
万
人
い
た

人
口
は
、
今
で
は
3
万
4
千
人
。
２
０
３

５
年
に
は
1
万
5
千
人
ま
で
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
対
馬
市
で
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
総
務
省
の
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
制
度
を
導
入
し
、
地
域
デ
ザ

イ
ン
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
商
品
開
発
、
民

間
伝
承
保
全
、
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
の

分
野
で
8
名
の
隊
員
が
活
動
し
て
い
る
。

　

私
の
住
む
上
県
町
志
多
留
地
区
は
、
稲

作
伝
来
の
地
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
脱

穀
な
ど
を
行
う
共
同
作
業
場
な
ど
が
集
落

内
に
点
在
し
、
稲
作
文
化
を
色
濃
く
残
す

伝
統
的
な
景
観
が
広
が
る
。
し
か
し
対
馬

の
中
で
も
特
に
早
く
過
疎
化
が
進
ん
だ
地

域
の
一
つ
で
あ
り
、
か
つ
て
５
０
０
人
弱

い
た
住
民
は
現
在
63
名
、
高
齢
化
率
62
％

の
限
界
集
落
で
あ
る
。空
き
家
が
目
立
ち
、

水
田
や
畑
も
ほ
と
ん
ど
が
放
棄
さ
れ
て
い

る
。次

世
代
の
豊
か
さ
と
は

　

豊
か
さ
の
指
標
は
時
代
と
共
に
変
遷
す

る
。
い
わ
ゆ
る
三
種
の
神
器
が
そ
の
象
徴

で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
一
戸
建
て
の
持
ち

家
、
オ
ー
ル
電
化
な
ど
へ
と
変
わ
っ
て

い
っ
た
。
最
近
で
は
家
族
と
過
ご
す
時
間

や
充
分
な
余
暇
な
ど
、
精
神
的
な
も
の
へ

と
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

経
済
的
な
豊
か
さ
が
優
先
さ
れ
て
き
た

結
果
、
離
島
・
中
山
間
地
域
で
は
急
速
に

過
疎
化
が
進
ん
だ
。
自
然
資
源
が
豊
か
で

あ
る
が
、
自
然
に
対
す
る
人
の
営
み
が
弱

ま
る
こ
と
に
よ
り
、
里
地
里
山
環
境
が
変

化
し
、
生
物
多
様
性
の
危
機
を
招
い
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
自
然
資
源
か
ら
の
恵
み
を
享
受
し
、

地
域
や
家
族
の
絆
の
中
で
営
み
を
続
け
る

豊
か
さ
を
再
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
離

島
や
中
山
間
地
は
、「
次
世
代
の
豊
か
さ
」

を
先
導
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

次
世
代
の
豊
か
さ
創
出
事
業
：

内
容
と
成
果

　

若
い
夫
婦
世
帯
が
い
な
い
た
め
、
こ
の

集
落
で
人
口
の
自
然
増
は
あ
り
え
な
い
。

集
落
存
続
の
た
め
、
担
い
手
と
な
る
若
い

移
住
者
を
受
け
入
れ
る
し
か
道
は
な
い
。

そ
こ
で
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
移

住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」

を
活
用
し
、
島
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
新
た
な
担
い
手
と
な
る
移
住
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
、
島
の
体
験
を
商
品
化
し
て

地
域
活
性
化
の
原
動
力
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
以
下
の
事
業
を
行
っ
た
。

（
１
） 

古
民
家
再
生
事
業
：
伝
統
の
知
恵

と
企
業
の
最
新
技
術
が
融
合
し
た

「
新
し
い
古
民
家
」

　

移
住
促
進
の
た
め
に
自
治
体
が
空
き
家

情
報
を
提
供
す
る
例
は
多
い
が
、
移
住
者

の
ニ
ー
ズ
と
の
ず
れ
が
往
々
に
し
て
あ

る
。
例
え
ば
、
都
市
か
ら
の
移
住
者
は
田

（
長
崎
県
対
馬
市
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
共
生
村
協
議
会

対
馬
市
島
お
こ
し
協
働
隊
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）　
●　

木
村
幹
子

移
住
促
進
に
向
け
、古
民
家
再
生
や
島
暮
ら
し
体
験

〜「
次
世
代
の
豊
か
さ
」を
先
導
す
る
地
域
づ
く
り
〜

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」と
し
て
、地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
、
平
成
24
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
長
崎
県
対
馬
市
の
取
り
組
み
を
ツ
シ
マ
ヤ

マ
ネ
コ
共
生
村
協
議
会　

対
馬
市
島
お
こ
し
協
働
隊
の
木
村
幹
子
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）
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舎
に
来
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
パ
ー

ト
に
住
む
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
。
一

方
、
企
業
も
生
き
残
り
を
か
け
て
様
々
な

環
境
配
慮
技
術
を
開
発
し
て
い
る
。
地
域

に
残
る
伝
統
の
知
恵
と
、
最
新
の
企
業
の

技
術
が
融
合
し
た
と
き
、
古
い
け
れ
ど
も

新
し
い
、
快
適
だ
け
れ
ど
環
境
に
負
荷
を

か
け
な
い
理
想
の
住
宅
が
完
成
す
る
は
ず

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
う
し
た
次
世
代
の
豊
か
さ

を
実
現
す
る
住
ま
い
づ
く
り
を
模
索
す
る

た
め
、
企
業
、
大
学
、
地
域
、
行
政
が
連

携
し
て
古
民
家
の
現
況
調
査
、
再
生
に
向

け
た
意
見
交
換
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
、古
民
家
再
生
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
。

風
、
太
陽
、
庭
木
等
を
活
用
し
た
環
境
配

慮
技
術
を
踏
ま
え
、
古
民
家
再
生
の
み
な

ら
ず
集
落
全
体
の
里
地
里
山
保
全
や
活
性

化
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

実
現
に
向
け
た
体
制
整
備
を
も
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
以
降
は
、
こ
の

提
案
を
実
行
に
移
す
べ
く
、
移
住
・
交
流

の
推
進
拠
点
と
し
て
古
民
家
の
改
修
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

（
２
）
体
験
滞
在
型
観
光
の
試
行

　

移
住
者
の
確
保
は
、
地
域
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
か
ら
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
地
域

を
訪
れ
、
地
域
の
暮
ら
し
を
体
験
し
、
住

民
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
で
き
る
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
島
で
の
暮

ら
し
体
験
が
観
光
商
品
と
な
り
う
る
か
を

模
索
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実

施
し
た
。

　

対
馬
の
農
山
村
に
息
づ
く
知
恵
や
技
術

を
学
習
・
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
地

区
の
住
民
を
講
師
と
し
て
起
用
し
、
伝
統

養
蜂
や
一
本
釣
り
漁
業
、
郷
土
料
理
づ
く

り
、
古
民
家
の
修
繕
作
業
な
ど
を
体
験
し

て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
夜
は
ツ
シ
マ
ヤ
マ

ネ
コ
の
探
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん

だ
。
ま
た
、
参
加
者
の
宿
泊
先
と
し
て
地

区
内
の
農
家
や
漁
師
の
自
宅
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
高
評
価

を
得
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
体
験
を
有
料
で
提

供
す
る
こ
と
が
充
分
可
能
で
あ
る
と
の
手

応
え
を
得
た
。
と
り
わ
け
民
泊
は
満
足
度

が
高
く
、
も
う
一
度
対
馬
に
来
た
い
と
い

う
。
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
濃
さ
が
そ
の

要
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
も
っ
と
体
験
内
容
の

説
明
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

多
く
、
伝
統
的
な
営
み
が
「
学
び
」
と
し

て
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

で
き
た
。
住
民
意
識
に
も
変
化
が
表
れ
て

お
り
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
受
け
入
れ
た

こ
と
で
、
本
格
的
に
民
泊
に
取
り
組
み
た

い
と
の
意
欲
を
示
す
世
帯
が
現
れ
て
い

る
。今

後
の
展
望

〜
「
学
び
」
の
商
品
化
を
目
指
し
て

　

自
然
や
伝
統
技
術
・
文
化
が
今
で
も
色

濃
く
残
る
対
馬
に
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
資
源
を
活
か
し
、「
学
び
」
の
提
供
を

柱
と
し
た
地
域
活
性
化
を
目
指
す
べ
く
、

人
材
育
成
や
都
市
農
村
間
の
交
流
を
担
う

法
人
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
立
ち
上
げ
間
も
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
た
い
と
移
住
し
て

く
る
人
材
も
現
れ
た
。
平
成
25
年
度
か
ら

は
、「
域
学
連
携
」
地
域
活
力
創
出
モ
デ

ル
実
証
事
業
の
採
択
を
受
け
、
人
材
育
成

と
地
域
実
践
活
動
の
後
押
し
を
図
る
予
定

で
あ
る
。

　

ま
た
、
再
生
し
た
古
民
家
を
体
験
ツ

ア
ー
や
地
域
実
践
活
動
参
加
者
の
活
動
・

滞
在
拠
点
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
た
め

に
、
管
理
運
営
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行

う
組
織
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
は
本
助
成
事
業
の
成
果
を
基
に
古

民
家
再
生
、
地
域
実
践
活
動
、
対
馬
で
の

島
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
の
提
供
を
通
じ
て

移
住
交
流
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、

「
次
世
代
の
豊
か
さ
」
創
出
の
た
め
の
次

な
る
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
。

地区の住民を講師に迎えての郷土料理づくり

地区の住民に手ほどきを受け伝統養蜂を体験

古民家の再生作業を行うモニターツアー参加者
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宮
崎
県
内
で
最
少
の
人
口

　

西
米
良
村
は
、
宮
崎
県
の
中
央
部
最
西

端
、
九
州
中
央
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
一
ツ
瀬
川
が
流
れ
、
面
積
の
約
96
％

が
森
林
で
あ
る
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
村
で
あ
る
。

　

村
の
人
口
は
１
２
６
０
名
（
平
成
25
年

3
月
1
日
現
在
）
と
宮
崎
県
内
で
最
も
少

な
く
、
ま
た
、
高
齢
化
率
は
41
・
75
％
と

全
国
の
ほ
か
の
地
域
と
同
様
、
過
疎
化
・

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

西
米
良
村
で
は
、
小
さ
く
て
も
輝
く
村
づ

く
り
を
目
指
し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　

平
成
10
年
度
か
ら
開
始
し
た
全
国
初
の

「
国
内
版
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
」

や
「
８
つ
の
庄
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
交
流
人
口
増
加
対
策
に
よ
り
、
現
在
村

に
は
年
間
約
13
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
。

　

特
に
、「
平
成
の
桃
源
郷
づ
く
り
」
と

し
て
、
小
川
集
落
で
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す

老
若
男
女
が
生
き
生
き
と
独
自
の
高
い
幸

福
感
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
る
。
同
集
落
は
、
人
口
１
０
０

名
足
ら
ず
の
、
山
と
里
の
豊
か
な
自
然
が

美
し
い
景
観
を
織
り
な
す
地
区
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
小
川
地
区
の
集
落
拠
点
施
設

で
あ
る
「
お
が
わ
作
小
屋
村
」
を
運
営
す

る
小
川
作
小
屋
村
運
営
協
議
会（
以
下「
協

議
会
」
と
い
う
。）
の
活
動
に
つ
い
て
、

会
長
の
上
米
良
（
か
ん
め
ら
）
秀
俊
氏
、

小
川
自
治
公
民
館
長
の
浜
砂
幸
徳
氏
、
事

務
局
長
の
上
米
良
省
吾
氏
の
お
話
を
交
え

な
が
ら
ご
紹
介
す
る
。

自
立
し
た
村
を
目
指
し
て

　

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
宮
崎
県
内
で
も

市
町
村
合
併
が
進
む
中
、
西
米
良
村
は
住

民
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
ど
の
市
町
村
と

も
合
併
は
せ
ず
、自
立
の
道
を
選
択
し
た
。

　

西
米
良
村
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
18
年

に
か
け
、「
自
立
し
た
集
落
経
営
モ
デ
ル

事
業
」
と
し
て
「
平
成
の
桃
源
郷　

小
川

作
小
屋
村
づ
く
り
」事
業
が
企
画
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
当
時
村
内
で
最
も
高
齢
化
率
の

高
か
っ
た
（
平
成
19
年
当
時
70
％
超
）
小

川
集
落
に
、
村
か
ら
「
小
川
作
小
屋
村
」

の
運
営
・
管
理
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
い

う
打
診
が
あ
っ
た
。
集
落
の
住
民
で
話
し

合
っ
た
結
果
、
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で

は
、
集
落
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
危
機
感
も
あ
っ
て
、
こ
の

依
頼
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

小
川
自
治
公
民
館
組
織
の
役
員
を
中
心

に
平
成
19
年
に
検
討
委
員
会
を
設
置
、
そ

の
後
当
地
区
の
自
立
し
た
集
落
運
営
に
向

け
た
研
修
や
勉
強
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
重
ね
、
平
成
21
年
に
協
議
会
が
設

立
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
４
月
に
「
お
が

わ
作
小
屋
村
（
以
下
「
作
小
屋
村
」
と
い

う
。）」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

平
成
の
桃
源
郷　

お
が
わ
作
小
屋
村

　
「
作
小
屋
村
」
で
は
、
平
均
年
齢
72
歳

の
集
落
内
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
、
食
堂
や
コ
テ
ー
ジ
を
運
営
し
て

い
る
。
食
堂
で
は
、
集
落
内
で
採
れ
る
季

節
ご
と
の
食
材
を
16
枚
の
小
皿
に
ち
り
ば

め
た
創
作
田
舎
料
理「
お
が
わ
四
季
御
膳
」

が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

の
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
「
お

が
わ
四
季
御
膳
」
は
今
や
「
作
小
屋
村
」

の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
、
年
間
約
８
千

★　団体プロフィール　★

設立年＝平成21年２月
設立・運営主体＝自主的組織
代表者＝会長　上米良　秀俊
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　http://ogawa-sakugoya.com/
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小
川
作
小
屋
村
運
営
協
議
会

宮
崎
県
西
米
良
村

「
平
成
の
桃
源
郷
」
を
目
指
し
て

　
　

〜
食
堂
や
コ
テ
ー
ジ
の
運
営
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
〜

左から小川自治公民館長・浜砂幸徳氏、小川作小屋
村運営協議会会長・上米良秀俊氏、同事務局長・上
米良省吾氏
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〜
１
万
食
提
供
さ
れ
て
い
る
。
集
落
で
採

れ
る
四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
て
い
る
た

め
、一
年
中
い
つ
訪
れ
て
も
、異
な
る
「
小

川
」
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
取
材
に

伺
っ
た
４
月
は
、
竹
の
子
、
タ
ラ
の
芽
、

ゆ
ず
み
そ
、
米
良
豆
腐
な
ど
が
並
ん
で
い

た
。

　

毎
月
、
16
皿
の
う
ち
半
分
ほ
ど
は
メ

ニ
ュ
ー
を
変
え
て
提
供
し
て
い
る
の
だ

が
、「
毎
月
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
の
が
大

変
。
で
も
、
そ
こ
は
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の

知
恵
を
借
り
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
事

務
局
長
の
上
米
良
氏
。
時
に
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
達
と
一
緒
に
、
食
材
を

探
し
に
山
に
入
っ
て
行
く
こ
と
も
あ
る
そ

う
だ
。
そ
の
他
、
小
川
で
採
れ
た
山
菜
が

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
カ
レ
ー
や
鹿
・
猪
料
理

な
ど
も
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
。
さ
ら
に
レ
ス

ト
ラ
ン
の
レ
ジ
横
に
は
、
小
川
の
特
産
品

で
あ
る
ゆ
ず
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工

品
や
地
元
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
が
並
ん
で

い
る
。

　

平
成
21
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
作

小
屋
村
」
の
初
年
度
の
レ
ス
ト
ラ
ン
来
場

者
数
は
１
万
９
千
名
程
で
あ
っ
た
が
、

年
々
増
加
し
、
平
成
24
年
度
に
は
約
２
万

６
千
名
に
ま
で
増
え
た
。
コ
テ
ー
ジ
の
運

営
も
好
調
で
、
全
部
で
12
棟
あ
る
コ
テ
ー

ジ
が
週
末
に
は
ほ
ぼ
満
室
に
な
る
と
い

う
。

　

好
調
な
運
営
の
一
方
、
少
し
困
っ
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。「
レ
ス
ト
ラ
ン
で
使

う
食
材
は
、
地
元
で
と
れ
る
も
の
に
こ
だ

わ
っ
て
使
っ
て
い
る
。
小
川
地
区
で
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
量
が
と
れ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
人
が
来
る
と
、
食

材
が
不
足
し
て
必
要
量
確
保
す
る
の
が
大

変
で
す
」
と
会
長
の
上
米
良
氏
は
う
れ
し

そ
う
に
話
す
。

地
域
の
人
々
の
生
き
が
い
に

　

作
小
屋
村
に
は
、
女
性
パ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
が
14
名
お
り
、
う
ち
４
名
が
チ
ー
フ
と

呼
ば
れ
、
食
事
の
味
付
け
を
担
当
し
、
小

川
の
味
を
守
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の

味
を
引
き
継
い
で
い
く
後
継
者
の
育
成
が

課
題
で
あ
る
と
い
う
。

　

女
性
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
、
４
〜
７
日

に
１
回
の
割
合
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

ん
で
働
い
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
日
は
、

主
に
し
い
た
け
栽
培
や
山
仕
事
を
し
て
い

る
。
浜
砂
氏
は「
作
小
屋
村
が
な
け
れ
ば
、

み
な
年
金
だ
け
で
生
活
を
し
て
い
る
。
け

れ
ど
も
、
月
に
数
日
で
は
あ
る
が
、
作
小

屋
村
で
働
き
、
訪
れ
る
人
と
ふ
れ
あ
い
、

働
い
た
対
価
と
し
て
賃
金
を
得
て
い
る
。

働
く
場
所
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
生
き

が
い
と
な
り
、
楽
し
く
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
言

う
。
作
小
屋
村
は
小
川
集
落
に
、
経
済
効

果
だ
け
で
は
な
く
、
村
民
が
村
で
生
き
る

幸
せ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
と
言
え
る
。

集
落
が
あ
り
続
け
る
た
め
に

　

協
議
会
で
は
、「
お
が
わ
花
見
山
づ
く

り
構
想
」
と
し
て
、
数
年
前
か
ら
作
小
屋

村
の
向
か
い
に
あ
る
山
を
花
い
っ
ぱ
い
に

し
よ
う
と
、
梅
、
桃
、
桜
の
植
樹
を
行
っ

て
い
る
。
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
現

在
ま
で
に
約
８
千
〜
９
千
本
の
木
を
植
え

た
。
も
う
す
ぐ
花
を
咲
か
せ
る
ま
で
に
成

長
す
る
。
美
し
い
景
色
と
お
い
し
い
料
理

で
訪
れ
る
人
を
も
て
な
し
た
い
。
都
会
か

ら
訪
れ
る
人
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
、
心
も

体
も
癒
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い

が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
新
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
、
お
客
さ
ん
を
待
た
せ
な
い
た
め

の
食
事
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
小
川
を
使
っ

た
川
床
、
な
ど
上
米
良
会
長
の
ア
イ
デ
ア

は
尽
き
な
い
。

　

10
年
、20
年
、50
年
先
と
将
来
に
わ
た
っ

て
、
小
川
集
落
の
姿
が
あ
り
つ
づ
け
、
ま

す
ま
す
元
気
な
集
落
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

 

編
集
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●　

吉
野
美
紗
子

● 地域づくり団体探訪

食堂レジ横に並ぶゆずの加工品 地元の食材を使った「おがわ四季御膳」

平成の桃源郷「おがわ作小屋村」
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書籍紹介

加藤　直美　著
祥伝社刊（2012年12月10日発行）
定価：1,500円＋税

　明るい兆しが少しずつ見え始めているものの、未だ長引くデフレ不況下にある日本
経済だが、その中においても着実に業績を伸ばし続けているのがコンビニ業界である。
アメリカのグロサリー（食料品と日用雑貨）チェーンが起源とされるコンビニエンス
ストアは、「コンビニ」として我が国で独自の進化を遂げ、今や海外にまで進出する
勢いだ。
　かつてはネガティブなイメージを抱く人もいたコンビニは、今では我々の生活に
すっかり根付き、そのイメージは「生活に無くてはならない社会的なインフラ」へと
変貌を遂げた。特に東日本大震災における大手チェーンの活躍（支援）により、その
イメージは不動のものとなった。
　本書は、市民権を得たコンビニと社会との関係について「東日本大震災」「人口減
少社会」「少子高齢社会」「ネット社会」「コミュニティ」という５つの視点から考察
を試みている。全国に張り巡らされた「情報」「物流」「商品開発」というコンビニの
３つのネットワークを、地域社会における今日的な諸問題の解決に活用することを著
者は提案する。
　今までの自治体の施策や各種地域団体の実施する事業の対象は、商店街や個人商店
などが主であった。本書は、ここにコンビニという選択肢もあることを提示してくれ
る１冊である。

コンビニと日本人
－なぜこの国の「文化」となったのか－

細野　助博　著
時事通信社刊（2012年12月10日発行）
定価：2,200円＋税

　1990年以降、規制緩和により郊外への大型ショッピングセンターの出店が相次ぎ、
さらには今や社会インフラとして確立されたコンビニエンスストアが台頭し始めた。
それらの勢いに押され、シャッター街と化した商店街は全国に点在する。今こそ、発
想の転換で商店街に新たな息吹を吹き込み、元気なまちなかを復活させるときである。
　本書は、まちづくりについて数々の著書を有する細野中央大学教授が、「まちづくり」
に本気で取り組む全ての人たちに贈る、地域再生のエッセンスである。
　第１章では、商店街が保護主義から脱却できない理由を「大規模店舗法」や「まち
づくり三法」に代表される流通政策を通じて説明する。第２章から第４章では、「商
店街の社会インフラ化」「連携によるひとづくり」「６次産業」をキーワードに最新の
まちづくり手法について具体的事例を交えながら提示している。最後の第５章では、
「まちづくり」は10年ひと刻みの長い作業であり、データ分析に基づく議論の必要性
について論じている。
　内憂外患のなかを漂流する日本を、国ではなく地域が救い出す時代感覚、それを実
感するためのまちづくりこそが現在求められている。国に依存するのではなく、多様
な地域やまちが、自主自立に向けて自前の生存手段として「まちづくり」を早く掌中
に収めるべきという、著者の熱いメッセージが込められた１冊である。

まちづくりのスマート革命
－主張する“まち”だけが生き残る－
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「箱根ジオパーク」による
新たな地域づくり

箱根町長　●　山口昇士

45 2013・7月号

　

箱
根
町
は
、
神
奈
川
県
南
西
部
に
位
置
し
、
東
京
か
ら
約
80
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
至
近
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
古
の
時
代
か
ら
温

泉
地
と
し
て
賑
わ
う
自
然
豊
か
な
観
光
地
で
あ
り
、
ま
た
、
箱
根

火
山
お
よ
び
そ
の
山
麓
地
域
が
占
め
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
形
・

地
質
、
そ
し
て
そ
れ
を
土
台
に
育
ま
れ
て
き
た
風
土
、
生
物
、
歴

史
、
文
化
の
遺
産
が
数
多
く
あ
り
、
大
地
の
営
み
を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
と
し
て
、
近
接
す
る
小
田
原
市
・
真
鶴
町
・
湯

河
原
町
の
１
市
３
町
か
ら
な
る
区
域
が
「
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と

し
て
、
平
成
24
年
９
月
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
地
域
の
特
徴
と
し
て
は
、
伊
豆
か
ら
丹
沢
、
関
東
山
地
へ
続

く
南
北
に
連
な
る
山
脈
の
一
部
を
な
し
、
多
様
な
動
植
物
が
生
息

す
る
「
北
と
南
を
つ
な
ぐ
自
然
の
み
ち
」
に
位
置
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
こ
の
南
北
に
延
び
る
天
然
の
障
壁
は
、
日
本
の
東
と
西
を

隔
て
、
あ
る
と
き
は
緊
張
の
、
あ
る
時
は
交
流
の
場
と
な
り
「
東

と
西
を
つ
な
ぐ
歴
史
の
み
ち
」
に
あ
る
地
域
と
し
て
、
日
本
の
歴

史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は
、
こ
の
「
北
と
南
を
つ
な
ぐ
自
然
の

み
ち　

東
と
西
を
つ
な
ぐ
歴
史
の
み
ち
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
火

山
や
地
形
な
ど
の
地
質
学
的
資
源
や
動
植
物
の
結
節
点
と
な
っ
て

い
る
生
態
学
的
資
源
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
人
々
の
営
み
に

よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
、
古
代
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
的
・
文
化

的
資
源
な
ど
の
大
地
と
の
か
か
わ
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
地
域
と
し
て
、
新
た
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
の
中
で
も
、箱
根
町
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
心
と
な
る
、

日
本
の
地
質
百
選
に
選
定
さ
れ
た
箱
根
火
山
の
カ
ル
デ
ラ
内
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
箱
根
の
山
並
み
は
複
雑
な
形
成
史
を
持
つ
火
山
と
し
て
近

年
新
た
な
解
明
が
進
み
、
様
々
な
種
類
の
溶
岩
や
火
山
灰
を
噴
出

し
て
特
徴
的
な
火
山
地
形
を
作
り
出
し
た
「
火
山
の
博
物
館
」
と

言
わ
れ
、こ
れ
ら
の
多
様
な
地
質
か
ら
湧
出
す
る
箱
根
の
温
泉
は
、

泉
質
が
豊
富
で
「
温
泉
の
デ
パ
ー
ト
」
と
も
い
わ
れ
る
所
以
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
は
ほ
ぼ
全
域
が
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
の
な
か

で
も
あ
る
た
め
、
豊
か
な
自
然
や
動
植
物
が
適
切
に
保
護
・
保
全

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
登
山
道
の
補
修
や
植
生
の
復
元
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
携
わ
る
な
ど
、
自
然
保
護
の
活
動
に
官
民
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
も
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
住

民
や
観
光
客
の
双
方
に
と
っ
て
、
今
ま
で
以
上
に
行
動
や
意
識
を

変
え
る
働
き
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

地
形
や
地
質
と
い
っ
た
学
術
的
要
素
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
成

り
立
ち
、
歴
史
、
文
化
、
伝
統
、
植
生
、
特
産
品
な
ど
、
郷
土
を

知
り
、
郷
土
愛
を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
地
の
災
い
と
い
う
防
災

面
へ
の
意
識
を
高
め
る
う
え
で
も
有
効
な
活
動
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
の
観
光
に
深
み
や
奥
行

き
を
持
た
せ
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
新
た
な
旅
も
提
供
し
、

た
だ
楽
し
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
何
度
来
て
も
い
ろ
い
ろ
な
発

見
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
に
な
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
取
り
組
み
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
解

決
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
活
動
の
新
た
な
拠
点
の
一

つ
と
し
て
、平
成
26
年
４
月
「（
仮
称
）
箱
根
火
山
学
習
セ
ン
タ
ー
」

を
、
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
象
徴
的
な
ジ
オ
サ
イ
ト
で
あ
り
、
今
で

も
噴
煙
が
見
ら
れ
る
「
大
涌
谷
」
の
園
地
に
新
設
し
て
、
教
育
活

動
や
観
光
・
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
稿
が
掲
載
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

が
決
定
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
箱
根
か
ら
富
士
山
を
望

む
絶
景
ポ
イ
ン
ト
は
多
数
あ
り
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
と
富
士
山
を

一
度
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
箱
根
へ
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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手
前
み
そ

　

で
す
が
…

愛
知
県

豊橋市 174

豊橋市は、愛知県の東南端、静岡県と
の県境にあり、東京からは300km、

大阪からは260kmで日本のほぼ中心に位
置しています。豊かな自然と温暖な気候に
恵まれ、全国有数の農業生産地です。また、
自動車の輸出入が盛んな「三河港」を擁し
ていることから工業も盛んで、農業・工業・
商業のバランスがとれた街です。 
　豊橋市には伝統的な祭礼や文化財が数多
く残されています。その中でも「手筒花火」
は発祥の地として知られており、春から秋
にかけて市内各所の祭礼で手筒花火が上げ

手筒花火発祥の地「豊橋」手筒花火発祥の地「豊橋」

られています。また、豊橋市は100年以
上続くうどんのまちです。豊橋のうどんを
全国に広めるため、新しく開発されたのが
「豊橋カレーうどん」。この豊橋カレーうど
んは「門外不出」で豊橋市内でしか食べら
れません。手筒花火を見て、豊橋カレーう
どんを味わいに、ぜひ豊橋にお越しくださ
い！

■ 豊橋市は路面電車の走る街。平成20年に
は全面低床車両が新しく導入された。毎
年3月には路面電車の横をランナーが駆
け抜ける「穂の国・豊橋ハーフマラソン」
も開催される

■ 豊橋総合動植物公園「のんほいパーク」
は39.6haの広大で歩きやすい平坦な
敷地に動物園、植物園、自然史博物館、
遊園地の４つの機能を持つ全国でもめ
ずらしい施設

■ 東海道五十三次の33番目の宿場町「二川
宿」。その遺構を残した二川宿本陣資料館
は大名の宿・本陣と庶民の宿・旅籠屋「清
明屋」を見学できる施設になっている

■ 本年４月に豊橋駅の南側に穂の国とよは
し芸術劇場「プラット」がオープン。新し
い文化交流の拠点として期待されている

■ 「豊橋カレーうどん」は丼の底から、ごはん・とろろ・カレーうどんという構造で「１杯で２度美味しい」と評判

■ 豊橋市のマスコットキャラクター「ト
ヨッキー」。豊橋市に伝わる天下の奇祭
「鬼祭り」に登場する赤鬼をロボット風
にアレンジ。よ～く見ると顔が「豊」の
字に見えませんか。

■ 400年以上続く伝統の手筒花火。毎年９月には手筒花火を中心としたイベント「炎の
祭典」が開催され、全国から数多くの観光客が訪れる

手筒花火発祥の地「豊橋」
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482013・7月号

　地域再生の方法について、さまざまな視点から考えるワークショップ「地域再生実践塾」を開催します。
このうち第２回と第３回（詳しくは左のページを参照）の開催内容は以下の通りで、現在、参加者を募
集しています。※第１回（兵庫県豊岡市）は終了しました。
■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、NPOなど、地域再生に取り組んでいる人
■募集人員　各回40名（会場などにより変更あり）
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。
　　　　　　申込書の様式は当センターのホームページからダウンロードできます。
＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
【問い合わせ先】地域支援課　TEL03-5202-6137

平成25年度地域再生実践塾開催のお知らせ

　自主的、主体的な地域づくりのための活動を行う民間団体の全国組織である地域づくり
団体全国協議会より、「平成25年度地域づくりコーディネーター研修会」の案内がありまし
たので、ご紹介いたします。
　参加ご希望の方は、下記の地域づくり団体全国協議会事務局へお問い合わせください。
平成25年度地域づくりコーディネーター研修会概要
　地域資源活用によるまちづくりについて、経験豊富な実践家を交えて皆さんと一緒に学
びます。
１．日　時　平成25年８月５日（月）13：00から
２．場　所　 スペースアルファ三宮（兵庫県神戸市中央区三宮町1-9-1三宮センタープラザ

　東館６階）
３．内　容　実践家による事例発表、パネルディスカッション、交流会
　　対　象　 各都道府県協議会担当者及び各都道府県の地域づくりコーディネーターなど

地域づくりに携わっておられる方
　　定　員　60名（但し、定員になり次第、締め切らせていただきます。）
　　締切日　平成25年７月12日（金）
４．費　用　無料（交流会参加の場合は有償）
【問い合わせ先】地域づくり団体全国協議会事務局　03-3272-1688
＊ 詳しくは一般財団法人地域活性化センターのホームページ中、「地域づくり団体のひろば」をご覧ください。

平成25年度地域づくりコーディネーター研修会のご案内

地域再生実践塾　第２回　北海道小樽市　『地域で育てる観光まちづくり人材』
平成25年７月16日（火）～７月18日（木）　会場：小樽運河プラザ三番庫

開催趣旨 
　現在の小樽市は、年間600万人以上の観光客が訪れ、観光関連産業が基幹産業のひとつでもある観光都市ですが、観光都市としての歴
史は必ずしも長いものではなく、1970年代に始まった小樽運河論争が発端となった市民運動によって歴史的建造物をはじめとした地域資
源が半ば偶発的に観光化したという経緯を持っています。これはシビックプライドの向上によって再評価された地域の有形無形の資源が
観光振興の推進と地域ブランドの向上に寄与した事例と解釈することができます。
　この経験を生かし持続的な地域活性化の推進力に繋げるためには、次代の観光まちづくり人材を長期的な視点で育成することが重要で
す。小樽における市民と行政の協働による観光まちづくりの具体的事例に触れながら人材育成のあり方について検討したいと思います。

開催日程 
・第１日目　７月 16日（火）
13：30～　開講式・オリエンテーション
13：45～　Lecture1　総論・問題提起
14：25～　Lecture2　小樽市の観光の現状と観光基本計画について
14：55～　Lecture3　小樽の地域力を高めるまちづくりと情報化
16：00～　Lecture4　市民のおもてなしによる地域ブランディング
16：45～　Workshop1　ミニワックスボールの製作
・第２日目　７月 17日（水）
9：00～　Lecture5　フィールドワークの説明
10：00～　Field Work1　鰊漁のまち祝津のたから
12：00～　昼食
13：30～　Field Work2　小樽案内人はまちのコミュニケーター
16：10～　Group Work1　フィールドワークのまとめ
18：30～　Workshop2（※希望者のみ）
　　　　　  地域通貨“Tarca”を用いた店めぐり体験
・第３日目　７月 18日（木）
9：00～　Group Work2　「ディスカッション・発表」
11：15～　Lecture6　総括
11：50～　閉講式

主任講師 
小樽商科大学商学部
准教授
大津　晶　氏

　1971 年北九州市小倉生まれ。
　筑波大学大学院社会工学研究科修了（博士（社会工学））。
2003 年より現職。
　現在、小樽市都市計画審議会委員、同住宅行政審議会委員
長、同まちづくり協働事業審査委員長などを務める。大学で
は小樽商科大学で都市計画／地域経営を教える傍ら、地域共
同研究センターなどの活動で幅広く地域と大学の連携・協働
の基盤整備を進める（現在はフェロー）。近年は地域連携プ
ロジェクト実践型教育を通じて、地域の有形無形の資源を活
用したキャリア教育と学生が主役となった地域活性化の両立
を実践。また市民力・地域力の向上を目的としたNPOのア
ドバイザーとしてもまちづくりに関わる。

昨年の研修会の様子
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リーダー塾修了者エッセー
研修レポートを再び読んで 原　仁志

ふるさと情報コーナー
札幌、仙台が１・２位、３位京都は３種類ランクイン 地域づくり情報課
地域トピックス　静岡県袋井市
土にはじまり、土に生きる 小柳津和彦

「地域おこし協力隊」の活動事例⑽　島根県飯南町
新たな視点から、特色あるまちづくりを 鳥屋ヶ原由紀
「地域おこし協力隊」の活動事例⑾　愛媛県伊予市
すべての世代が暮らしやすい町に 冨田　敏

～北から南から～　沖縄県
リゾートウェディングで沖縄観光を振興 屋部　司
スポーツ拠点づくり推進事業　長野市
スポーツを軸にまちづくり 髙池正之

移住・交流推進支援事業　長崎県対馬市
移住促進に向け、古民家再生や島暮らし体験 木村幹子
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地域づくり団体探訪　宮崎県西米良村
小川作小屋村運営協議会
「平成の桃源郷」を目指して
書籍紹介

首長の思い
「箱根ジオパーク」による新たな地域づくり
 山口昇士（箱根町長）
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特　集

 1 巻頭エッセー／「力みなぎる・かごしま」、「日本一のくらし先進県」の実現に向けて 伊藤祐一郎（鹿児島県知事）　　

　 　  企業との連携協定で地域活性化
 4 基調論文  公共サービスと民間ビジネスの連携 稲継裕昭（早稲田大学教授）　　
 8 北海道　三省堂書店と連携、北海道の魅力を全国に発信 大須賀康高　　
 10 岩手県　サイバーエージェントとパートナーシップ協定 岩手県政策地域部政策推進室　　
 12 秋田県美郷町　日本航空（JAL）と連携協力協定を締結 出雲憲司　　
 14 横浜市　「共創」をテーマに伊藤園と包括連携協定 山中　研　　
 16 山梨県甲州市　まちの文化資産「甘草」で地域おこし 中村正樹　　
 18 長野県　旅行者の利便性向上と地域の活性化に向けて 西原誠一　　
 20 滋賀県湖南市　いつも笑顔で過ごせる地域社会を目指して 竹内範行　　
 22 京都府京丹後市　「高齢者の見守り活動」で生協と協定締結 荒田美智子　　
 24 広島県　企業と連携し、「瀬戸内 広島レモン」をブランド化 広島県総務局経営企画チーム　　
 26 福岡市　「若鷹軍団」と連携し、都市の魅力高める 平石遼太　　
 28 熊本県　ICTを活用した魅力あるまちづくり 筧　昌明　　

企業との連携協定で地域活性化2
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平成25年度　地域再生実践塾　第３回　広島県尾道市
『海からはじまる歴史的空間の再生と実践』

平成25年９月18日（水）～９月20日（金）
会場：尾道市公会堂別館31号室

開催趣旨 
　平成16年に景観法が制定されて以降、平成20年には歴史上価値の高い神社、寺院、城址等の国民共有の文化的な資産等と、
そこで営まれる祭礼行事など、地域固有の風情、情緒やたたずまいといった良好な環境の維持及び向上を目指し「地域におけ
る歴史的風致の維持及び向上に関する法律」（通称、歴史まちづくり法）が制定され、全国各地で歴史、文化や伝統などを地域
資源とし、それらを積極的に活かしながら地域を活性化する取り組みが増えています。
　坂のまちとして知られ、神社仏閣が多く残る尾道市では、これらを活かしたまちなみ形成事業や空き家再生促進事業などを
実施し、新たな魅力を持つまちづくりの推進にも力を入れています。尾道市で実践されている具体的事例を中心に検証しなが
ら地域の活性化について考えていきます。

開催日程 
・第１日目　９月18日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　13：40～　Lecture1　総論・問題提起
　14：15～　Lecture2　尾道市のまちづくり
　14：50～　 Lecture3　尾道イーハトーヴ〈まちづくりのレシピ〉
　16：00～　 Lecture4　観光を手段とした事業と雇用の創出
　17：10～　Lecture5　尾道式空き家再生術
・第２日目　９月19日（木）
　９：00～　出発
　９：15～　Field Work1　尾道イーハトーヴの視察
　９：50～　Field Work2　旧島居邸の視察
　10：30～　 Field Work3　光明寺會舘・AIRカフェ視察
　10：50～　 Lecture6　斜面地におけるアーティスト・イン・レジデンス
　12：10～　昼食
　13：15～　 Field Work4　北村洋品店・ガウディハウス
　14：05～　Field Work5　渡船～向島からの眺め
　14：45～　Field Work6　あなごのねどこ
　15：15～　Field Work7　尾道映画資料館
　16：00～　Group Work1　視察の整理
・第３日目　９月20日（金）
　９：00～　Group Work2　グループ発表・講評
　11：30～　Lecture7　総括
　11：55～　閉講式

主任講師 
尾道市立大学
芸術文化学部美術学科
教授　稲田　全示　氏

　1949年尾道市生まれ。
　東京藝術大学美術研究科修了。東京でデザイン企画制作
会社の経営、ニュービジネスコンサルティングなどを経て
2001年より現職、学生に地域活性化企画制作を指導する。
　尾道市立大学地域総合センター長、尾道市まちなみ形成
推進委員長、尾道ユネスコ協会会長、NPO法人工房尾道
帆布顧問。「地域資源∞全国展開プロジェクト」など地域
の観光資源発掘、プランニング、配信や産学協働事業等を
展開し、学生の地域貢献と基礎的社会力、デザイン能力、
コミュニケーション能力養成の地域総合センターとして、
産学官ネットワーク創りを推進している。
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■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、NPOなど、地域再生に取り組んでいる方
■募集人員　40名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
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